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INIAD（東洋大学情報連携学部）は、コンピュータサイエンス（情報科学）を基本

的な最重要科目として学び、それを応用展開していくことのできる人間を育てるという

考えのもとに 2017年 4月に創設された学部です。そこには、今という時代はインター

ネットを中心としたコンピュータとネットワークがすべての人間の行動に影響を与え、

ビジネスのやり方から社会、文化に至るまであらゆるものを変えていくという大前提が

あります。

大学の 4 年間で学ぶことは、コンピュータや情報科学の基礎的な科目です。また、

「連携」と言っていることからわかるように、人と連携するためにはコミュニケーション

を円滑に行い、チームワークを進めていくことが必要になります。そうした「連携」を

うまく活かしていくための科目、シラバスを組んでおり、いろいろな人たちと連携して

チームを組んで物事に対処していくための考え方を学びます。

現代の情報科学のベースになっているコンピュータは、1940 年代後半にスタート

しました。それから約 50 年の間に、半導体テクノロジーの進歩によるコンピュータの

小型化が進み、さらにインターネットという情報通信技術とコンピュータの結びつきに

よって、あらゆるモノの中にコンピュータが入っていくIoT（ Internet of Things）が

実現するなど、コンピュータの世界はドラマチックに変貌してきました。

さらに2022 年11月から生成 AIの研究開発の成果が広く一般にも使えることになっ

たことで、AIテクノロジーの誕生後とそれ以前とでは学習の仕方や習得すべきものが

変わってきたと考えています。そうした意味で、まさに今進展している情報科学の世界

で、私たちはカリキュラム、シラバスともに毎年見直しを行っています。すべての指導

教員が INIAD創設以来、常に世界の最先端を教えているという高い意識をもって指導

しています。

こうした INIADの哲学を広く知っていただくために創設以来 INIADのガイドブック

を発行してきました。毎年最新の情報を取り入れて改訂を行ってきましたが、2017年

時点を最初のバージョンとすれば、2026 年に「 INIAD3.2」にまで INIADがアップ

デートされてきたことは感無量です。

INIADではいち早く生成 AIに注目しており、2023年4月からカリキュラムに生成 AI

を活用することを推奨し、すべての学生にあらゆる局面で生成 AIを使って活動するよう

に説いてきました。3 年が経過して、多くの学生がその期待に応え、生成 AIを使って日々

の勉学に取り組み、研究開発を進めています。「INIAD3.2」では、新しい INIADがどの

ようにチャレンジし続けているのかをご覧いただきたいと思います。INIADで勉 強し

たいという学生諸君をはじめご父兄の皆様はもちろんのこと、世界中のさまざまな機関

との共同研究開発を進めているINIAD cHUBに関係する皆様にも、ぜひこの INIADの

教育と考え方を知っていただければ幸いです。

INIAD（東洋大学情報連携学部）創設者 
cHUB（学術実業連携機構）機構長

坂村   健
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大学DXを目指して！
インターネットは社会を大きく変えました。新しい技術が社会を変え、その変化が研究開発のスピー
ドを加速させます。そして、そこで生まれた新技術がさらに社会を加速させて─社会の変化の
スピードはどんどん大きくなっています。
そのデジタルのスピードに合わせてすばやく「変われる」組織に「改革」しようという世界的な動き
が「 DX：デジタルトランスフォーメーション」。最近まで日本ではこの動きは鈍いままでしたが、
近年のコロナ禍で、遠隔会議が一気に広まるなどDX が一気に進んでいます。
INIAD は、当初より大学の DX をコンセプトとして作られた学部であり、その教育も、組織や社会
を DX 化できる知恵を持った人材を育てることを目的にしています。さらに、2022 年末からの生成
AI 革命を受け、INIAD は先駆けてAI を積極的に活用する教育環境を整備しました。

生成 AI時代に求められる知恵
新技術の利用と創造─研究開発には「理」の知恵が必要です。
しかし単に新技術の開発に成功しても、それだけでは技術を社会に出していくことはできません。
新技術をどのように持続的ビジネスにつなげるか、社会問題の解決にどう活かすかには関係する
法律や規制をどうクリアするかといった「文」の知恵が必要です。
さらに同じようなサービスであっても、あるサービスは使いやすいとか、使っていて楽しいという
ように─人々の感性にいかにマッチするかの差が、広まるときに大きな結果の違いになって
きます。その差を生むのはデザインであり「芸」の知恵です。
生成 AI 時代においては、これらの知恵を AIと協調しながら発揮して新たな価値を創造する能力が
求められます。そのためには、AI の可能性と限界を理解し、適切な指示を出す能力が必要です。
同時に、AI の出力を批判的に評価し、人間ならではの創造性や倫理的判断を加える力も重要です。

つながる力
インターネットが大きく社会を変えたのは「人と人」をオープンに広くつなげたからです。
特定の企業の中でしかつながらない電子メールやホームページではこんな力は持てなかった
でしょう。メールアドレスや URL を知っていれば「いつでも、どこでも、だれでも」つながる─
そのオープン性がインターネットの力です。次の大きな技術・社会革新の波となるといわれて
いるのが「 IoT: Internet of Things ─モノのインターネット」と「 AI: Artificial Intelligence ─
人工知能」です。私たちの身の回りの「モノ」がネットワークにつながり「モノと人」、「モノとモノ」、

「モノとAI」、「人とAI」が、オープンにつながる時代がやってきます。視覚や聴覚も学んだ生成 AI
をベースにしたロボットも一般化するでしょう。今までのインターネットの世界を超えて、ネットが
現実の世界と融合してきます。関連する法律や制度はより複雑になります。INIAD は、こうした
複雑につながる世界で、技術と社会をつなぐ架け橋となる人材を育成します。

情報連携学へ
変化が加速した現代─高いレベルで「文・芸・理」の知恵を融合した AI+IoT 時代のサービスや
モノが前提ならば、若くてもより早く成功を収められるようになります。しかし同時に、どんなに
優れた人でも一人で「文・芸・理」のすべてが高いレベルという人間はいません。
今、求められている人材は、自分が得意ではない分野に対しても理解を持ち、他の仲間─さら
には AIと共通の言葉で対話して連携しプロジェクトを達成できる人材です。
そのために創造したのが、連携するための「文・芸・理」の知識と、どう連携させ目的を達成させ
るかを研究する「情報連携学」であり、その実践教育を行うのが「 INIAD：情報連携学部」です。
INIAD は、生成 AI 時代においても、常に最先端の技術と教育手法を取り入れ、変化に対応できる
人材を育成していきます。
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いろいろな機能ブロックがネットから簡単に入手でき、スマートフォンの
開発環境も充実しました。AIを利用すれば少しのプログラム力だけで
高度なアプリの作成、新サービスの実現が可能になります。

「連携」の基盤は
コンピュータサイエンスとAI
チームを組んで、コンピュータを使いこ
なし情報を通して連携し、AIをつかい
こなしてすばやくアイデアを形にできる
人材が今求められています。

連携できる力が
未来の鍵

ど
ん
な
人
生
を
送
る
に
し
ろ

人
生
を
助
け
る
力
と
し
て
の

「
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」

プログラミングにより、インターネットやIoT、AIな
どのデジタル環境を使いこなす。他の人々や組織と
「連携」して、新しいサービスをすばやく実現する。
新たなビジネスモデルや制度設計、コミュニティ作り
により、 サービスを社会に広める。─そういう多様
な力をつけるための七つの科目群があり、組み合わ
せての履修が可能です。

インターネットによって地理的制約がなくなり、考え方が同じで一緒にやっていけ
る人々との出会いは簡単になりました。
遠く離れたところにいる人たちと協力しあって一緒に仕事をしたり（クラウドソー
シング）、設計図を送りモノを作ってもらって、それを（国際）宅配便で送り返して
もらったりして、魅力的な試作品を作れば、ネットを通じて広く世界から資金
を集める（クラウドファンディング）こともできます。
世界では、こうして若者たちが革新的な製品を
世に出して成功する「スタートアップ」が
増えています。

インターネット社会の今、
世界はますますチャレンジが容易に

インターネットの中の
さまざまな機能やサービスを
組み合わせ「連携」させれば…

一人では
だめでも…

ゼロから
作るのは
難しくても…

コンセプトは

コンピュータ・インターネットをはじめと
した、さまざまな科学技術により、成り立っ
ている現代社会。一人ですべてを理解し
動かすことは難しい時代になってきてい
ます。今求められているのは、多くの人々
の協力と連携です。

「連携」

多様な人々や
AIと連携
できる力を

システムを
連携させる
力を

コミュニケーション力
の重視
異なる専門、多様な国籍を持つ者同士で、
共通の課題解決を行うため「英語」をはじめ
として「プレゼンテーション」や「ディベート」
などの実践的コミュニケーション能力を身に
つけます。そしてそれは、対話によりAI
の最大パフォーマンスを引き出す力にも
つながります。

科目群横断の
チーム実習
選択している科目群にかかわらず
横断してチームを組み、共通の課題に
取り組む実習を実施します。

全学生にCS教育
プログラミング力をつけるのが
CS ― Computer Science（コンピュータ科学）。
連携の基盤としてCS教育を重視し全学生に
CS初級とプログラミング教育を実施します。

すべての学習局面で
AIの積極的利用を後押し
全授業でのAIツール活用を推奨し、AI
利用スキルの体系的教育を行い、AIとの
共創による問題解決の演習を実施します。
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INIAD の哲学
井上円了の哲学

INIADをどういう考えで作ったかについてお話ししたい

と思います。「変われるもののみが生き残る」―これは

進化論で有名なダーウィンが言ったとされている言葉

です。地球の環境は何回か劇的に変わっているのですが、

それでも生物がどうしてここまで生き延びられたかといえ

ば、変わることができたからです。生物は環境に適応する

ことによって生き延びることができる。これは INIAD の

哲学の一つです。

私立大学の中で新しい学部を作るときに、その私立大学

の創始者がどういう考えに基づいてはじめに大学を創った

のかを知るのは、とても重要だと思っています。そこで、

この学部を開設する前に3年ほどかけて井上円了先生に関

する研究をしました。ただ今までの井上円了研究とは視点

が違い、コンピュータサイエンスの研究者の目で見た井上

円了先生です。

井上円了先生は江戸時代の末期に生まれて、明治初期

の激動期に青春時代を歩み、大正8年に亡くなりました。

明治時代全部がこの先生の活動期だったといえます。

鎖国していた日本には、明治維新で一挙に海外の文化が

入り込みます。当時の日本は海外の科学技術をベースに変

革を続けていた国々と比べると遅れていました。いろいろ

な考えを持った人が世界中にいたのですが、井上先生はそ

れを日本に紹介しようとしました。「哲学」は人生や世界

の根本を考える学問であり、そのために井上先生は、森羅

万象を論理的に明らかにしようとする「考え方」が重要と

考えました。それは、今で言う「科学」の姿勢です。

そのためにはあらゆることを知らないといけないと解

きました。当時から大学の重要な役目として「ジェネラ

ルアーツ : 教養」の教育があったのですが、その中には 

科学も含まれました。それ以前の「学問」の基本は神学で、

神を中心とする先験的 ｢真理｣ があり、それを学ぶとい

うのが「学問」でした。それに対し、先験的 ｢真理｣ を

東洋大学情報連携学部 INIAD

新しい大学教育を目指して
INIADの今と、リカレント教育

坂村  健　INIAD（東洋大学情報連携学部）創設者、東京大学名誉教授
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鵜呑みにせずまず自分の頭で考えることから始めよう、

というのが「哲学」です。そのために森羅万象を論理的に

明らかにしようとする営みが科学を含む近代的「学問」

になっていったわけです。ですから今、哲学だけでなく

自然科学、工学から社会科学、人文科学、コンピュータ

関係まで近代的「学問」の博士号はすべて「Ph.D. ― Doctor 

of Philosophy」とよびます。それに対して神学の博士は

「Doctor of Theology」といってよび分けているわけです。

今の日本でも前例主義のようなものが強いですが、当時

の日本はそれ以上で、そこに海外から大きな変化が来ると

いう激動の時代になりました。だからこそ井上先生は

「心の近代化」―つまり一人ひとりが自分の頭で考える

ことが重要だということを説き続けました。特に晩年は

学校教育から生涯学習に転じ、そのための施設として

東京の中野区に哲学堂 ― 今は中野区の公園になって

いますが― をつくり、そこで一般の人に哲学教育を

行っていました。今でいうリカレント教育です。社会に

出た人に対して自分の教えを説いていました。

今という時代

今という時代に井上先生が創った東洋大学でどのような

学部を開設すればよいのか。世界で少子高齢化が進むだけ

でなく、リーマンショックといった経済的破綻やコロナ感

染症など予期できないことがたびたび起こる、ある意味、

現代も激動の時代です。今までの私たちの考え方、やり方

を変え「ニューノーマル」や「グレートリセット」といわ

れているように、社会全体を「リブーティング（再起動）」

させなければなりません。

何が世の中をいちばん変えていくのか。あの井上先生が

生きた文明開化のときは西洋から入ってきた多くの科学技術

でしたが、今は、間違いなくコンピュータです。今、まさに

日本は、明治の文明開化と同じ激動の時代にいるのです。

そのために世界的に注目されているのが「DX：デジタル

トランスフォーメーション」です。DX は「デジタル技術を

前提に、デジタル技術を使って、あらゆるやり方を変える」

ことなのですが、重要なのは後段の「やり方を変える」と
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いうところです。ただ技術を使えばいいのではありません。

技術を使ってやり方を変えなければ駄目だということです。

変革─イノベーションは、会社でいうなら長期的な視野

に基づいて、業務プロセスを変えて組織の改革を行うとい

うことです。

さらに言えば、DX のポイントはすばやく「変われる」

組織になるということです。さまざまな業務プロセスを

デジタル化して、ソフトウェアによるサービスプラット

フォームに載せることで、予期できない環境変化にも、

すばやく対応できる組織体制になるということです。

DXを進めるために新しい教育がどうしても必要だ、と

いうことで創ったのがINIADです。DXがあらゆる分野で

重要だというなら、大学だってDX化しなければいけない。

大学が古い体制で古いやり方で古いことを教えて、いっ

たい何ができるのかということです。

私も大学にいるからあえて言わせていただくと、ある

意味大学ほど変えられないところはありません。大学は

偉そうなことを言うわりには、大学の組織自身が残念な

ことになっている。INIADはそういうことに対しても挑戦

しています。変えられるところはどんどん変えろと、トップ

ダウンで進めています。もう私の世代になると、失敗して

も失うものはないですから、若い人たちには、責任は私

にあるので何度でも試行錯誤し失敗を恐れず前に進め、

と発破をかけています。

INIADで具体的に何を教えているのか。まずは基礎学力

としてプログラミングをきちんと教えます。「入学していき

なりプログラミング？」と思われるかもしれませんが、こ

れからの情報社会で重要なのは、「読み書き算数」に並んで

「プログラミング」です。どんな仕事をするにせよ、プログ

ラミングは必要不可欠な基礎学力。身の回りのサービスが

どんどんソフトウェア化していくので、プログラミングの

力でいろいろなことが変えられるようになるからです。

日本のある程度大きな組織やコンピュータが専門では

ない会社では、S
エスアイヤー

Ier やコンピュータの専門業者にアウト

ソーシングしがちです。しかし、世界ではコンピュータを

専門としない会社でも IT の専門家を雇って、自分たちで

DXに取り組んでいます。これからは日本の会社も、コン

ピュータのことはわからないからと外部に丸投げするの

ではなく、業務にもデジタル技術に詳しい社員が必要に

なってきます。外部に依頼するにしても基本的なデジタ

ルスキルは持っているべきです。そのためにも INIAD で

は基礎学力としてプログラミングを重視しているのです。

INIADは情報“連携”学部です。これだけ複雑化した世界

では全部一人でできるわけがない。そうなったときに人と

チームを組んで貢献しないといけない。だから、自分でしっ

かり考えたうえで、人とコミュニケーションを取るときに

どう自分の考えをアウトプットするのか、どう議論するか

というスキルを身につけなければ、どうにもなりません。

芳しくない学生をよく分析すると、勉強しないという前

に、自分で論理的に考えたうえでアウトプットできていな

い。論理的に考えてそれを提示できないと、周りの人はど

うしてそのような結論になるか納得できないのです。そう

なると、その人に共感できなくてチームをうまく組めなく

なる。一緒にやっていこうとしたときに「こいつ何を言っ

ているのだ?」となると、うまくいかない。単なる友達なら、

「あいつ何か変なこと言っていて何もやってこないけど、

悪いやつでもないのでいいか」で終わりますが、チーム

を組んで共同作業はできない。

このようにINIADは、論理的な思考、コミュニケーション

能力、そしてコンピュータをベースにした学問・教育を

再構築して、新しい社会で活躍できる人材を育てることを

大きな目標としています。

2017年 INIAD開設

INIAD を開設したのが 2017 年です。INIAD というのは 

Information Networking for Innovation And Design の
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略で、1学年定員300 〜 400名で教員数が約60名。協力

してくれる非常勤などを含めると100人近くの教員となり

ます。赤羽台キャンパス（東京都北区）は、2010年に学

校法人東洋大学が、北区立赤羽台中学校の土地とUR都市

機構の土地を取得したところから始まります。2011年か

ら2015年までは、東洋大学の付属高校である京北高等学

校があったのですが、京北高校が白山（東京都文京区）に

移って、その跡にINIADのキャンパスができたのです。

もともと赤羽台あたりは陸軍の被服本
ほんしょう

廠があったところ

ですが、終戦後米軍に接収され、その後日本政府に返還さ

れ、今のUR都市機構─当時の日本住宅公団がそこに大

規模団地を造った。その後、建物の老朽化が進んだので、

階段しかない3 ～ 4階建ての建物をエレベーターが使える

十数階の建物に建て替えました。そのため既存の住民が

そのまま新しい団地に入っても土地的には余裕ができる。

そこに北区の文教政策もあり、そのとき空いた土地を東洋

大学が取得したというわけです。

INIADのコンセプトは、その名のとおり、「情報」と「連

携」です。「文・芸・理融合」と言っているのですが、こ

れからの時代に文系だとか理系だとかは、もう古いという

のが世界的な動きです。融合したような学部が世界でどん

どん作られています。

大学に限らず会社でも同じですが、今まで組織の中にい

た人による小手先の改組で新しい組織を作ろうとしてもう

まくいきません。私が東洋大学に感謝しているのは、もう

全部まっさらなところから、新しい建物を作って、そこに

組織も人員もすべてリセットしたところから創り上げると

いう決断をしてくれたことです。

なぜ新たな「文・芸・理融合」と言っているか。今まで

の大学の先生の問題は、文系だとか理系だとかいう前に、

自分がやっている研究分野のほうが重要だというような

蛸壺的な考えの人が多いということです。本当に融合しな

ければいけない。理系の先生は文系を理解する必要があり

ますし、文系の先生はプログラミングの勉強をしないと

教育の効果が上がりません。

また、出来上がってしまった組織だと─大学の場合、

特に各研究室が勝手に仕切るという伝統のため、独立した

小さな組織の集合体になってしまっていて、言うことをよ

く聞きません。そうなると改革はやりにくい。時間をかけ

ればうまくいくかもしれませんが、急速に何かを成し遂げ

ようとした場合には、まったく何もないところから始めな

いかぎり、イノベーションは成功しないと思っています。

これからのイノベーションは「多様性」が鍵です。「セ

レンディピティ」といって、偶然の幸運な出会いというこ

とがよくいわれていますが、いろいろな人たちがいないと

なかなかうまく進みません。ですからINIADでは、日本人

と外国人は半分ずつ、男性と女性は半分ずつ、高校卒業生

と社会人は半分ずつといったことを目指していて、違う人

たちが一緒にいて連携できる環境をつくり、新しいことを

達成することにつなげようとしています。
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INIADのカリキュラム

「文・芸・理融合」を謳っているINIAD では、1年次は

全員が同じカリキュラムで学びます。2 年次以降にチームを

作って連携することができる基礎を作るための「情報連携

基盤教育」が必修です。普通であれば大学に入るとまず一

般教養を履修します。大学において一般教養はとても大切

です。自分の専門とまったく関係がないと思える分野を教

養として学ぶことは、まさに大学においてこそ実践すべきこ

とだと思います。しかしだからといって、入学したばかりの

1年生のときに教養科目を全部押し込んでしまって、それ

から専門分野に進むというのは、どうも違うのではないか。

高校から進学してきた学生には、まずは高校とは違うこと

からスタートさせるべきではないか？　一般教養は4 年間

かけて興味を持ったときに興味のある分野を履修すべきと

いうのが私の考えです。

したがって、入学したらまずは、このINIAD が重視する

連携基盤教育─主には、プログラミングと、これからの

データ駆動社会の基礎となる数学・確率統計、さらにコミュ

ニケーションをしっかり学んでもらいます。これが INIAD

でのチーム連携の基盤となるスキルだからです。コミュニ

ケーションでは日本人の場合は英語、英語が話せない外国

人は日本語を学び、まずはお互いにコミュニケーションを

取れるようにします。また、単に語学力だけではなく、ロ

ジカルシンキングやディベート、プレゼンテーションスキル

など、いろいろな実習を通してコミュニケーションする力を

育てます。

2 年次からは自分のキャリアデザインに基づいて選択し

た履修に分かれます。その後、3 年次では異なる履修を

するさまざまなスキルを持った人たちと協力して問題解決

するチーム実習とプレゼンテーションを行います。そして

4 年次で各自の学びの総仕上げとしての卒業研究を行い、

ここでもプレゼンテーションを実施します。

全体を通したこのカリキュラムは、同じ価値観の人たち

が集まるだけでは不十分─多様な人と連携したチーム

こそがイノベーションを実現できるというINIADのコンセプ

トによるものです。そして、新しい価値を生み出すためには、

いろいろな価値観を持つ人が集まる「多様性（ダイバー

シティ）」と、その多様な人々の中で自らの考えをきちんと

プレゼンテーションし、相手の考えも理解し、コミュニケー

ションする「連携」の力が欠かせません。

INIADの教育スタイル

INIADでは、M
ム ー ク ス

OOCs（Massive Open Online Courses）注1）

を使った反転型の教育を重視しています。学生は、授業を

受ける前に配信された動画で予習し、小テストを受けてお

きます。多くの授業は小教室で行われ、教員から予習での

理解のフォローアップを受けたあとは、集まってのディス

カッションがメインになります。また、そのほかにビジネス

チャットの Slack やリモートミーティングの Google Meetと

いったグループウェアを INIAD の統一 ID で使えるように

なっています。すべての教材は MOOCs の中にあり、小テ

ストやレポート提出もMOOCsで行います。そのため学生

の皆さんには、学習のための PC を自分で用意してもらう

BYO（Bring Your Own）PC をお願いしています。コンテ

ンツを読むだけ、見るだけの情報消費ならキーボードのな

いスマートフォンやタブレットでもいいのですが、レポート

執筆やプログラミングといった情報の生産には、キーボー

ド付きで大きめの画面のある端末が必要だからです。

このように、INIADでは以前からリモートとリアルのハイ

ブリッド講義の体制を構築していましたので、コロナ禍の

緊急事態宣言になってもスムーズにリモートとリアルの

比率を調整することで対応することができました。

INIAD 2.0

2021年の春にINIADは初の卒業式を実施し、400人の

中から282人の卒業生を出しました。その後、2026年春

までに6回にわたり卒業生を送り出しています。この282

注1） MOOCs（Massive Open Online Courses）：
INIADではすべての教材は MOOCsによりオンライン化されている。学生
は、授業を受ける前に MOOCsで予習し小テストを受ける。授業では予習
で理解できなかった点のフォローアップを受け、ディスカッションを行う。
これは反転授業とよばれる教育方法で、INIADではこれを重視している。
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人が多いか少ないかの議論は、ここではしません。ただ私

が言っているのは、ある程度の水準─ INIAD が要求す

る内容をきちんと満たさないと卒業できないということで

す。大学を出るのに何年かかろうと、わかることが重要だ

ということを学生に言っています。大学を卒業するという

のはなんの資格でもなく、ある学問を修めたということ

です。きちんとマスターしないのに卒業というのはおか

しいと、INIAD生には何度も言っています。

S	 400人が入学して、卒業生が282人というのは多いのだろ
うか、少ないのだろうか？

B	 INIADでは1年生から2年生に上がるところでも、しっかり
テストを含めた確認を行い、水準を満たさないと進級でき
ないようになっています。そうしたことを考えると妥当だ
と思います。

Y 	 学生が本当に理解していることを確認したうえで次の学年
の科目に進んでもらわないと、学習効果が上がりません。
4年生で卒業がかかっているから、といったようなことで
甘く見ることは絶対にしません。きちんとカリキュラムで

決められたことをマスターしないと卒業できないように
なっています。

S	 どの大学にもシラバスがあって、そこには、その科目で何
を教えるかという講義概要と、この科目はどの科目の知識
が前提なのかといったことが書かれています。全体の科目
の設計図なのですが、日本ではそれをしっかりと作らない
学校もけっこう多い。シラバスをきちんと作らず、科目の
全体設計をしないで進めると大変なことになります。

Y	 各先生が勝手に自分の専門を教えているみたいな大学もあ
るかもしれません。しかしINIADの場合はカリキュラムの
会議がしっかりあって、全体としてよく練って科目設計を
しています。

S	 先生が変わると教えることも変わるのは基礎教育では困り
ます。また、大学に入学するということは、数学をはじめ
として、高校の学習内容をきちんとマスターしていること
が前提になります。

B	 文系だったので数学を勉強していませんといった学生は、
INIADではとても苦労すると思います。文系でも、きちん
と高校で勉強していればついていける学生がほとんどなの
ですが、試験のための勉強だけをやっていたり、推薦入試
だからとあまり勉強をしていなかったりする学生が、
INIADでついていけなくなるケースは実際にあります。

S	 大学入試のための試験勉強ではなくて、高校のときの教科
をきちんと学んでいるかということです。日本では入学試
験にない科目はきちんと勉強しません。高校には「情報」
の科目がありますが、受験科目にはない。高校の「情報」
をしっかり勉強していたら、本当はINIADでもすんなりつ
いていけると思います。高校の「情報」でもけっこう高度
なことをやっています。私は高校の情報の教科書を書いて
いますからわかります。

INIAD は 2022 年 4 月から、1 学年の定員が 400 人だっ

たのが300人になりました。今までの4年間の知見や経験

をふまえたうえで、もう一度見直そうということで、シラ

バス、カリキュラムを全部見直しました。

いわばINIAD 2.0のカリキュラムの肝は、学生の将来像

に合わせたポートフォリオを柔軟に形成できるよう、七つ

の科目群から二つを選べるようにしたことです。具体的

には「コンピュータ・システム科目群」「コンピュータ・

社 会
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卒業研究

プログラミング

数学・確率統計 コミュニケーション

チーム実習

S：坂村健 INIAD（東洋大学情報連携学部）創設者、東京大学名誉教授

B：別所正博 INIAD（東洋大学情報連携学部）教授

Y：矢代武嗣 INIAD（東洋大学情報連携学部）教授

A：淺野智之  INIAD cHUB（東洋大学情報連携学 学術実業連携機構）上級研究員
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ソフトウェア科目群」「ユーザ・エクスペリエンス科目群」

「データサイエンス科目群」「ICT 社会応用科目群」から

なる五つの情報系科目群と、連携のための「ビジネス構築

科目群」「コミュニティ形成科目群」です。たとえば「AI

に強いソフトウェアエンジニア」「UXを意識した地域サー

ビスを作る人材」など、より柔軟に自分の希望に沿った

専門性を深めていくことができます。

1、2 年生は必修で「プログラミング」「コミュニケー

ション」「数学・確率統計」を学びます。特に「統計」は、

今注目されているビッグデータ解析のために、基礎とし

て学びます。

最初にこれらの基礎をきちんと学んでおかないと「コン

ピュータ・システム」「コンピュータ・ソフトウェア」「ユー

ザ・エクスペリエンス」「データサイエンス」といった科

目群の教育には効率が悪いのです。「ユーザ・エクスペリ

エンス」はデザインなのですが、情報のデザインが今重

要になっています。スマートフォンの操作をはじめとした

人間とコンピュータの接点の分野を学びます。「データサ

イエンス」は、ビッグデータ解析や人工知能（AI）を学ぶ

ための科目群です。

コンピュータの応用はたくさんありますが、重要視して

いるのはビジネス関係に適応していく応用です。そのため

に、科目群に「ビジネス構築」「ICT社会応用」があります。

「コミュニティ形成」は、シビル（都市工学）系のもので

都市といったコミュニティをどう作るかを学びます。こう

いうところにも、私たちは興味を持っています。

○ まずPythonプログラミング

S	 1年生に最初に教えているのは、P
パ イ ソ ン
ythonプログラミング。

Y	 入学したら、最初の5週間ぐらいでPythonを勉強します。

S	 なぜPython ？

Y	 いろいろなプログラミング言語がありますが、Pythonは、
今、社会でも特に評価が高い言語の一つです。Web系で
も使えますし、今重要になっている機械学習などのAIの
分野ではPythonが特に重要視されています。

S	 Webシステムやクラウド連携などいろいろなことを考えた
ときにPythonがまず候補に上がる。そして、AI関連で
いろいろなシステムがオープンになっていますが、その
API注2）サポートでいちばん豊富なのがPythonです。

	 つまり、Pythonは連携力が高いのです。プログラミング
言語でもつながっていくことが重要。今、全部自分でプロ
グラムを書く人はいません。他人が作った良いシステムを
使えるものなら、どんどん使いたい。だからうまくそこに
はまってくれるような言語が必要ということでPythonな
のです。

データ分析

Webサービス開発

注 2） API（Application Programming Interface）：
ソフトウェアを外部から使えるようにする機能。接続のための規則が定めら
れていて、それに従ってAPIを呼び出せば、外部からそのソフトウェア機能
を利用できる。
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INIAD 教育での AI 利用

全学生が有料版生成AIを利用可能

INIAD では、2022 年 11 月に OpenAI 社の ChatGPT が使

えるようになったときから直ちに教育上のAIの利用を検

討しはじめて、2023年4月から学部全体で利用を開始し

ました。まだ他の大学では反対の声が多かったときに

INIADでは積極的に使っていく方針を打ち出して、レポー

トにも試験にも何にでも生成AIを使って良いことにしま

した。とにかく「何か考えたらまず生成AIに質問しなさい」

と。リサーチ、アイデア、レポート、コード、プレゼンテー

ション、何でもいい。やってはいけないものは何もありま

せん。

ただし、生成 AI を使っている前提で評価しますから、

クオリティが高くてユニークであることが重要です。質の

高いアウトプットを生成AIを使ってどうやって得たのか、

同じように生成AIを使っている他の学生の成果とどこが

違うのか、という部分を高く評価します。

INIADでは全学生が公平に有料版の生成 AIを使えるよう

に学部が費用を負担しています。AI-MOP（AI Management 

and Operation Platform）というプロキシを構築し、学生

たちとのコミュニケーションに使っている Slackを通して、

生成 AI を使うことで学生の費用負担を不要にしました。

現在 AI-MOP では、OpenAI 社やAnthropic 社、Google

社の生成 AI モデルに対応しています。対応するモデルを

拡張可能としており、世の中の動向に応じてAI ベンダー

の追加や AI モデルの追加・変更などを実施しています。

また、これらの生成 AI は、Python やJavaScript からAPI

で呼び出すこともできます。

INIADでは生成AIを積極的に使っていこうという人間が

育っています。たとえば、学生がプログラミングの課題に

取り組む際に「深夜なので先生に質問しづらい」「基礎的

な内容なのでいまさら質問するのは恥ずかしい」「どこが

わからないのかわからない」という場合でも、生成AIで

あればいつどんな内容の質問をしても何度でも丁寧に回答

してくれますから、何回も対話を繰り返すことで理解を

深めていくことができます。

私は「生成AIを使うと自分の頭で考えなくなる」という

JavaScript
　

Java

Python

各種プログラミング言語 AIベンダー　Web API

AI bot AI API

対応済みAIベンダー

対応予定のAIベンダー

・・・

Slack

Slack

AI-MOP

AI-MOP の構成
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意見は違うと思います。たとえばヘーゲルの弁証法のよう

に、生成AIを使って反対の考えを導き出し、その新たなテー

ゼに対してさらに考えを深めていくということもできるで

しょう。「自分の頭で考える」ために、いろいろな考え方

ややり方を駆使していくことが重要なのです。

現時点ではプログラミング言語の教育は必要

将来的には自然言語でシステム開発をする未来が来て、

高水準言語は今のアセンブリ言語みたいな位置づけになる

かもしれませんが、私は、現段階ではプログラミング言語

の教育は必要だと思います。

現状生成AIが使えるのは、簡単なコードの記述や修正、

ブレーンストーミング、定型コードの生成、OSコマンド

の記憶ぐらいですが、それでも開発効率が飛躍的に上がっ

ています。米国のトップハッカーはコードの80%をAIに

書かせていて、生産性が5倍ぐらいになっていると言われ

ています。逆に言うと、トップハッカーだからプログラミ

ング言語でAIとコミュニケーションして、AIをコーダー

として手足のように使えているわけで、こういう業界に進

むならば、AI と協力して仕事をするにしても、プログラ

ムの読み書きができたほうがいいのは間違いありません。

また、プログラミング言語やアルゴリズムの知識は手順を

正確に考えて効率化できるマインドセットになりますか

ら、プログラムを書くだけではなく、いろいろな仕事や家

事を行う場合にも役に立ちます。

ただしこれはあくまでも現在のスタンスです。今日家に

帰ったらAIがさらに進歩しているかもしれないというぐ

らい進歩のスピードが速いので、状況が変わればすぐに見

直せるということが重要です。
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INIAD で学ぶ

入学から卒業まで

入学すると、全学生が徹底してコンピュータサイエンス

の基礎を学びます。年間150 時間近くの授業があります

が、自分で手を動かしてプログラミングを理解するために

は、MOOCsによる予習復習の時間も同じぐらい必要にな

ります。そしてその実践の場がINIADの校舎であるINIAD 

HUB-1です。学生自身がプログラミングして、教室の照明

を制御したり音声認識でロッカーを開けたりと、API連携

でさまざまな機器を制御する方法を、身をもって学ぶこと

ができます。

3年生では、情報連携学の「連携」を実際に学ぶために、

自分と違う科目群を学んでいる人と組んで、互いにスキル

を補い合って何かを作り上げることを経験します。3年生

のすべての学生が5人程度のチームを編成して、1年間か

けて自主的にプロジェクトを進めます。たとえば「オリン

ピック・パラリンピックへの貢献」「SDGs」「ニューノー

マル」「デジタルデバイド」「生成AI活用」など、年によっ

て異なる共通テーマだけが決められていて、自分たちの

チームで何をやるかを決めて最終的にプロジェクトと

して形にしていきます注 3）。

4 年生での卒業研究は、チームではなく、一人ひとり

きちんと自分の頭でテーマを考えて、それについて調べて

プロジェクトを進め、最後に教員が評価します注4）。

○ INIADの IoT環境を使った演習

A	 1年生の演習の中で、プログラムを書いてロッカーを開け
ることに取り組みます。すべての学生に一人一つずつロッ
カーを割り当てるのですが、そのロッカーには鍵がありま
せん。扉をどうやって開けるのかというと、自分でプログ
ラムを書いて、たとえば自分のICカードの情報を登録した
りAPIを呼び出したりしてそのロッカーの扉を開ける必要
があります。だから、きちんと課題をこなせれば自分のロッ
カーが使えますし、そうでなければ使えないという教材な
のがロッカーです。

S	 早い人はどのぐらいで開けられるようになる？

A	 早い人は、夏休み前ぐらいには開けられるようになります。

S	 遅い人は？ 卒業まで使えない人もいるの？

A	 いろいろな学生がいて、友達と協力して課題をクリアする
学生もいます。

B	 鍵が開けられないと卒業研究をやる研究室にも入れませ
ん。

注 3） P.53「チーム実習での生成 AI 活用」参照
注 4） P.54 「卒業研究の成果」参照MOOCs

秋元 隆範（INIAD 第 1 期卒業生）
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○ チーム連携の実習

B	 チーム連携実習の一つとして、バリアフリーマップ作成実
習をご紹介します。1年生のときにプログラミングを学ぶの
と並行して行います。赤羽にあるINIADキャンパス周辺の
バリアフリー情報をチームで連携して集めて地図に反映し
ていくという実習です。

S	 Google マップにない情報が載った地図を作ろうというこ
とで、障碍者を助けるような情報を収集してデジタル地図
に反映できるデータを集めました。たとえば、今の地図だ
と坂があるということがわからないし、坂があったときに
どれぐらいの勾配かといったこともわからない。車椅子の
人が自力でその坂を登れるかもわかりません。

B	 スマホを道に置いて坂の傾斜を測り、その傾斜を地図に
反映していくようなこともやっています。

S	 米Google社のトップの方がアメリカから見にきました。
私の活動の中でODPT(公共交通オープンデータ協議会)が
あり、電車やバスなどが走っている位置をリアルタイムに
公開しています。今Google マップに出るバスの位置情報
はODPTの情報を使っています注5）。

B	 INIADでは、移動を支援するための研究活動として、さま
ざまなプロジェクトがあります。たとえば東洋大学では、
「東京2020オリンピック・パラリンピックを契機に、誰も
が自由に移動できる社会をオープンアプローチで実現しよ
う」というプロジェクトを行ってきました。
このプロジェクトでは、行政、民間企業、ボランティア、
利用者などさまざまなプレイヤーが連携し、歩行空間ネッ
トワークを整備するためのプラットフォームの研究開発
などを行っています。

注 5） P.120「公共交通オープンデータチャレンジ」参照
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人間工学に基づく椅子

INIADの校舎― INIAD HUB-1

INIADの校舎は「I
イ ニ ア ド

NIAD H
ハ ブ ワ ン

UB-1」とよんでいます。総床

面積19,000m2 のビルの中に、5,000 個のIoTデバイスが

取り付けられています。建築外観設計は隈研吾さんにお

願いしました。おかげさまで非常に表情豊かで印象に残

る外観になりました。一方、建築設備やインテリアデザイ

ンも含めて、内装は私が担当しました。たとえば椅子で

すが、見た目よりも座り心地を優先しています。長時間

座っても疲れない人間工学に基づくデザインをしていま

す。また学生が集まる食堂の椅子にいくつかの色を使う

ことで、いろいろな人が連携しているということを表現

しました。

メディアセンターは従来の図書館に相当する施設です。

静かな学習空間だけでなく、コミュニケーションを促す

学習空間も提供しています。また、私が以前から実現し

たいと思っていた紙の本のない図書館にもなっています。

紙の本は将来なくなるだろうと思っており、INIADでは先

行的にそのことを実験しています。教室には黒板や白板

もなく、すべてプロジェクターに映して授業を進めます。

映っている教材はクラウドに入っていますから、学生は

それを共有できるようになっています。また学内には紙

の掲示板もありません。すべての情報はパソコンやスマー

トフォンを使って入手できます。また、校舎内の各所に

デジタルサイネージ（電子掲示板）が設置されていて、

その日時や場所に最適な情報が選択的に表示されるよう

になっています。

INIADにはM
メ イ カ ー ズ

akers' H
ハ ブ

ubという施設があります。デジタ

ル工作のための3Dプリンタ、3Dスキャナ、レーザーカッ

ターなどのデジタルファブリケーションのための機材や、

ロジックアナライザーやオシロスコープなど、電子工作の

ための計測機器が完備されていて、学生がアイデアをすば

やく形にできる環境が整っています。

メディアセンター

コ
ン
セ
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照明制御 API 視覚障碍者向けApp

建物自体が IoTの教材

INIAD HUB-1に取り付けられた5,000 個のIoTデバイス

を使って、たとえば教室の照明を点けたり消したりする

プログラミングの演習をしています。プログラムで照明

制御 API を呼び出せば、実際に自分がいる教室の照明を

点けたり消したりできます。

照明制御APIとオープンになっている音声認識APIを組

み合わせて─つまりマッシュアップして、声で照明を

制御するという演習もあります。「照明を消してください」

と話しかけると自分がいる部屋の照明を消すことができ

ます。世界中で公開されているさまざまなAPIをマッシュ

アップして一つのシステムを作るというスキルは、これ

からとても重要になります。こうした演習もINIADを開設

した2017年4月から始めていて、音声認識を使って自分

に割り当てられたロッカーを開けている学生もいます。

また、INIADの環境を利用すれば、視覚障碍の方のため

のビル制御のスマートフォンアプリも簡単に開発できま

す。画面を指で上になぞる（スワイプする）と照明や鍵

の状態を音声で教えてくれるというアプリや、ダブルタッ

プすると照明を ON/OFF したり扉の鍵を開けたりできる

アプリが開発されています。

このように INIAD HUB-1 は、建物自体、環境自体が

すべてIoTの教材です。そして、“プログラムをすれば自ら

の生活環境を広げることができる” ─これが、今学生に

いちばん学んでほしい姿勢です。

今や世界は、オープンになった他人の成果を使って自

分の成果を出し、それをまたオープンにする─そうし

たことを繰り返して発展しています。ですから INIAD の

学生には、このINIAD HUB-1 の校舎を使い倒して、自分

たちの成果を世界中にオープンに発信してほしい。INIAD

からイノベーションを起こし、INIADが世界で高い評価を

得て、ここで勉強したいという人が増えてほしいと願って

います。

Makers� Hub 黒板のない小教室
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○ IoTを学ぶ

A	 INIAD校舎のINIAD HUB-1の建物の中には、たくさんのIoT
機器があり、それらをクラウドにつないでシステムを実現
しています。そうしたシステムの実現方法を勉強するため
の教材の一つがT-Carです。模型の自動車になっていて、
T-Carに自分の書いたリアルタイムプログラムを動かして、
それをクラウドと連携させて走らせる実習をします。こう
やって一連のIoTシステムを学習していきます。

S	 自動運転の自動車を作るときの基礎みたいなものを、模型
で学ぶということです。どんなセンサーが載っている？

A	 ラインを見るカラーセンサー、加速度センサー、距離、
方位といったセンサーがあります。このT-Carを学生一人
に1台貸し出します。床がLEDパネルになっているテスト
コースがあり、コースを変えて障害物をよけながら、走り
切るのを競います。

S	 T-Carには当然TRONのリアルタイムOSを使っていま
す注6）。エンジニアリングコースでは必修になっています。
WindowsやiOSのような情報処理OSとリアルタイムOSは
全然別系統のOSで、機器の中に組み込まれているのであ
まり目立ちませんが、たくさん使われています。世界には
多くのリアルタイムOSがありますが、TRONは、今IEEEの
世界標準OSにもなっていて、日本の人工衛星のはやぶさ
やH2Aロケット、自動車のエンジン制御などいろいろなと
ころで使われています。そういったことから、TRONをマ
スターした学生が欲しいという企業はけっこう多いですね。

○ INIAD生の活動

A	 学生はコロナ禍でなかなか大学に来られなかったのです
が、学生たちが自主的にオンラインによる新入生の歓迎会
を開きました。学園祭でもコロナ禍をネガティブにとらえ

るのではなく、せっかくコンピュータを勉強してきたの
だから、それを生かしてすごく面白いものを作りたいと、
前向きにオンラインでいろいろなイベントを企画してくれ
ました注7）。

S	 他の大学の学園祭をみると、コロナの前ですが、ライブ
ショーやお笑いタレントを呼んだりしています。焼きそば
を作るとかは昔もやっていていいのですけれど、学園祭
向けの企画屋みたいなところに丸投げでは、単にお金を
使っているだけです。お金より頭を使えと言っています。
私がそう言ったことが影響しているのかな？

A	 影響はしていると思いますが、積極的に学習したことを活
かした出し物をしたいという想いのほうが強いようです。

S	 学園祭で何をやるかについては、教員側から何か言って
いるわけではないですね。

A	 はい、教員は一切関わらずに学生たちが自主的に企画して、
最終的に私たちはその結果を聞いただけです。

S	 INIADの運営の仕方は、どちらかというとネガティブリス
ト方式です。「何をやらなければいけない」ではなくて「何
をやってはいけない」と言っています。たとえば学園祭に
外部のお笑いタレントを呼ぶことは止めろといったことで
す。学生が自分でお笑いをやるならいいけど、外のお笑い
タレントを呼んできて、そんなのどうするの、ということ
は言っています。

注 6） TRON のリアルタイムOS
  坂村健 INIAD 創設者が1984 年に始めたT

ト ロ ン

RONプロジェクトの中で、今で
いう IoT機器用の組込みOSの名称が I

ア イ ト ロ ン

TRON。その後T
ティーカーネル

-Kernelに発展。コン
ピュータや機 器 の標準化を行っている I

アイトリプルイー

EEE（米国電 気電子学 会）は、
2018 年にµ

マイクロ ティーカーネル

T-Kernelを標準 OS として採用。現在、TRON のリアルタイム
OS は、組込み機器向け OSとして約 60% のシェアを持っている。

注 7） P.55 「INIAD の大学祭」参照

T-Car
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INIAD卒業生の進路 
　　　　　 ～ 企業と学生との間のマッチング制度

INIADでは、就職活動の際に企業と学生との間のマッチ

ング制度を設けています。学生は、自分のスキルについて

アンケートに答えることで、いわば自己採点してもらい

ます。たとえば、C言語はどれぐらい書けますか、G
ギット

it（ソ

フトウェア管理システム）はどれぐらい使えますかといっ

た細かな設問に対して選択肢から選んで答えていきます。

企業の方にも、どのようなスキルを持つ学生が欲しいか

を明確に示してもらいます。単に優秀な学生が欲しいと

いった曖昧なものではありません。こうして学生と企業

をマッチングさせます。

今、この制度を活用したいという企業の説明会をINIAD

だけで実施しています。学生に、「君の得意だというスキ

ルを見て君のことを欲しがっているこの会社があるよ」と

いうことを教えます。もちろんその学生に行けと言ってい

るのではないのですが、企業がその学生と面接を進めてみ

たら、まさに自分の会社とマッチする学生だったので、何

人も採用しましたという企業もあり、たいへん好評です。

マッチング制度を使った就職支援はINIADのオリジナル

で、毎年80社近くの企業が参加しています。

こうして決まった進路をみると、コンピュータ関連のIT

企業だけでなく、DXへの期待からIT以外の会社にも就職

していて、過年度の就職実績は 98.5% 程度。これは就職

希望者が100人いたら98人が就職できたということです。

INIAD cHUB

INIAD に は cHUB と い う 組 織 が あ り ま す。cHUB は、

「collaboration Hub for University and Business」の

略で、大学とビジネスの連携のハブ─結節点となること

を目指した組織です。企業との共同研究といったことを盛

んに行っています。たとえば、UR都市機構と未来の住宅

や都市の研究開発に取り組んでいます。

その共同研究のための施設の一つが「スマートハウス・

テストルーム」で、IoT 機器同士の連携やクラウドサー

ビスとの連携を行う実験フィールドになっています注 8)。

コロナ禍では非接触が要求されていますが、スマートハウ

ス・テストルームではジェスチャーでスイッチ操作できま

す。本当にビジネスで製品に使っていこうとすると、信頼

性やエラー処理が重要になるので、そのような研究開発も

行っています。

これまでINIADの学生教育でプログラミングが重要だと

いう話をしましたが、やはり一般の家庭の人がすぐにプロ

グラミングできるようになるわけではありません。そこで、

ノーコードとかローコードといわれている技術を使って、

誰もがIoT機器を連動させて、自分の好みの操作をさせる

という研究も行っています。
C言語

あなたはC 言語をどの程度理解していますか？ 最も近いものを答えてください。

○　全くわからない。○　if 文やfor 文を使った簡単な関数を作ることができる。

○　ポインタを適切に利用することができる。

○　構造体を適切に利用することができる。

○　ヒープとスタックを理解し、適切にメモリ管理されたプログラムを開発することが

できる。

Git
あなたはGitをどの程度理解していますか？ 最も近いものを答えてください。

○　全くわからない。○　GUIのツール（Github Desktop）を使って、コマンドを使うことができる。

○　gitのコマンドをCUIで使うことができる。

○　Gitを活用したワークフローや、ブランチ、プルリクエスト等の概念を理解している。

○　GitHub上でソフトウェアを公開している。

Python
あなたはpythonをどの程度理解していますか？ 最も近いものを答えてください。

○　全くわからない。○　if 文やfor 文を使った簡単な関数を作ることができる。

○　一般的なライブラリを利用したプログラムを書くことができる。

○　クラスを適切に定義することができる。

○　複数のファイルからなる、適切にモジュール化されたプログラムを開発することが

できる。

プログラミング・エンジニアリング能力

注 8）P.78「使えるのは INIAD の全リソース」参照
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INIAD リカレント教育

生成AI時代に向けた IoT人材育成プログラム

「生成AI時代に向けたIoT人材育成プログラム」は、プ

ログラム経験のある社会人を対象に、たとえばUNIXでの

開発経験はあるが TRON は知らないという方に、エッジ

ノード側の組込みOSやクラウドとの連携など最先端のプ

ログラミングを教えています。INIADでは、2018年より、

IoT関連分野の体系的な知識とスキルを短期間で身につけ

ることを目指す「Open IoT教育プログラム」を開講して

きました。2025年より、生成AIによる急速な変革に合わ

せ、カリキュラムを一新し、これからのソフトウェア開発

において不可欠な知識となる、生成AIに関しての教育を

拡充しています。

T-Carの演習は対面の演習が基本になりますが、可能な

限りリモートでも受けられるハイブリッドの形態です。

昔の組込みはその機器単体だけの開発だったのですが、

今はクラウド連携をどうやっていくかを勉強しないとなか

なか実用のシステムが作れなくなっています。日本では、

組込みシステムのところだけを開発しているケースが多

く、クラウド連携に関してはまだ弱い。このプログラム

では、INIAD AI-MOPを活用し、基本的なプロンプティン

グに始まり、Function CallingやMCPによるAPI連携など

も扱います。 スキルのアップデートという意味で、まさ

にリカレント教育を実践しています。

オーダーメイドのリカレント教育プログラム

米国ではキャリアアップという考えがあり、何か自分が

やりたいプロジェクトがあるのでその会社に入る。そのプ

ロジェクトが終わると、しばらく勉強をして、次の別の会

社に移って別のプロジェクトをやる。そうやってキャリア

アップしながら仕事や会社を変わっていきます。

日本の場合はそこまで行っていないので、私は大きな会

社の人に言っているのは、社内でそういうことをやるしか

ないのでは、ということです。そのために INIAD cHUBが

提供するのがオーダーメイドのリカレント教育プログラム

です。一つの会社にずっと居るというなら、勉強する機

会を会社が与えてあげないといけない。世界とこれから

闘っていくというときに、社員がキャリアアップできない

と困る。

デジタルの力で今までできなかったことができるようにな

るということは、優秀な技術者だった人もスキルのアップ

デートが必要な時代だということです。今、エビデンス

ベースのデータが大事な時代といわれていますが、昔の

統計解析だけ勉強していたところに、ビッグデータ解析
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が入ってきた。エクセルで解析していたところに、膨大な

データが入ってきたら、きちんとプログラミングしないと

どうにもなりません。

先ほどの「生成AI時代に向けたIoT人材育成プログラム」

はIoTの話ですが、企業が必要とする問題解決に直接つな

がるような研修をやってほしいという要望がとても多く

なっています。たとえば、社内 DX を実現するために、ア

ジャイル的思考を身につけさせる研修を企画してほしい

といったことです。ほかにも、社内では多くの貴重な企

業データを持っている場合がありますが、それを活用して

課題解決できるような人を育ててほしいといった要望で

す。オーダーメイドのリカレント教育プログラムでは、

最初にそうした要望を丁寧にヒアリングして、その会社

のニーズに適した社内研修プログラムを企画・開発し、実

施しています。つまり、会社ごとに研修プログラムを作る

ということです。データもその企業からもらってきて教

材にするので、理解がスムーズです。

INIADリカレント教育を受講していることを公開してい

る会社をいくつかご紹介します。三井住友海上火災保険で

は、MS&AD デジタルアカデミーを開催していて、2018

年から INIAD cHUB が同社の持つ実データを使ったカリ

キュラム、教材を開発し、それに基づいた研修を実施して

います。すでに1,000人以上の社員が受講しています。

特にデータサイエンスのリカレント教育で重要なのは、

受講生が慣れ親しんでいるデータを題材にするということ

です。データ解析には勘所のようなものがあって、このデー

タを軸にして他のデータを見てみようとか、この異常値は

無視していいかとか、データ自体に対する理解で解析の精

度が大きく変わります。何年も会社で業務経験した後に、

馴染みのない分野のデータを使って勉強するといっても、

ピンと来ません。ですから、その会社が普段扱っている

分野の内容を理解できて勘の働くデータを使ってデータサ

イエンスを教えるというのが重要です。扱っているデータ

にリアリティがありますし、うまくいけばその解析手法

を明日からのビジネスにも活かすことができるので真剣

度が違う。勉強のためのサンプルデータでは身につきませ

ん。オーダーメイドでカリキュラムを作る意義はここにあり

ます。

さらに2024年からは全面的にカリキュラムを刷新した

生成 AI 活用コースを実施しています。INIAD での生成 AI

活用の最新教育成果をビジネスに展開し、MS&ADグルー
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プの新規事業立案や社内業務高度化の人材育成に役立てて

います。

INIAD cHUBは、リカレント教育にとても力を入れてい

ます。リカレント教育の修了者数は、多い年には学部の卒

業生数に匹敵する規模となり、INIADではリカレント教育

が学生への教育に並ぶ大きな社会的機能として認知されて

います。少子高齢化はますます進みますから、これからの

大学は、高校からの学生を受け入れる以上に、社会に出た

人の再教育機関としての役割がとても大きくなるのではな

いかと考えています。

B	 戸田建設様の例を紹介します。DXを実現する人材育成と
いうことで最初の1年間で30名の方にまずPythonのプロ
グラミングをはじめとしたコンピュータサイエンスの基礎
を学んでいただきました。その後、その受講生の中から
DXを率いるような人を選抜して、さらに2年間の教育を実
施しました。

S	 世の中には企業教育だけを引き受けている会社があるので
すが、私たちは、そういうところとは大きく違います。学部
の教育をきちんとやっているので、企業教育にも生きてき
ます。学部で各分野を4年間かけて教育する豊富なデジタル
教材を持っていますから、その中からその会社に合った最

も適切な教材を取り出しカリキュラムを作れます。受講後
にテストも実施するの？

B	 評価のためにテストを実施して採点してほしいという企業
もあります。

S	 企業の人はIoTをどうやって学ぶ？

B	 INIADのIoTキャンパスは、企業でのビジネスサービス構築
の実例として良い教材だということで、アジャイル的な開
発手法を実際に身につけるためのフィールドとして使って
います。照明や空調などの機器制御APIを使ってどんなサー
ビスができるかということを、その会社の業務の視点で
考えるという演習を実施します。チームで取り組んで開発
コンペを実施するプログラムになります。

S	 データサイエンスを学ぶというのは？

B	 Pythonプログラミングを学習した後、実際に会社の実デー
タを活用して実務につながる実習をやってほしいという
要望を多くいただいています。INIADではJupyterという
環境を使ってその上で実際のデータを分析する演習を
行っています。そういった環境で実際に各社の実データを
使った教材で学習に取り組んでいます。

	 典型的なデータサイエンスのカリキュラムでは、まず
Pythonプログラミングを教え、その後、基礎となる統計
分野を学習したうえで、最後に、機械学習や深層学習に
進んでいきます。

● 自社データを活用した実践的なデータ分析実習 実データを用いたデータ分析実習

ディープラーニング

機械学習の活用

基本的なデータ分析

可視化

Webのデータを扱う 統計

基本ライブラリの習得

Pythonプログラミング

● ディープラーニングの活用

● 機械学習による分類・回帰（SVM、決定木、
ランダムフォレスト、アンサンブル学習等）

● クラスタリング、回帰、協調フィルタリング等

● matplotlibによるデータの可視化

● Web上のデータを活用方法
 （スクレイピング、Web APIの利用等）

● データ分析で用いられるライブラリの習得 
numpy / pandas を想定

● プログラミング言語としてのPythonの習得
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このたびは INIAD（東洋大学情報連携学部）に興味を

持っていただきありがとうございます。ここでは、INIAD

がどのような場所であるか、そして入学試験がどのような

意味を持つのかについて説明し、我々の教育哲学を皆さ

んと共有したいと考えています。

まず重要な点として、大学は単なる資格取得の場所では

ない、ということです。大学を卒業しなかったからといって、

特定の仕事に従事できないということは基本的にはありま

せん。実際、マイクロソフトのビル・ゲイツやアップルの

創業者スティーブ・ジョブズのように、大学を卒業していな

いにもかかわらず世界的に成功した例は数多くあります。

大学の目的は、これからの人生を渡るうえで必要な知識

と技能を習得することにあります。このような将来的に困難

に直面したときに乗り越える力を与えることを使命としてい

るのが大学教育です。

そのために我々が重視しているのが学習する意欲です。

学習する意欲があるのに、教育がうまくいかないとすれば、

教育側に工夫の余地がありますが、学習する意欲がなけ

れば教育側の努力も無駄であり、その学習の機会は意欲

のある人にこそ与えられるべきものだからです。

その点において、大学選びにおける偏差値に対する我々

の問題意識について触れたいと思います。偏差値は予備

校の模試の点数で、その大学の一般入試で合格した人の

点数の最低値で決められるため、偏差値には一種のマジッ

クがあると言えます。

一般入試での受け入れを減らし、推薦入試などの学力

テストを行わない入試方法の受け入れを増やすことで、

見かけの偏差値は上がります。しかし、このような方法を

続けると、偏差値以下の学生がクラスに多くなり、教育

レベルを下げざるを得なくなります。また、そういう学生

を無理に卒業させると、企業の人事部によるその学部の

評価も低くなり、その後の卒業生の就職に不利をもたらす

可能性があります。つまり、偏差値が高いと見える学部に、

学力テストを受けずに入れたということは、本人の将来に

とって必ずしも良いことではありません。

本来の入学試験は学習する意欲があるかどうかを試験

の点数として推し量り確認するものであり、高校の成績だけ

がすべてを決定するわけではないとの考えで行われるもの

です。高校の成績が悪くても、それは高校の教育方法が

個々の学生にとって適していなかったためかもしれません。

【 に入学を希望する皆様へ】

入学試験に対する の考え
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実際、直前の頑張りで大きく点数を上げられる人もいます。

そのため、我々は、さまざまなタイプの入学試験を提供し

ていますが、それぞれの試験で求めるのは常に学習意欲

と基本的な知識の理解です。

入学試験には一般選抜、総合型選抜、学校推薦型選抜

などさまざまな形式があり、どの形式が有利ということは

ありません。どの形式においても、学習意欲と基本知識

が評価されます。そして、それに基づいて合否が決定され

ます。

特に数学の基礎知識は、INIAD の教育カリキュラムに

おいて重要な位置を占めています。たとえ数学を受験科

目として使用せずに入学試験に合格しても、4 月に入学後

の数学の確認テストで基礎知識が確認され、これに合格

しなければ INIAD の本来の授業の一部は受けられなくな

ります。

この確認テストは入学試験のような競争試験ではなく、

一定の点数を取ればいい資格試験であり、高校の数学を

クリアしていれば十分合格できるものです。数学の基本的

な学力がない状態で大学教育を受けることは、本人にとっ

ても周囲にとっても望ましくないという考えで、この制度を

維持しています。

合格できない場合は、確認テストに合格するまで補習

を受けていただきます。この補習と確認テストの機会を何

度も提供するのも、学習する意欲を最重要視するINIAD

ならではだと思います。

繰り返しになりますが、我々は皆さんが大学で何を学び、

何のために大学に来るのかを理解し、それに基づいて努力

できる学生を求めています。偏差値や学校ランキングを

重視した選抜は行っておらず、学習意欲が最重要視され

ます。

INIADは、学習意欲がある皆さんを歓迎しています。我々

と一緒に、あなたの人生を成功に導く知識と技能を習得

しましょう。

参考データ
現在、多くの私立大学では、1月以降に筆記試験で合否を

決める一般選抜よりも、年内に面接・小論文や高校の評定平均
で合否を決める総合型選抜・学校推薦型選抜で大学に入学す
る割合が年々高まっています。

2025年度入試の私立大学入試では、一般選抜による入学者
が38.5%なのに対して、総合型選抜は21.6％、学校推薦型選
抜は 39.9%となりました。

現在INIADでは、2025年度入試は一般選抜が77.5%、総
合型選抜のうち基礎学力テスト型が19.0%、その他の総合型
選抜・学校推薦型選抜が3.5%、2026年度入試は一般選抜が
85.9%、総合型選抜のうち基礎学力テスト型が10.8%、その
他の総合型選抜・学校推薦型選抜が3.3%となっています。総
合型選抜を含め、すべての入試種別において学力テストを行い、
大学で学ぶために必要な学力をもつことを確認しています。

他の大学の中には、学力を十分に確認せず、ただ定員を埋
めるために早期に入学者を決めているところも多くあります。
INIADでは、上記の考えのもと、大学で学びたいと考え、そ
のために十分な準備をしている人が評価されるよう、これから
も入学試験に取り組んでいきたいと思っています。
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東洋大学情報連携学部のことを「INIAD（イニアド）」と

よんでいて、これはInformation Networking for Innovation 

And Design の頭文字を取ったものです。いわゆるコン

ピュータサイエンスだけではなく「連携」が特に重要だ

ということで、多くの人たちが協力して一つのことをやり

遂げるための技と知見を教える学部として2017年4月に

開設されました。本日は、この学部ができた経緯や、INIAD

での取り組みなどをお話ししたいと思います。

井上円了賞受賞へ

○ IEEE Masaru Ibuka Consumer 
Technology Award

今回井上円了賞を頂くことになったのは、私のこれまで

の活動の成果がさまざまなところで評価され、最近いくつ

かの賞を受賞したことに対しての褒章です。

特に、I
アイトリプルイー

E E E という米国に本部がある世界最大の電気

電子に関する学会から、2023年にIEEE Masaru Ibuka 

Consumer Technology Award（IEEE 井深大コンシュー

マー・テクノロジー賞）と IEEE マイルストーンという二つ

INIADの今とこれから
坂村 健

INIAD（東洋大学情報連携学部）の初代学部長を務めた坂村健教授が、2023 年度に東洋大学井上円了賞を受賞した。

井上円了賞は、東洋大学の創立者である井上円了を記念し、建学の精神を顕彰して、学術研究の振興に寄与することを

目的として制定された賞である。専任教職員・卒業生・学生を対象として、学術的・社会的に価値が高いと認められる

最近の業績に対し与えられる。1980年から2023年度までに計32名へ授与されており、2023年度は6年ぶりの授与となる。

坂村教授の受賞対象業績は、「IEEE Milestone の認定、および IEEE Masaru Ibuka Consumer Technology Award の受賞」

となっている。

※ 本稿は、2024 年 3 月19 日に東洋大学赤羽台キャンパス INIAD ホールで開催された「INIAD7 周年記念講演」の内容を再構成したものです。
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の大きな賞を頂きました。IEEE（Institute 

of Electrical and Electronics Engineers）

は標準化団体の役目を果たしていて、たとえ

ば Wi-Fi やイーサネットなどのコンピュータ

ネットワークの規格などを制定したり、国際

標準となるようなさまざまな規格を作ったり

しています。また、多くの論文誌を発行し、

研究論文を発表している世界トップレベルの

学会です。

IEEE井深大コンシューマー・テクノロジー

賞は、ソニー創立者である井深大さんが私財

を寄付なさって創設した、家電製品などのコ

ンシューマー・エレクトロニクスに関して世界的な貢献を

した人に与えられる賞です。授賞理由は「消費者向け電化

製品に使われる組込みコンピュータ用のオープンでフリー

なOSの開発に果たしたリーダーシップに対して」というこ

とで、リアルタイムOS の TRONの研究開発を続けてきた

ことが評価されたことは非常に光栄なことだと思ってい

ます（図1）。

IEEEのテクノロジー賞には、半導体の分野やコンピュー

タネットワークの分野など、さまざまな分野があります。

米国はドネーションの国なので、賞を作るときに出資した

人の名前がついていることが多いのです。ソニーはコン

シューマー・エレクトロニクスにおいて世界を制覇しまし

たから、井深さんはそれにちなんで寄付されました。ただ

しソニーは受賞者の決定には関与していません。

これまでに35人が受賞されていますが、有名なところで

は、デジタルオーディオの分野で1989 年に受賞した中島

平太郎さん、ドルビーノイズリダクションのレイ・ドルビー

さん、Linux のリーナス・トーバルズさん、Apple 共同創

業者のスティーブ・ウォズニアックさん、セルラーフォン

の最初の発明者と言われているマーティン・クーパーさん

などが受賞されています。ちなみに私は 2015 年に ITU 

150周年賞という、ITU（International Telecommunication 

Union：国際電気通信連合）の設立 150 年を記念した賞

を頂いたのですが、そのときにクーパーさんも一緒に受賞

しています（図 2）。

○ IEEEマイルストーン
2 0 2 3 年 はさらに「TRONリアルタイム OSファミリー」

が IEEE マイルストーン

に認 定されました（ 図

3）。IEEE マイルストー

ンは電気・電子分野の

歴史的偉業に対する顕

彰です。

IEEE マイルストーン

に認定されるのはとても大変で、公開から25年以上が経

過していて産業的に成功していると認められなければなり

ません。いくら学術的にすばらしい論文賞を受賞していて

も、産業的に多く使われているという実績がないと認定さ

れません。たとえば、ボルタ電池の発明、マクスウェルの

方程式、太平洋横断通信ケーブルの陸揚げ地など、日本で

は八木アンテナや、東京工業大学の古賀逸策先生を中心

とするグル ープ が 開 発した水 晶 振動子などが認定され

ています。

図 1　IEEE から表彰状とメダルを授与された

図 2　ITU150 周年賞の授賞式でマーティン・クーパー氏と
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TRONプロジェクトは私が東京大学にいた 1984 年にス

タートしましたので、東京大学で授賞式を行い、認定銘板

は東京大学に設置されています（図 4）。

TRONが産業的に成功したということでいえば、自動車

のエンジンのコントロールから始まり、デジタルオーディ

オ、携帯電話の電波の制御。日本では代表的なところでは、

はやぶさやH2A、H3といったロケットや衛星のコントロー

ルに使われています（図5）。TRONはオープンという考え

のもと、ソースコードやプログラム、ノウハウや知見に関

して、まったくロイヤリティを取らずに公開しているので、

その点が高く評価されて、全世界で使われているのだと思

います。認定までには多くのチェック項目があるのですが、

今回の審査にあたっては、日本だけではなく、台湾、中国、

東南アジアからインドやヨーロッパなど、いろいろな国で

TRONのリアルタイムOS を使って製品を作ったと公表して

いる方から、産業貢献のエビデンスを頂くことができたの

も受賞理由の一つになってい

ます。

○ 環境芸術学会大賞
そして2023 年12月には東京

藝術大学の先生方が作ってい

る環境芸術学会という学会から

学会大賞を頂きました（図 6）。

環境アートと言われている分

野があって都市デザインなど

も含まれるのですが、そうし

た分野にも多大な貢献をした

ということで、関連の先生方からも認められたのはたい

へん嬉しく思っております。

図 4　東京大学 ダイワユビキタス学術研究館のエントランスに認定銘板を掲示図 3　IEEEマイルストーン授賞式

図 5　TRON 系 OS を搭載したさまざまな組込み製品

 図 6　環境芸術学会 学会大賞授与式
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INIAD1.0から3.0へ
○ INIADの入試改革

INIADを作るにあたって、東洋大学で作るならと……ここ

は私学ですから、どういう方が東洋大学を作ったのかと

いうことについて、私なりに勉強させていただきました。

東洋大学のことを調べて井上円了先生のことを知るにし

たがって、井上先生が今生きておられたらどういうふうに

考えただろうかと思案することは、新しい学部を作るとき

に最も大事なことではないかと思うようになりました。井上

円了先生の本を読んだり勉強したりするのに1年ぐらいかけ

ましたから、定年退職の 5 年前に新しい学部を東洋大学

に創ることを依頼されたのは正解だったと思っています。

松尾先生からもう一つ要求されたことが「大学のクオリ

ティを上げる」ということです。いわゆる私立大学のラン

キングにおいてもっと上のほうに行くことを松尾先生に要

求されました。そこでどうやってクオリティを上げるのかを

考えました。INIAD を何年間かやって思うのは、INIADで

成績がトップのほうにいる人が東大のトップとすごく差が

あるかといったらそうは思えないということです。しかし

成績を並べると釣鐘状のベルカーブになるわけですから、

どうやったらクオリティが上がるのかというと、全体を底

上げしなければなりません。

そこで入試改革です。当たり前のことですが、東京大学

のように我が国最大・最古の国立大学で成果が出ていれば

偏差値が良くなるに決まっています。そうでないなら入学

試験を改革し特長を出さないかぎりダメで、今までと同じ

ようなやり方で、予備校が勝手につけた偏差値だけで募集

をしていても絶対に良くならないと思いました。

私の入試改革では、ここに「勉強したい」という人に入っ

てもらうということを、最も重要視しました。そのために

はINIADのビジョン、INIADで何を身につけられるのかと

いったことをきちんと示す必要があります。これを怠って、

世の中のブームにあわせてそのブームにちなんだ学部の名

前をつけても成果は出ません。大事なことは成績がいい人

間を採るのではないということです。試験の点数は結果に

すぎず、何より重要なのは点数ではなく「やる気」です。

そしてその学生がINIADと合っているかです。ですから普

通は2年目、3年目ぐらいになると入試説明会に学部長は

行かなくなりますが、私は毎年どんなところにも行って

INIAD のビジョンを説明して、「勉強したくない人は来な

いでください」と言ってきました。うちの事務課長には

「そんなことを言ったら誰も来なくなります」と言われま

したが（笑）。私には入学式のときにも「入れる点数がこ

の学校だけだったから来たというような人は、すぐに辞め

たほうがいいよ」と言っています。そんなことを入学式で

言う先生なんて聞いたことがないと言われますが、「よう

こそ」とか「おめでとう」とか「よくやった」とかでごま

かし、全然思っていないことを言うのは偽善的でしょう。

日本では高校を出たらすぐ大学に行かないといけない

というのが、強迫概念のようになっているように思います

が、世界で見るとそんなところは少ないです。義務教育で

はないのですから、本当に勉強がしたい、勉強が必要だと

思ったときに行くのが大学です。今、社会に出る前に遊ぶ

余裕などありません。日本はどんどん少子高齢化が進んで

経済も傾いているので、遊ぶなら就職して給料をもらうよ

うになってからのほうがはるかに楽しい。大学に行かない

と友達ができないというのも嘘でしょう。だからとにかく

勉強する気がないのに大学に来るというのが不幸の始ま

りだということを言いたいのです。

INIADではシラバスやカリキュラムがきちんと設計され

ています。ある科目を履修しようと思ったときに前提とな

る知識がないかぎり履修できないというのは当然です。そ

もそもその大学の科目の前提となる知識がないのに入学し

てくるのが間違っているのです。子どもの数が減って経営

的に苦しくなっている私立大学もありますが、そうした大

学が学生が集まらないからといって単に合格しやすい入試

制度を設けたりするのはおかしなことです。これからの大

学の入試改革というのはクオリティを上げるために、いか

にその大学にマッチして勉強する意欲がある人に来てもら

うのか――そのことがいちばん大事だと私は思います。

○ 学生数の絞り込み
もう一つの改革が学生数の絞り込みです。2017 年に

INIADを作ったときは1 学年に400 人いましたが、2022 年

度の入学から1 学年を 300 人にしました。私はもっと絞り

込んで 200 人でもいいかなと思ったのですが、300 人に

なっています。

受験者数の推移（図 7）を見てみるとわかりますが、最

初に「勉強しない人間は来なくていい」と言ったにもかか
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わらず、最初は 3,000 人ぐらいが受けに来たんです。

そしてこれが 5,000 人になって、6,000 人になって、

コロナの寸前までどんどん上がっていきました。なぜか

は私もよくわからなかったのですが……。実は大学の

説明会に学生さんだけで来ている人は少なく、お父さん

やお母さんと来る人が多いのです。「勉強しない人間は

ここでは必要としないぞ」と言ったら本人は引くかもし

れないけど、お父さんお母さんは大喜びなので、私は

お父さんお母さんと一緒に来てもらったほうがいいと思

いました。私が話し終えたら何人にも握手を求められて、

「先生お願いします」と。それで調子に乗ってどんどん

話していったら、それが受けて受験者数もどんどん

上がっていったんです。

しかし、2020 年にコロナ禍になってしまったことで受

験者数は減りました。コロナ禍が大学に与えた影響はと

ても大きいと思います。あまり遠くの学校に行かせたく

ないと思う親御さんが増えて、地方から受けに来る人が

減るなど、いろいろなことがコロナ禍で起こったのでは

ないかと思います。

注目してほしいのですが、INIADにも最初は推薦入試

枠がありました。今もあるのですが、推薦入試は 10 人

程度です。こういう学部はたいへん珍しくて、「東大より

も少ない」と言われます（笑）。推薦入試が悪いとは言いま

せんが、先ほど言ったポリシーに従って、推薦入試といえど

も条件を満たしていない人を入れるのは嫌だったのです。

「推薦入試で入るくらいだから、高校でやったことは当然わ

かっているのでしょう。君は全科目きちんと勉強しているは

ずだよね」と尋ねたりしました。その結果、推薦入試で入っ

てくる人の数が極端に少ない学部になりました。

普通の大学でも推薦入試が半分ぐらいというところもある

のですが、それで半分入れてしまうと、逆に一般入試で入る

人が減るので、偏差値が見かけだけ上がるんです。それで

偏差値が高いとか言われるのはおかしな話です。私はもとも

と予備校の偏差値なんてまったく信用していないので、そん

なことで高いと思われても困りますよね。人間を評価すると

きにいちいち試験の点数を見ても仕方がないでしょう。社会

に出て仕事をするときにも、たとえば「どこの大学を出たの

か」や「試験で何点だったか」ということで決めるから、ダ

メになっていく会社もあります。私はあくまで「今」できるか

―要するに学ぶ意思を問いかけているのです。本当に学

びたい人しか最後に残らない。このように2022年度を境に

して300人体制になったので入学者数は減りました（図8）。

○ 2022年からINIAD2.0へ
今日の話の結論でもあるのですが、大学でも人でも、

いちばん重要なのは「変われる」ということです。時代も

変わって、周りの環境も変わっていることがわかったとき

に、それでも「昔はこうだったから」と言ってずっと変わ

らずにやるというのはおかしいでしょう。ですからやはり

「変われる」かどうかということが重要です。そして、一回

うまくいったら、ますます変えようとしなければダメです。

うまくいったらすぐ次を狙っていかなければいけない。

INIAD は創設時の 1.0 から 1.5、2.0、2.2 と、バージョ

ンがついているのです。INIAD をどんどん変えていこう

という意味があって、今どこまで来ているかというと、

INIAD3.2 まで来ています。

たとえば、最初は四つのコースがあったのですが、それ

をやめて七つの科目群に変えました。なぜなら、科目を

図 8　INIAD の入学者数の推移

図7　INIAD の受験者数の推移
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自由に取れるようにして、何に興味があるかによって自分

に合った時間割を作れるようにしたからです。それまでの

高校や中学と違い、大学ではそれぞれの学生の時間割は異

なるべきだというのが私の基本的な考え方です。小学生で

はないので全員が同じ時間割で同じことを学ぶというのは

無理があります。自分の頭で考えて自分で人生設計するの

であれば、何の勉強をするかは自分が考えることです。で

すから自分で科目設計ができることは重要です。

INIAD生に特に言いたいのは、点数や単位が簡単に取れ

るからその科目を取るなんてことはやめろということです。

今でもまだそんなことをやっている学生がいたら、まだ

遅くないから大学を辞めたほうがいいと思います。進級時

の最初の講義は私にやってくれと言われているので、こう

いう話を毎回しているのですが、あくまで君たちが自分で

決定することだと言っているわけです。

INIADのカリキュラムはIEEEと米国のACM（Association 

for Computing Machinery）というソフトウェア関係の

学会が共同で作ったものをベースにしています。ただ、学

会がカリキュラムを作ることは年々難しくなっていると思

います。あまりにも技術の進展が早いので、カリキュラム

を作るのに何年もかかっていると、カリキュラム自身が古

くなってしまうからです。しかしいくらAIでコンピュータ

サイエンスが変わっていると言っても、全部が変わるわけ

ではなく、基礎として確定している分野のカリキュラムに

は、不動のものもあります。そういうものをベースにして

いるので、INIADのカリキュラムを全部完璧にこなしよく

勉強したら、米国の大学院にそのままストレートで受かる

ぐらいの授業を目標にしています。ですから、授業のレベ

ルは下がるどころかどんどん良くなっていっています。

私はこんな調子で企業の人ともやりあっているから、嫌

われる人には嫌われているかもしれません。ただ感謝し

てるのは、好かれる人には好かれているということです。

ですから卒業したらINIADの考えに合うような会社に行く

のが良いと思います。人間社会が面白いなと思うのは、世

界中どこにいても、嫌われる人には嫌われるし、好かれる

人には好かれる。考えてみたら当たり前の話ですが、そう

いうメリハリがきいていたほうが人生は楽しいし、ストレ

スがない。嫌な人と無理に付き合う必要はまったくありま

せんから、そういう意味でこの考えに納得しない人はやは

りINIADに来ないほうがいいでしょう。

INIAD以外の東洋大学の学部に行こうというときにも、

まず「東洋大学のその学部の偏差値がどのくらいか」で来

るというのはおかしいですよ。井上円了先生の考えに合う

か合わないかです。ここは国立大学じゃなく私立大学です

から、学祖がどういうことを考えていたのかはとても大事

だと思います。以前、入学式のときにそういうことを言っ

たら、学生から「先生ともっと話したい」と、「そういう

お話は初めて聞きました。先生からすると私はもう辞めな

きゃいけない学生かもしれませんが、今日の先生の話を聞

いていたら目が少し覚めて勉強したくなってきました」と

いうことを言われました。そこで私も「1年で終わるか2

年で終わるか3年で終わるか4年で卒業するかは君次第だ

から、インチキしないで納得がいくまできちんと勉強して

出ていったほうがいいよ」と言ったら「わかりました」と

言っていました。

○ リメディアル教育
私は入学試験の成績を信用することはなく、ましてや 1日

の面接でわかるわけがありませんから、INIADでは入学式

の翌日に学力テストをしています。高校までに勉強した知識

があったうえでの大学なわけですから、高校の勉強ができ

ていなかったらついていけるわけがありません。INIAD に

来てダメなことがわかったら高校の勉強をやり直すしかな

いのです。

どうしてできないのかを学生に聞いたら「文系入試だっ

たので数学はやっていませんでした」と。逆に文系入試で

入った人のほうが案外うまくいくこともあります。なぜかと

言うと脅しが効いているから「文系入試で入ったけれど先

生に言われたので春休みに数学をもう1 回やってきました」

という人は優秀賞を取っています。入学前の 2 月や 3 月は

時間があるので、少し勉強してくるかこないかで全然違い

ます。

学力テストの内容についても、私はスタッフに「確認す

るための試験は入学試験とは違う。たとえば問題を 1,000

題作って全部公開して、その中から必ず出すというやり方

でもかまわない」と言っています。落とすためにやっている

わけではないので、教科書で言うなら、本文に書いてある

例題程度のものをきちんと理解できているかどうかという程

度のまっとうな試験です。これは米国的な評価の仕方です。

一方で「大学の授業に関してはレベルを絶対に落とすな」
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と言っています。「クオリティを上げる」というポリシーに

反しますから。

脅しが効かなかった最初の頃は、入学式の翌日にやっ

た学力テストで半数が不合格でした。そこでリメディアル

教育といって、高校の先生にお願いして補習を行いました。

高校のときの数学を半分の学生がわかっていないからと

言ってレベルを落としてしまったら大学ではないですよ。

最初の頃は 50 ～ 60%だったのが、最近では数学 1Aと

数学 2Bで 92.70% の人が合格しています（図 9）。もちろ

んテストに出している内容は変えていません。入学後に学

生の基礎学力を上げることができているので、これもクオ

リティを上げるということにとても貢献していると思います。 

○ 学生表彰
「坂村は怒っているだけでどうしようもない」と言われる

のは嫌なので、「褒めるときは褒めよう」と、優秀な学生を

表彰しています。これは東洋大学の制度ではなくINIAD の

制度で、卒業論文賞、成績優秀賞、プログラミング賞と

いうものを作って表彰状をあげています（図 10）。これが

就職のときに評判が良く、「坂村先生に優秀だと言われた

学生なら興味があるな、会ってみようかな」と言われます。

どんどんやる気が出てきた学生もいて、1 年生のときから

4年生まで4年間連続で表彰されたという学生もいました。

○ 就職状況
就職に関して言うならば、最初の卒業生のときからそれ

ほど悪くなかったのですが、最近は就職を希望する学生

の98.5%程度が就職できています（図11）。大学院に行く

人は例外として、98.5%程度といえば就職したいという人

はだいたい就職できたといえるのではないかと思います。 

INIAD HUB-1の今
○ IoTキャンパス INIAD HUB-1

INIAD の校舎「INIAD HUB-1」では、私が設計したス

マートビルのプラットフォームであるビル OS が稼働してい

ます（図 12）。

人生も大学も「変われる」ことが重要ですが、建築も住

んでいるといろいろな事情によって機能を変えたくなること

があるので、できるだけコンピュータを導入することによっ

て変えられるようにしようと研究しています。総床面積

19,000㎡のビルの中に約5,000個のIoTノードをつけて、

エレベーターや照明、空調などを制御できるようにしまし

た（図 13）。いろいろなシステムが自動的に連携していて、

環境すべてがIoT（Internet of Things）の学習教材になっ

ているわけです。スマートロッカーも学生に一人一台で提

供しているのですが、APIとトークンしか与えないのでプロ

グラムができないとロッカーが開けられないしくみになって

います。

図 9　入学時学力テストの結果の推移

図 10　学生表彰

図 11　学生の就職状況
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たとえば、エレベーターをスマートフォンで呼べるという

のはすでに自前でやっていましたが、コロナ禍になってボタ

ンに触りたくないという人が増えました。米国では足で蹴る

とエレベーターが来るみたいな装置もありますが、スマート

とは言い難い。スマートフォンで位置認識ができるので、

エレベーターに向かって歩いていくと自動的に呼ぶ、という

ようなことも実験的にやっています。

コロナ禍になってからは自宅のネット環境が良くない学生

にキャンパスを常時開放しようということで、空いてる場所

にリモート講義の受講や自習用のスペースをたくさん作って

学生に開放しました（図 14）。

○ ビルOS
たとえば野村不動産、UR都市機構、長谷工コーポレーショ

ンといったデベロッパーでは、私の意見に賛同してくれて

INIADで稼働しているビル OS を導入しています（図 15、

図 16、図 17）。TRON は研究論文を書くだけではなくて

産業的にも影響を与えてきましたが、このビル OSも産業的

API
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ID認証やアクセスコントロール、ビル内GIS、AI利用や

モバイルアプリ連携、ビジュアライズ・ダッシュボード等のUI機能…

図 12　スマートビル・プラットフォーム（ビル OS）

▼ フレキシブルBLEマーカー

▼ 電気錠制御モジュール

▼ カードリーダーモジュール

● インテリジェントドア制御
■ 各種電気錠、自動ドア、
電磁ロックを制御

■ カードリーダー
■ パニックオープン対応
■ 920MHz無線 6LoWPANで通信し、

ICカード以外に、クラウドから操作
が可能

● センサー
■ 温度、湿度、気圧、照度
■ 人感センサー
■ BLE（Bluetooth Low Energy）

ucodeマーカー
■ 920MHz無線 6LoWPANで
通信可能

▼ 統合センサーモジュール

図 13 さまざまな IoTノードと設備機器インターフェース

図 14 家庭のネット環境が良くない学生にはキャンパスを常時解放した
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に影響を与えています。INIAD のキャンパスが建築業界

に与えた影響は少なくないと思っています。

今やエレベーターをスマートフォンで呼べるようなビルも

だんだん当たり前になってきましたが、そういうものを

INIAD ではかなり早い段階で、いろいろ実験していたと

いうことです。

生成AIの全面導入
○ 生成AIの利用

生成 AI が話題になっていますが、INIADでは OpenAI が

ChatGPT を一般に公開した 2022 年11月から利用検討を

開始して2023 年 4月から全学生の利用を開始しました。

最初は生成 AIの導入に反対する大学もあったのですが、

最近はさすがに教育に使わないという大学はほとんどなく

なったと思います。しかしINIAD は最初の段階から「何に

使ってもいい」と言っていました。レポートを書くのにも、

卒論でも、アイデアを出すにも、プログラミングコードを書

くにも、何に使ってもいいと。ただし、そのときにもクオリティ

――質の高いアウトプットが得られるのかということが重要

で、場合によってはAIとの対話ログを一緒に提出することを

条件にすることもあります。

しかしただ「使え」と言っても、ChatGPT にも有料の

GPT-4や無料のGPT-3.5などがあり、どれを使うかで結果に

差が出てしまいます。そこで、全学生が公平に使えるように

有料版を使うための費用を学部で負担することにし、INIAD 

AI-MOP（AI Management and Operation Platform）を構築

したうえで、これを使えば学生の費用負担は不要にしました。

「生成 AIを使うと自分の頭で考えなくなる」という先生も

いましたが、AI について勉強もしないで決めつけるのは

良くない。やってみればわかりますが、同じ課題をAIを使っ

て解くにしても、使う人によって結果の質は大きく異なりま

す。自分を疑う、別の立場に立って問題を見直す、ステップ・

バイ・ステップで手順を踏んでよく考える、自分自身に質問

して答えを考えるというように、自分の頭で考えるためにも

他者との対話が重要ですが、AI はいつでも、いつまでも

付き合ってくれる最高の相棒になってくれます。

AIの活用は教育の質にも大きな影響を与えます。たとえば

300人の学生全員が一人の先生に対してそれぞれ10分程度

の質問をしてきたらどうなるかと考えてみてください。すべて

に回答するのは不可能ですよね。生成AIは、早朝でも深夜

でも、同じ質問を何度繰り返しても嫌がりもしないでずっと

付き合ってくれるのだから、こんなにいいことはないでしょう。

ですから最近は「質問に来る前に生成AIに聞いてみなさい。

それでもわからなかったら質問に来なさい」と言っていま

す。3 年生はチーム実習や連携実習で、4 年生は卒業論文

で生成 AIを使って成果を出しています。

CO2濃度制御
利用状況の
見える化

遠隔制御

図 15　野村不動産「PMO/H1O」

図 16　UR 都市機構「Open Smart UR 生活モニタリング住戸」

図 17　長谷工コーポレーション「IoT+AI Smart Housing」
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INIADの運営DX
○ 教授会

大学の運営もどんどん DX を進めなければいけま

せん。たとえば教授会はだいたい 30 分以内で終わ

ります。前にいた東京大学は教授会が長かったの

ですが、私が学部長になったINIADでは 30 分以内、

もっと短いときには 10 数分で終わることもあります。

教授会のときに資料を読み上げるといったことはやっ

ていません。クラウドに必要な資料を全部入れてお

いて事前に読んでおけるので、教授会の場ではディ

スカッションしたほうがいいでしょう。単なる説明だ

けに時間を費やす必要がないのは、教授会に限らず

会社の会議でも同じだと思います。

○ デジタルサイネージ
INIAD は 2017 年に建てられましたが、自分で言

うのも何ですがけっこう綺麗です。なぜかといえば

紙が貼られていないからだと思います。デジタルサ

イネージを使って紙を使わないようにしています

（図 18）。ほとんどの情報はウェブでも見られます。

掲示板を作ってしまうと、敷地が約 19,000㎡あり

ますから全部貼りに行ったら30 分ぐらいかかりま

す。後から「文字が間違ってるから全部貼り直し」

ということになったらさらに 1 時間かかります。それ

では事務員の負担も膨大ですし時間が勿体ない。

だからこういう非効率なことは全部やめました。

○ コロナ禍での健康診断
コロナ禍において健康診断の案内をしたときにもDX を

進めました。普通、健康診断や予防注射の予約は、まず

希望の日を登録するところから始めますよね。しかし健康

診断にしても予防注射にしても、全員やらなくてはいけない

ものなのですから、こちらから一方的にスケジュールを決

めて「この日に来てください」と言えばいいのです。そして

どうしてもダメな人だけ調整するほうが効率的です。

INIADでもトータルで 2,000 人ぐらいの人が健康診断を

受診しましたが、その中で調整の必要があったのは 50 人

以下でした。コロナワクチン接種のときにわかりましたが、

特に高齢者は基本的に時間があるので、ほとんどの人は

指定された日に行けるのです。もちろんこの日に来てくれ

と言ってもダメな人もいるかもしれませんが、その人だけ

個別に対応すればいいのです。それだけでずいぶんやり

取りが減ります。INIAD は施設内を電子キーで管理をして

いますから、健康診断の入館受付システムを作りました。

○ 施設の管理
INIADでは全部スケジューラーで管理して自動的に鍵の

開け閉めをしているので、授業があるときに管理人が鍵を

開けて授業が終わったら閉めに行ったり、部屋を借りる人

が自分で鍵を取りに行って返しに行ったりということをして

いません（図 19）。

❶原稿を作成して画像化

❷目的に合わせたサイネージの
　Slackのチャンネルに投稿

デジタルサイネージ

❹各サイネージが
　サーバー更新を読み
　最新データを自動で表示

Slack

サイネージ
サーバー

クラウド

❸Botがデータの
　追加を検知して
　自動でデータを移動

図 18　デジタルサイネージに情報を提示するしくみ

クラウドスケジュールに
基づいて解錠指示

クラウド

権限判定

❷権限判断結果やスケジュールに
　基づいて解錠指示

ICカードリーダー 
（SuicaやPASMO、Edy等をかざすと
無線でクラウドへデータを送る）

タッチされた ICカードの 
　個体番号をクラウドへ送る
❶タッチされた ICカードの 
　個体番号をクラウドへ送る

図 19　ドアの開閉スケジュールと電気錠制御のしくみ
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INIADのこれから
○  コミュニケーションスキルがますます重要に

INIAD のこれからを考えると、やはり生成 AIをもっと教

育に、科目に入れるべきだと私は言っています。「生成 AI

とは何なのか」を一言でいうと、優秀な部下ということ。

質問すると本当にいろいろなことを教えてくれます。ですか

ら次の時代の人間は、そういうロボットや AI の上司になれ

るような人間が重要ではないかと思っています。生成 AIと

いうぐらいですから、AI は創造力を持っていて生成します。

しかし、欲求を持っておらず、何をやるかに関して自分の

意見があるわけではありません。AI は究極の指示待ち君

なので、指示を与えないと何もしません。ですから指示を

与えられるのは人間だけで、AI の返答を見て決断できるの

も人間だけです。まさに人間がやるべきことは AI の上司に

なることです。

生成 AI は自然言語で対応できますから、言葉でいろいろ

な指示を与えることができます。指示を出すスキルのことを

今はプロンプト・エンジニアリングというしゃれた名前で

呼んでいます。しかし実際に調べると、本屋さんに行けば

「優秀な上司になるコミュニケーション術」「自分を信じて、

限界を超えて、君ならできる」などと書かれた本がたくさん

並んでいますが、プロンプト・エンジニアリングは、それと

たいして変わりません。

AI を部下だと考えれば、AI に指示を出すときに乱暴な

言葉を使うのは良くありません。AI の中身がどうなってい

るかは一言で説明できないし、私たちもよくわからないこと

がありますが、生成 AI は人間の脳の神経細胞（ニューロン）

をまねているわけだから、人間と同じようにいろいろなとこ

ろに知識の塊があるんです。面白いのは悪い言葉を使うと、

そういう悪い人たちの世界に飛んでいってしまい、そこから

の連想で返答してくる。そうするとろくな答えが返ってこな

いのです。人間の部下と話すときと同じように、きちんと前

提を話したうえで、何をしてほしいかを丁寧な言葉で指示

するだけで結果は違います。人だけではなくAI にも気配り

が求められています。私も学生に対して乱暴な言い方は改

めて「お願いだから勉強してください、勉強したほうがいい

ですよ」と言えばいいのかもしれませんが（笑）、とにかく

AI に対しては丁寧に言ったほうがいいです。

こうした手法は、今はプロンプト・エンジニアリングと

いう言葉でまとまっていますが、数年経つとそういうことを

気にしなくてもできるようになるでしょう。何が言いたいかと

いうと、AI の進化は日進月歩なので、今はハルシネーション

（Hallucination〈幻覚〉：事実とは異なる情報を生成して

しまう現象）を起こすような内容でも1 週間後、いや明日に

はもう直っているかもしれない。そのぐらいの急速な進歩

があります。

AI に対してだけではなく人間との付き合いにおいても、

コミュニケーションスキルを上げるということはとても重要

なことです。そしてまさにそれは INIAD がやろうとしている

ことです。

○ 教養の重要性
AIも人間も教養が大事で、生成 AI の進歩を支えたスケー

リング則（Scaling Law）という法則があります。これは、

学習データを増やし人間のシナプス（ニューロン同士をつ

なぐ接合部）に当たるパラメータ数を増やせば増やすほど

AI は賢くなるという経験則で、いまのところ成り立っていま

す。今の日本の課題は大量の資金をこの AI の学習モデル

に投入できるかどうかということです。大量に学習させよう

とするとそれだけお金がかかります。人間はご飯を食べな

いと学習できませんが、AI は電気を消費しないと学習でき

ません。大量の学習用のデータを用意し、その分の大量の

コンピュータパワーを使うと、やはりお金がかかります。

ですからある程度お金をかけないといけませんが、残念な

ことに日本では実現できていません。

ところで、スケーリング則はジャンルを問わないので、

ある分野のことだけを勉強させればいいというのではなく、

いろいろなことをたくさん知っていたほうがいいのです。

INIAD の学生にも教養が重要だと言っていますが、まった

く関係ないように思えることを自分の問題に適用できるのが

人間です。それがいわゆるクリエイティブとか進歩と言われ

ているものです。だからやはり勉強はしたほうがいい。

○ INIADのプログラミング教育に関するスタンス
情報処理学会でもプログラミング言語教育は必要かとい

うことが話題になっています。なぜかというと、AIと自然

言語で会話ができるなら、プログラミング言語なんか書

かずに、自然言語を使えばいいだろうということです。

NVIDIAという、AI 学習のための半導体を作っている世界
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トップクラスの会社の CEO のジェンスン・フアンという人

は、「俺たちがどんどんLSIを作って学習させるから、プロ

グラミング言語なんて学ばなくたっていい、自然言語だけ

でいい」と言っていますが、私はそうではないと思ってい

ます。確かに自然言語だけでいろいろなことができるよう

な時代が来るかもしれません。今は Python や JavaScript

を教えていますが、それらがアセンブリ言語みたいに「そ

ういうものも昔あったね」と言われる時代が来るかもしれま

せん。

しかし現状はまだそこまで進んでいないので、プログラ

ミング言語を使えたほうがシステムを作るにはずっと良い

のです。プログラミング言語というのは処理の手順を正確

に記述するための人工言語で、音楽の楽譜のようなもので

す。コンピュータの分野で仕事をするにしても、たとえば

音楽業界で働くなら楽譜を読み書きできたほうがいいとい

うのと同じように、プログラミング言語を知っていたほうが、

はるかに効率が上がります。生成 AI に対して厳密な指示を

したいとき、プログラミング言語風に指示を出すと精度が

上がることもあります。

INIAD の学生にも、プログラムの定型部分を埋めさせた

り、自分が書いたコードのドキュメントを AI に書かせたり、

デバッグにAIを使ったりしてプログラミングの生産性を向上

させる教育をしています。

○ AI時代の教育は日進月歩
私が今言っていることはあくまで現在のスタンスですか

ら、当然のことながら日進月歩で状況は日々変わっていく

でしょう。INIAD はそういう時代に合わせて教育を変えて

いきたいと思っています。教育を取り巻く環境もV
ブ ー カ

UCA

（Volat i l i ty〈 変 動 性 〉、Uncertainty〈 不 確 実 性 〉、

Complexity〈複雑性〉、Ambiguity〈曖昧性〉）です。

VUCAとは、不確実性要素が高くてどんどん変わっていく 

―予測できないものに対して使われている言葉です。今

は現時点で一番だというものも1 週間経ったらもっと違うも

のが出てくるかもしれないということをわかったうえで教育

をしなければいけません。その意味で、短期的に失われ

ない教育― つまり哲学を含めた基本的な考え方、その

根底にあるようなものがとても重要になるのではないかと

思います。

これからの時代はコーディング力、プロンプトスキル、

特定ソフトウェアの習熟や作り込みといった技術はだんだ

んと役割が小さくなっていくでしょう。その代わりにプロジェ

クト全体を動かしたりコーディネーションしたりできるプロ

ジェクトマネージャのスキルがますます重要になります。

INIAD では、問題を解く力だけでなく、自ら問題設定が

できて、それを解決に導けるような人間を育てていきたい

と思っています。AI が問題を解く力を担う時代ならば、AI

時代の教育は、問題を解く力よりも問題を作る力が重要に

なるということです。

ですから現状を変えないためにAI を使わないというの

は、害でしかありません。やはり大学自身もその時代に応

じてどんどん変わっていけるような組織にならなければいけ

ないと、常に私たちは考えています。

INIAD の教員にも、とにかくAI を使ってできるように、

カリキュラムや授業の教え方を含めて全部変えていくように

言っています。大学の教員は「1 回講義ノートを作ったら

最後までずっと使いたい」と思いがちですが、やはりそれ

はすべきではなく、コンピュータは進歩しているのですから、

それにあわせて古い講義ノートは捨てるしかありません。

これからの教育は長期的視野に立って短期的な状況変化

に合わせて柔軟に変わっていくことが求められており、大学

関係者にはそうした決断を下せる知見が貴重になっていく

のではないでしょうか。

○ 「変わり続ける大学」へ
INIAD が開設以来行ってきた成果をお話ししてきまし

た。これからもINIADにとって重要なのはイノベーション

――「変わり続ける」ということです。INIADではこれま

で述べてきたような人材を輩出できるよう、常に変わり続

ける組織でありたいと強く願っています。

よく「イノベーションというのは進化論の世界だ」と言

われています。どのようにしたら革新的で革命的なことが

できるのかについて、明確な理論はないからです。ですか

ら失敗してもくじけないで、とにかく何回でもチャレンジ

することが重要だと言っています。

大学はチャレンジを教える場所ですが、単に「チャレン

ジしろ」というだけではなく、チャレンジがしやすいような

環境とはどういうものかを常に追求すべきです。そのため

の最高の環境の中で、スタッフも学生も何度でもくじけず

にチャレンジを続けてほしいと思っています。
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井上円了先生は、1858 年（安政 5 年）に生まれ、29 歳の

1887 年（明治 20 年）に東洋大学の前身となる「哲学館」を

創設します。建学の精神は、「諸学の基礎は哲学にあり」。そ

して井上先生は、「妖怪学」の創設者としても知られています。

明治の日本は、文明開化の影響で激動の時代でした。だか

らこそ何かにすがりたい気持ちからか、妖怪とか幽霊とか火

の玉といった怪奇現象が大流行りになりました。また狐狗狸

という妖怪がお告げをしてくれる「こっくりさん」という占

いも流行り、お告げを信じた人が多くの悲劇を引き起こして

いました。井上先生は、こうしたいい加減なことで物事が決

まっていってしまうことを強く戒めて、こうした現象の原理

を科学的手法で解明し、公表することで社会不安を治めよう

としました。

当時のこっくりさんは、木のフタと竹の足でできた不安定

なテーブルのようなものの上に、参加者が指を乗せていまし

た。こっくりさんに質問するとテーブルが傾き Yes か No か

を答えてくれるというものです。井上先生は、大量のデータ

収集と「分析」により参加者の性格との強い関係を割り出し

ました。物事を疑わず信じやすい傾向の人がグループにいる

と現象を引き起こすことがわかったのです。また、複数人で

同じテーブルに指を置くという慣れない行為は、意識しない

のに筋肉が動く「不覚筋動」を誘発しやすいという「仮説」

を立てました。そして「実験」して、誰もが答えを知ってい

る質問と答えを知らない質問の場合を比較すると、参加者

が答えを知っているかどうかで明らかな差があり「誰も答え

を知らない問題は有意には当たっていない」という結果が出

ました。こうしたことから、井上先生は、こっくりさんは、

単に参加者の潜在意識が不覚筋動を誘発しているに過ぎない

という結論を導くのです。

大量の調査やデータ収集をもとに分析を行って仮説を考

え、それを実験で確かめるというステップでわかるように、

円了先生の「哲学」というのはまさに「科学」でした。哲学

は人生や世界の根本理念を考える学問なのですが、「神の教

え」や「王の言葉」のような先験的な真理を鵜呑みにせず、

どうしてそうなるのかということを解明して納得するには

客観的根拠が必要になるからです。井上先生の近代哲学の

姿勢は徹底していて、先験的な真理を排除して、まず自分で

考えることが大事だと説きました。そして、明治の日本に必要

なのは一人ひとりが自分で考える精神を育む「心の近代化」

だと訴え、生涯にわたってそのための活動を続けました。

しかし、井上先生が 44 歳のときに「哲学館事件」が起こ

ります。ある生徒の卒業試験の倫理学の答えの「動機が善

なら、主君や親を殺すのも悪とは限らない」を良しとした。

それを当時の政府が「危険教育」と問題視したのです。それ

に対して、井上先生は何より ｢生徒が自分の頭で考える｣ と

いう原則を守ろうとした。その結果、国と対立し、学校を

守るために自ら身を引くことになってしまうのです。

この哲学館事件がきっかけとなり、哲学館が東洋大学に

なった頃には井上先生と本学との関係がなくなってしまって

いたのは、非常に残念だったと思います。教育者としては当

時イギリスで始まった生涯学習へと転身していきました。生

涯学習の場として井上先生が作ったのが東京都中野区にあ

る哲学堂です。また、自分の考えを広めるために、14 年間に

5,400 回も講演を行いました。そして満州で講演中に倒れて

帰らぬ人になったのは、1919 年（大正 8 年）61 歳のときで

した。

組織の記憶 
哲学者井上円了の生涯
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INIAD cHUB（東洋大学情報連携学 学術実業連携機構）

では 2024 年 5 月 30 日から 6 月 1 日の 3 日間にわたり、赤羽台

キャンパス内にて最新の生成 AI を活用し、東洋大学創立者・

井上円了先生とその哲学を紹介する『井上円了 AI ワンダー

ランド』を開催しました※。

本展示会は、五つのコーナーによる多彩な展示を通じて、

井上円了先生の思想と AI の可能性を紹介することを目的と

しました。井上円了先生の哲学と AI 技術を組み合わせるこ

とで、過去の偉人の思想の枠組みを現代に蘇らせ、来場者が

新たな視点で思索を深められる機会を提供しました。同時に、

AI による解釈は原典とは異なる可能性があることをふまえ、

批判的思考の重要性も示唆しています。

井上円了の哲学をAIで再現

今回の展示会の特色の一つは、すべてプロジェクターだけ

を使って展示したことです。INIAD では学生の教育にも紙の

教科書を使いませんし、掲示板の代わりにデジタルサイネー

ジを使うなど、徹底したデジタル化を進めていますので、 

この展示会自身も紙を一切使わずにプロジェクターだけで

展示しました。

もう一つの特徴は、すべての展示にAIを駆使したことです。

実は 2018 年にも井上円了先生の生誕 160 周年・百回忌を記

念して井上円了展を開催しました。当時の最新のコンピュー

タ技術とプロジェクターを使いましたが、7 年前なのでまだ

AI は使っていませんでした。INIAD は 2023 年 4 月から学生

の教育にも徹底的に AI を使うという方針にしましたので、

今回の展示にも AI を駆使しました。

井上円了×AI×四聖討論

井上先生は「哲学というのはいろいろなものの考え方だ」

とおっしゃって、世界のいろいろな考え方を日本に紹介しま

した。その中でも東西の哲学史上の偉人として釈迦、孔子、

ソクラテス、カントの四人を「四聖」として特に尊重してい

て、のちに哲学堂公園の中に彼らを祀る「四聖堂」を作り上

げたほどです。

「四聖討論」のコーナーでは、釈迦、孔子、ソクラテス、

カントの思想をもとにした AI が、井上円了先生を司会者と

して来場者から音声で話しかけられたテーマについてパネル

ディスカッションを行い、井上先生がその考えをまとめて

くれます。これにはすべて最先端の生成 AI を使いました。

最初にモデレーターの AI が井上先生の役になり討論テー

マに合わせて、意見の出し方や討論の回し方などを決めます。
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それにあわせて個々の哲学者をモデルにした AI がそれぞれ

の哲学者の役になり、元になった哲学者の考え方になるべく

沿った発言を加えていきます。複数の AI モデルが連携して

討論を生成し、また、プロジェクションマッピングで井上先

生が喋るときは、リップシンクといって、喋る言葉に合わせ

て唇をきめ細かく動かしています。

井上円了×AI×妖怪動画

明治の哲学者として、誰よりも理性的に妖怪の不思議を

分析・分類し、合理的な説明をしてその実体を白日の下に

さらし「妖怪退治」をしてきた円了先生ですが、終生妖怪の

事例収集を行っていた妖怪マニアというロマンチストの側面

もお持ちでした。

「妖怪動画」のコーナーでは、井上先生が集めた妖怪の

いろいろな言い伝えや、絵巻物や彫刻などのさまざまな妖怪

コレクションをコンピュータの中に入れて、マルチモーダル

で生成 AI に映像を作らせて音楽をつけました。生成 AI に

よる画像生成は、プロンプトという生成 AI に対する指示

の文章をもとに、砂嵐のようなノイズ画像から、プロンプト

の意図に沿った鮮明な画像を「連想」するようにして新規

の画像を生成します。つまり生成 AI の基本は「連想」です。

人間の「夢」が意図による方向づけを失った「連想の暴走」

と言われるように、「妖怪」も人が恐れる「闇」の中の少ない

ノイズ情報からの「連想の暴走」として生まれるものかもし

れません。ここでは生成 AI に「連想の暴走」をさせた結果の、

まるで「夢」のような、イメージの連鎖・融合をいくつかの

動画としてお見せしました。

哲学堂公園フォト×AIスライドショー

哲学堂は井上円了先生が晩年に今でいうリカレント教育を

やっていた場所です。井上先生はこの哲学堂で哲学を空間で

理解してもらおうという試みをしていました。

「AI スライドショー」のコーナーでは写真家の佐藤倫子氏

が撮影した哲学堂公園の美しい写真の数々を、AI 演出による

スライドショーにして上映しました。AI が写真のクラスタリ

ング（分類）を行い、3D 空間にマッピングして表示順など

を決めています。さらに、AI が生成したキャプションを解説

文として添えています。
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哲学堂公園×360パノラマ

パノラマ投影コーナーでは、哲学堂公園の 360 度パノラマ

映像を展示しました。AI を使って撮影画像を修正して映像を

作っています。プロジェクターで床と四方に投影しているの

で、一人ずつ中に入ると、没入感のある映像で哲学堂公園の

全景を堪能できます。

井上円了×AIタイムトンネル

AI タイムトンネルのコーナーでは、全面投影通路で井上円

了先生の人生を上映しました。通路を進んでいくと、観覧者

の位置に応じて、その時代の出来事や社会状況を AI が自動

的に深掘りし、周囲に投影します。ミリ波レーダーセンサー

を使って人がどの位置に立っているかを正確に認知し、その

時期の井上先生の活動などから、生成 AI がその時代に関係

するコンテンツを映像として映し出します。

＊＊＊

AI をフル活用した五つの展示から、現代に蘇った井上円了

先生の思想と AI の可能性に思いを馳せていただくことがで

きたと思います。	 （坂村 健）

※「井上円了AIワンダーランド」 
 東洋大学赤羽台キャンパス INIAD HUB-1
 2024 年 5月30 日～ 6月1日　　https://www.iniad.org/enryo-ai/



デジタル技術による変革、DX（デジタルトランス
フォーメーション）の実現が社会のキーワードに
なる今、IoT、生成AIをはじめとしたデジタル技術
は日々目覚ましいスピードで進化しています。その
ような世界に貢献できる人材を送り出すためには、
大学の「教育」も、常に変わり続けることが必要です。
開設から5年が経つ2022年より、INIADはカリキュ
ラムを大幅にアップデートしました。カ

リ
キ
ュ
ラ
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連携の基礎としての、プログラミング・ 
数理・コミュニケーション

1 〜 2 年生にかけて、すべての学生がプログラミング・
数理（数学と確率統計）・コミュニケーションを集中的に
学び、情報連携の基礎を身につけます。社会全体がグロー
バルに結合されようとしている今、私たちも世界中の人たち
と「連携」し、さまざまな課題を解決していくためのスキル
が求められています。

INIADでは入学直後 から、世界中で使われているプロ
グラミング言語「Python」と、Webの標準言語「HTML」

「CSS」「JavaScript」を学びます。これらの基 本スキルを
もとに、ソースプログラム管理システム「Git」を用いたチーム
でのWebサービス開発や、Pythonによるデータ解析やAI
活用の基礎を2 年次までに全員が習得します。

学習においては、生成 AIを活用した独自の教育システム
「AI-MOP」を利用します。安易にAIに答えを求めるのではなく、

AIをパートナーに、自らの理解を深めることを学びます。

将来のポートフォリオを形作る 
専門科目群

2 年生からは、INIADが提供する七つの科目群から二つ
を選択し、専門科目を学習します。「 IoTからクラウド技
術まで、最先端技術を身につけたエンジニアになりたい」

「ビッグデータや生成AIを活用した新規事業を起こしたい」

「地域社会の DXを推進したい」など、自分の将来につな
がる科目群を選択し、その分野について深く学びます。

チーム実習
「情報連携チーム実習」は、学部 3 年の必修科目として

設 定されています。2 年 生より学 び始 めた科目群 の専 門
知識・スキルを持ち寄り、学部横断で 5人程度のチームを
組み、自主的にプロジェクトを立案し、1年間をかけてプロ
ジェクトを遂行します。「連携力」を重視する INIADなら
ではの、ユニークな取り組みです。

実際の社会では、自分とは違う強みを持った仲間と協
力することが必要です。特に、スタートアップをはじめとし
た社会の多くの ICTビジネスは、エンジニア、デザイナー、
プロジェクトマネージャをはじめ、さまざまな役割をもつ
人 々が協 力して作られています。そのような「 社 会」を
疑似体験し、貢献をする意義、あるいはその難しさを知
ることを目的とした「実習」です。

卒業研究
4 年生では、教 員の研 究室に所属し、1 年間をかけて

専門的な研 究テーマに取り組みます。もちろん大学院に
進学し、研究者を目指して、より本格的に研究活動を行う
こともできます。
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プログラミング

数学・確率統計 コミュニケーション

基盤教育科目

コンピュータ・サイエンス基礎数理基礎コミュニケーション

専門科目

連携の基礎

卒業研究

連携チーム実習

語学系科目
（選択）

語学系科目
（必修）

数学・統計学
（必修）

情報系講義
（必修）

情報系演習
（必修）

情報連携学概論ⅠおよびⅡ
（必修）

情報連携実習
（必修）
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（必修）
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七つの科目群 （科目例）
�「プログラミング言語」「コンピュータ・アーキテクチャ」	
「オペレーティングシステム」「コンピュータ・ネットワーク」

コンピュータ・ 
システム科目群

高度にデジタル化した現代社会は、無数のコン
ピュータとそのネットワークに支えられています。
最新鋭の AI 技術も、大量のコンピュータ資源によ
り支えられています。このような IoT ＋ AI 時代の
情報システムを構築するには、OS（オペレーティ
ングシステム）からネットワークに至るまで、コン
ピュータ・サイエンスの体系的な理解が必要にな
ります。コンピュータ・システム科目群では、最
先端の情報システムを自ら構築するための知識・
スキルを身につけます。

（科目例）
「デザイン理論」「UXデザイン」	
「ヒューマン・コンピュータ・インタラクション」

ユーザ・エクスペリエンス 
科目群

人を惹きつける情報サービスには、魅力的な UX デ
ザインが不可欠です。ユーザ・エクスペリエンス
科目群では、基本的なデザインに関する知識を学
習したうえで、「人とコンピュータの関わり」に関
するデザインを深く学び、新しいアイデアを形に
するための実践的な知識・スキルを身につけます。

（科目例）
「アルゴリズムとデータ構造」「データベース」	
「ソフトウェア・エンジニアリング」「サイバーセキュリティ」

コンピュータ・ 
ソフトウェア科目群

DX を実現するためには、社会のさまざまな課題を
分析し、それを解決する情報サービスを設計・開
発できることが必要になります。さらに変化の早
い現代においては、情報サービスを迅速に立ち上
げ継続的に発展させることが期待され、そのため
のソフトウェア開発手法を身につけることも求め
られます。コンピュータ・ソフトウェア科目群では、
モダンな情報サービスの設計・開発を行うための
知識・スキルを身につけます。
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（科目例）
「コンピュータ・システム社会応用論」「コンピュータ・ソフト
ウェア社会応用論」「ユーザ・エクスペリエンス社会応用論」
「データサイエンス社会応用論」

ICT社会応用科目群

あらゆる分野で DX が求められる現在、プログラミ
ングをはじめとしたコンピュータ・サイエンスの
知識は、将来どのような分野で働くとしても、大
きなアドバンテージとなります。ICT 社会応用科目
群では、INIAD 生全員が学習するプログラミング
をベースに、特に ICT（情報通信技術）の実社会へ
の応用の観点について、重点的に学習します。

（科目例）
「データサイエンス基礎」「データマイニング論」	
「機械学習と人工知能」「ディープラーニング」

データサイエンス科目群

現代社会においては、世界中で常に生み出され続
ける大量のデータが、DX の源泉となっています。
これらのビッグデータを読み解き社会の課題解決
につなげる力は、これからのあらゆるビジネスの
分野で欠かすことのできない能力です。データサ
イエンス科目群では、統計分析の知識を基礎に、
機械学習や AI（人工知能）技術を活用し、ビッグデー
タを分析するための知識・スキルを身につけます。

（科目例）
「地域・コミュニティ分析」「地域・コミュニティ創生」	
「持続可能な社会の形成」「公共空間とコミュニティデザイン」

コミュニティ形成科目群

現在、スマートシティとよばれるような、複雑化
し高度化するまちの活動を最先端技術で支える取
り組みが世界中でなされています。インフラの設
計・管理、環境への配慮、健康、快適で便利なく
らしの実現など、地域・コミュニティにおける ICT
の活用はますます盛んになり、それによって豊か
なくらしを創り出すことができます。コミュニティ
形成科目群では、ICTを活用した地域・コミュニティ
形成の基本的な考え方を身につけることができま
す。

（科目例）
「ビジネス構築基礎」「経営論」「マーケティング」「制度設計論」

ビジネス構築科目群

現在、コンピュータは誰でも手に入るものになり、
特別な資格や高価な機器がなくても、知識とスキ
ルを身につければ新しいサービスやモノを創れる
時代になりました。クラウドファンディングによ
る世界中の不特定多数からの資金調達など、イン
ターネットを活用し、これまでになかった形で新
たなビジネスを立ち上げるしくみも、次々と世に
出ています。ビジネス構築科目群では、何度でも
挑戦するマインドを持ち、チームを束ねて、新し
い ICT ビジネスを構築することのできる人材を育
成します。
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IPA「2025年度未踏 IT人材発掘・育成事業」スーパークリエータ認定

被災地支援と観光振興

生の活躍
開設から10 年目を迎え、INIAD生が学外で活躍 
する事例も増えてきました。
ここでは、いくつかの事例を紹介します。

「OSとWebブラウザを統合したローカル LLM  
 支援型オペレーティングプラットフォームの開発」
浅野 凌輔（INIAD）・髙橋 侑大（INIAD）・鮎澤 颯人（電気通信大学）

「Floorp OS（フロープオーエス）」は、普段使っているウェブブラウザと、
パソコンやスマートフォンの基本システム（OS）を一つにまとめ、AI の力
を利用して、さまざまな作業を統合・自動化するシステムです。
浅野さんが長年開発してきた Floorpブラウザの実績と、チームメンバー
それぞれの専門性を組み合わせた挑戦的な取り組みで、2025 年度未踏 IT
人材発掘・育成事業に採択され、開発を進めてきました。成果物はすべて
オープンソースとして公開されています。約 9 か月間にわたる取り組みの
結果、本プロジェクトメンバー内の全員が「未踏スーパークリエータ」に
認定されました。
• Floorp OSの詳細 : https://ja.floorp.app/floorp-os
• �プロジェクトの成果概要:  

https://www.ipa.go.jp/jinzai/mitou/it/2025/seika.html#takesako

能登の復興を支える観光アプリ『めぐり』
ボランティア団体「こもれび」 
布施 拓真・住吉 壱仁・正岡 一颯・小沼 宥介

INIAD（東洋大学情報連携学部）の学生 4 名からなるボランティア団体 
「こもれび」が、能登半島地震の被災地支援と観光振興を目的としたスマー
トフォンアプリ『めぐり』を 2025 年 10 月にリリースしました。被災地を  

「訪れる」「知る」「支える」体験を通じて、現地の人々と利用者をつなぐ
ことを目指しています。

「こもれび」は、「相手が本当に求めている支援を、自分たちで考えて実行
したい」という想いで立ち上げた、学生による任意団体です。学生にとって
現地での活動は長期休みや週末に限られてしまう中、INIAD での学びを
活かし、被災地と継続的に関わりたい、という思いから開発されました。
• �『めぐり』アプリ特設ページ：https://komorebi-volo.com/meguri/meguri.html
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学会発表での表彰

INIADでは学外での学会発表を奨励する制度もあります。
毎年多数の学生が、国内外の学会などで研究成果を発表
しており、その成果を表彰されています。

High-Performance Graphics 2025 Student Competition 
（2025年 6月23日～ 25日）： 2nd Place Prize
「Stereoscopic Rendering with SVGF and  
 Spatial Reprojection」
桐畑 響（石川知一研究室所属）

High-Performance Graphics（HPG）は、パフォーマンス重視のグラフィッ
クスおよびイメージングシステムの研究における主要な国際フォーラム
です。HPGの学会で開催された、SVGF（Spatiotemporal Variance -
Guide d Filter ing）アルゴリズムをテーマとした、今 年の Student 
Competitionにおいて、両眼前ディスプレイに 2 枚同時に画像を提示する
必要があるVirtual Reality（VR）に対してSVGFを適用する方法を実装し、
2nd Place Prizeを受賞しました。

第21回 IEEE TOWERS（2024 年11月）： 
IEEE TOWERS Best Award

「Athena：AI Programming Mentor」 
（ポスター発表）

Yadanar Lin（Khan研究室所属）

学習と創造的思考を促進する教育学に基づき、オープンソースの大規模
言語モデル（LLM）と検索拡張生成（RAG）を活用したマルチモーダル AI
プログラミングチューターである Athenaというシステムを開発しました。
Athena の有効性を、実際のプログラミング学生を対象としたユーザー
スタディを通じて実証されました。

国際会議 IIAI-AAI 2024（2024 年7月）： Best Paper Award
「A Cooperative Card Game for Learning 
 Social Media Etiquette」
片野坂 俊樹（Khan研究室所属）

SNS 利用者はマナーを十分に理解せず、不適切な投稿や行動がハラス
メントやネットいじめにつながることがあります。そこで本研究は、SNS
上のコミュニケーションマナーを学ぶための協力型カードゲーム「SNS 
Master」を提案しました。実際に大学祭で初期評価を行い、楽しみながら
教育内容を伝えられる可能性を示しました。
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学会発表での表彰

情報処理学会 第88回全国大会（2026 年 3月）：学生奨励賞

「炎による動的な照度変化を考慮した 
 単一画像からのシネマグラフ生成」
渡邉 幹太（石川知一研究室所属）

シネマグラフにおける新たな表現手法を提案しました。これまで海や空を
対象に研究されてきたシネマグラフという表現手法に対して、三次元再構
成と再照明を追加し、炎の表現において既存手法との印象の比較を行いま
した。その結果、本手法によって炎表現の自然さが向上することを確認し
ました。

情報処理学会 第88回全国大会（2026 年 3月）：学生奨励賞

「ユーザーのスキルに適応可能な 
 AIダンス生成のための難易度評価指標の検討」
渡貫 ゆうな（石川知一研究室所属）

AIによるダンス生成における新たな難易度制御手法を提案しました。人間
が感じる主観的難易度と整合する客観的指標として動作の大きさなどをモ
デル化し、推論時ガイダンスを用いて生成プロセス内部から難易度を制御
する手法を拡散モデルに実装しました。その結果、姿勢の破綻を防ぎながら、
生成されるダンスの難易度を客観指標に基づいて制御できる可能性を示し
ました。

情報処理学会 第88回全国大会（2026 年 3月）：学生奨励賞

「MinecraftにおけるLLMエージェントを用いた 
 プレイヤー体験の向上」
吉野 巧実（佐野崇研究室所属）

大規模言語モデル（LLM）を用いたエージェントに関する研究です。LLMエー
ジェントの応用はゲームだけでなく、詳細なweb 検索やプログラミングにも
行われていますが、本研究では「人を楽しませる」という観点から、アンケー
ト調査を伴った定量的評価によって、その能力や限界を調べた点が特徴的
です。

情報処理学会 第88回全国大会（2026 年 3月）：学生奨励賞

「大規模言語モデルを用いた意見データセットの生成」
高田 悠平（中村周吾研究室所属）

パブリックコメントのような「人の意見」を集めたデータセットを、大規
模言語モデル（LLM）を用いて人工的に生成する新規手法の提案に関する
研究です。各ペルソナに仮想的な経験を設定し、また１つのペルソナか
ら複数意見を生成して多様性が保たれるように選択する多段階ステップ
によって意見生成を行うことで、人の意見と同程度の多様性をもち、よ
り「人間らしい」意見データセットの生成に成功しました。
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学会発表での表彰 　

映像表現・芸術科学フォーラム2026（2026年3月）：優秀発表賞

「生成 AIを用いた地方創生のための 
 シリアスゲームの制作と検証」
川浦 弘暉・荒巻 杏実・原 良・宮原 咲弥・石川 知一教授 

（情報連携学部3年 チーム実習）

「地方創生」をテーマとしたプロジェクト型の実習で、特に限界集落の問
題を認知してもらい、自分事として捉えてもらうためにシリアスゲームを
開発して、効果検証を行った内容をまとめた研究です。43 名を対象とし
た実証実験の結果、ゲームプレイを通じて地方創生への関心および課題
理解度が向上する傾向が確認されました。

映像表現・芸術科学フォーラム2026（2026年3月）：優秀発表賞

「VALORANTにおける視線移動の 
 熟練度差についての一研究」
山口 昇真（石川知一研究室所属）

FPS（First Person Shooter）ゲーム「VALORANT」におけるプレイヤー
の熟練度と視線行動の関係を明らかにすることを目的とした視線分析を
行いました。アイトラッカーを用いてプレイ中の視線データを取得し、
ゲーム映像と同期させることで、特定 UI の視認率、敵出現時の視線挙動、
ラウンド開始前の視線配分を解析しました。

電子情報通信学会ネットワークシステム研究会（2026 年1月）： 
若手研究奨励賞

「C-V2Xにおける強化学習を用いた 
 自律分散型リソース再割当手法の一検討」
加藤 瑠（川原亮一研究室）

本研究は、セルラー車両通信を対象に、強化学習を用いた周波数リソース
割当手法を提案しています。各車両がローカルに観測可能な情報のみ
を用いてリソース選択を行う手法で、さまざまな学習モデルとの比較評
価や強化学習の報酬・状態設計などの工夫を通じて、シミュレーション
により提案手法の有効性を評価しました。
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学会発表での表彰

情報処理学会 第198回コンピュータグラフィックスと 
ビジュアル情報学研究発表会（2025年6月）：学生発表賞

「高低差があるVR 空間における直線指定のテレポーテーションの提案と評価」
桐畑 響（石川知一研究室所属）

VR 環 境における垂直移動を改善するためにハンドトラッキングを使 用する 2 つの新しいテレポーテーション手法、
SphereBackcastとPenetrationを設計し評価を行いました。本研究の結果は、垂直方向の要素が大きい VR 環境だけで
なく、VR 環境全般に適用可能な効率的なテレポート技術を確立し、現在のハンドジェスチャーベースの移動方法における
現在の課題に対処するものになります。

情報処理学会 第87回全国大会（2025年 3月）：学生奨励賞

「動画拡散モデルを用いた少数データによる新規視点画像生成」
柳 黎史（佐野崇研究室所属）

拡散モデルによる画像生成に関する研究です。大規模な拡散モデルは高精細な画像を生成可能ですが、狙った画像を生成
することは容易ではありません。この研究では、あるオブジェクトの写った 1 枚の画像を用いて、そのオブジェクトを
別の角度から写した、新規視点画像を生成する問題に取り組みました。既存の拡散モデルに対する省メモリな調整方法
を提案し、さまざまな対象や条件に対して手法の有効性を体系的に検討しました。

情報処理学会 第87回全国大会（2025年 3月）：学生奨励賞

「ゲーム内の見た目と実際の衝突判定の差異が 
 プレイヤーの体験に与える影響」
水野 瞭汰（石川知一研究室所属）

ゲーム内の見た目とキャラクターの実際 の 衝突 判定との間に生じる
ギャップが、プレイヤーのゲームフィールに与える影響を分析することを
目的として研究しました。具体的には、弾幕シューティングゲームを作
成し、見た目通りの衝突判定と、見た目より大きい衝突判定を設定し、
それぞれの影響を比較しました。
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学外での活躍

INIAD生の活躍は、学内だけに留まりません。
ここでは、公共交通オープンデータチャレンジにおいて 
入賞した学生の作品を紹介します。

時刻表アプリ「デジシルベ」
寺田 一世

「デジシルベ」は、MaaS によるモビリティ革命を体感できる
東京公共交通機関ガイドアプリです。東京公共交通オープン
データチャレンジで提供された公共交通関連のオープンデー
タを使っています。私がプログラミングを学びはじめたのは
大学に入学してからですが、自分が作ったアプリやスキルが
自分の生活だけでなく周りの人の生活も豊かにすることがで
き、とても嬉しく感じています。

「めぐる」都営バス遅延予測システム
樋口 義樹

「めぐる」は、約 678万件のバスリアルタイムデータと気象デー
タを用いて都営バスの遅延を予測するアプリです。
運行データと天候の関係を機械学習を用いてモデル化するこ
とで、その日時の気象条件に応じた精度の高い予測を実現し
ました。
バス利用者があらかじめ遅延リスクを知ることで、より正確
な移動計画を立てられるよう支援し、バス利用時のストレス
軽減と利便性向上に貢献します。

Tokyo Train Delay（東京遅延情報）
リンピポルパイブル チャノン・堀口 紘平・押久保 秀英

「Tokyo Train Delay（東京遅延情報）」はオープンデータを
利用し、首都圏の交通機関の遅延情報をリアルタイムでツ
イートする X（旧 Twitter）の bot です。また、より詳細かつ
簡潔に見やすくリアルタイムの列車遅延情報を提供するWeb
アプリも開発しました。英語にも対応済みなので、日本人
だけでなく外国人の方も、都内の円滑な移動や快適なくらし
を実現するために利用できます。
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情報連携チーム実習Ⅰ・Ⅱ

「情報連携チーム実習」は INIADのコンセプトである、文芸
理融合、連携力、多様性が生み出すイノベーションを体験
する重要な教育項目です。
異なる人材との連 携を行うためのコミュニケーション力、
連携能力を身につけ、卒業研究でも必須となる論理的思考、
資料や文章をまとめる力をつけることを目標としています。
社会の実務では、自分とは違う強みを持った仲間と協力する
ことが必要です。「実務」を疑似体験し、貢献をする意義、
あるいはその難しさを知ることを目的とした「実習」です。

2024 年度 東洋大学優秀教育活動賞
情報連携学部 情報連携学科の教員による「情報連携チーム実習Ⅰ・Ⅱ」が、2024 年度 東洋大学優秀教育活動賞を受賞
しました。

「情報連携チーム実習」では、学部全体からさまざまな専門性を持つ10 数名の教員が参画し、それぞれの専門性を活かし
ながら実習の質向上に向けて連携しています。異なる専門を学ぶ学生たちが小チームを組み、実社会の課題解決に 1 年
かけて挑戦するこの実習では、教員はアドバイザーとして学生の成長を見守ります。毎年設定する共通テーマ（2024 年度
は「生成 AI の活用」）が適度な競争心を生み、チームごと独創的なアイデアが生まれる環境を創出しています。また、
Slack 上の「知恵共有の場」では、チームを超えたオープンな協力文化を醸成しています。この実習を通して培われる
連携力は、学生の就職活動や卒業後のキャリアに大きく貢献しており、卒業生からも「社会で最も役立った経験」との
声を多数いただいています。
教員自身もこの実習を通じて本学部の「連携」理念を具現化する、象徴的な教育プログラムです。

受賞者のコメント

「情報連携チーム実習」は、情報連携学部の創設者である坂村健先生が、本学部のコンセプトを象徴する科目として設立され、
着実に発展してきました。年度を重ねるごとに、プロジェクトに取り組む学生の意欲や活動レベルが一層高まっていることを、
教員一同も実感しています。外部企業の方々からお褒めの言葉をいただく機会や、卒業生から「この実習がとても有意義
だった」との声を聞くことも増えており、今回の受賞は、本学部に関わる全員にとって大きな励みとなります。
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チーム実習での生成AI活用

学部 3 年の必修科目「情報連携チーム実習」では、専門科
目群の専門知識・スキルを持ち寄り、 1年間をかけてプロジェ
クトを遂行します。INIADでは、生成 AIの積極的な活用を
推奨しており、チーム実習においても、生成 AIの新たな活用
方法について、多くの成果が生み出されました。

AI Study Map
田戸 優人・田村 燦歩・中島 周吾・吉本 康聖

生成 AIとマインドマップ学習をかけあわせた、大学生向け
学習支援 Webアプリケーションアプリです。学習テーマを
入力すると、ChatGPT がそのテーマを学習するためのマイ
ンドマップを、自動的に生成します。たとえば、Pythonと
いうキーワードを入れれば、基本的な構文や関数といった、
学習トピックが表示されます。各トピックの確認問題に正解
すると、その項目を発展させた次の学習トピックが表示され
ます。このような学びを通じて、その学習テーマを体系づけ
て学習することを支援します。

TalkAnalyzer
阿部 賢太郎・塚本 七美・阿部 巧実・小林 遼雅

生成 AI を使った、性格診断アプリケーションを開発しまし
た。従来の性格診断では、性格診断用に決められた質問に
答える必要がありました。このアプリケーションでは、利
用者が ChatGPTと自然な会話を行うなかで、その受け答
えをもとに、ChatGPT が性格診断を行います。

INI-Connect
高田 悠平・北村 史織・松本 大知・吉岡 理央

生成 AIを活用して、INIAD 生の連携を向上させるアプリケー
ションを開発しました。たとえば、「就活がうまくいかない」
といった悩みを投稿すると、生成 AI が INIAD 生たちの抱え
る悩みを抽出します。それに対して多くの共感が集まると、
企画が生成されます。そして、学生が参加するボタンを押
すと、Slack に自動的にチャンネルが作成され、学生の連
携を促します。
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卒業研究の成果

学部 4 年では、教員の研究室に所属し、1年間をかけて専門
的な研究テーマに取り組みます。情報通信技術を活用し、 
社会の課題解決につなげることを目指す研究が多いようです。

盛り上がりDetector
福井 隼
聴覚障碍者がスポーツ観戦を楽しむことを目的に「盛り上
がり」を可視化するアプリです。AI を利用してスポーツの歓
声データを学習しています。スポーツ観戦中に、観客の歓
声から「盛り上がり」を認識すると、スマートフォンの画面
上に、色分けして表示します。スマートフォンがスリープ中
は、スマートウォッチと連動します。「盛り上がり」を認識
するとバイブレーションで知らせます。

AiDAR for VI
Sahas Gurung
視覚障碍者の方を対象とした、障害物までの距離と、自分
の前に何があるのかを説明してくれる、スマートフォンアプ
リを開発しています。スマートフォンの LiDAR センサーで、
障害物までの距離を教えてくれるほか、GPT-4 Vision を用
いることで、周りに何があるかを説明してくれます。たとえ
ば、壁までの距離を確認し、壁に書かれているフロアマップ
の内容を読み上げることもできます。

☆いにあど なび☆
鬼﨑 高幸

大規模言語モデルを活用した INIAD のナビゲーションアプリ
です。INIAD の BLE（Bluetooth Low Energy）インフラを
用いて現在地を認識し、さらにChatGPTに行きたい場所を
話しかけると、現在地から目的地までのナビゲーションを行
います。ナビゲーション中に施錠されたドアを通るときには、
INIAD のAPIを用いて自動的に解錠します。また、対話的に
部屋の照明などを操作する機能も備えています。

生成 AIとデジタルサイネージによる 
事務連絡 DX
佐藤 蒼巴

生成 AIを用いて学内の事務連絡をデジタルサイネージでま
とめて閲覧できるシステムです。Slack 上に掲載された事務
連絡をもとに、デジタルサイネージ向けのコンテンツの生成
から掲載までを生成AIを用いて全自動で行います。たとえば、
キャッチコピーや背景の画像、上部のジャンル分けについて
も生成 AIを用いて行われています。
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INIADの大学祭

INIADの大学祭では、INIADで身につけたスキルを活かした、
さまざまな企画が行われます。コロナ禍に開催されたオンラ
イン大学祭においても、システム構築から運用に至るまで、 
すべて学生が行いました。

QRコードを使った大学祭受付アプリ
宇都宮 綾優

授業で学んだ Webアプリの知識や Git の知識を活用し、
大学祭用にQR コードを使った受付アプリを開発しました。
総合受付で来場者に年齢や性別などを入力してもらい統計
データとして活用したり、サークル団体の受付で QR コード
を読み取ることで、誰がどこを訪れたのかを調べたりでき
ます。

脱出ゲーム
阿部 賢太郎

INIAD の IoT 設備を制御する API を使ったアプリ開発に興
味があったので、それを使った脱出ゲームを大学祭で開発
しました。部屋のモニターに表示されている問題を解くこ
とで次の部屋の鍵が開き、部屋の照明が暗くなります。そ
して次の部屋の問題、次の部屋の問題……と解き進んでい
くことで脱出することができます。プログラムを通して、現
実世界のものに影響を与えられるのがとても面白いです。

子ども向けプログラミング教室
春名 美波

私はこの学校でプログラムの楽しさを学び、プログラムを
書けるようになれば、いろいろなアイデアを形にすること
ができるようになることを、皆さんに知ってもらいたいと
思いました。そこで大学祭でプログラムを知らない子ども
たちのために Python を使って楽しくプログラムを学ぶ教
室を開催しました。
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輩出を目指す人物像
INIADでは、自分の将来像にあわせて
七つの科目群から二つを選択することが
できます。あくまでも一例ですが、
このような選び方ができます。

エンジニア人材になるには...
●  「コンピュータ・システム科目群」×
「コンピュータ・ソフトウェア科目群」
コンピュータ・サイエンスを体系的に習得し、
情報システムの設計・開発ができるソフト
ウェア・エンジニアを目指す

●  「コンピュータ・ソフトウェア科目群」×
「データサイエンス科目群」
AI／ IoTを駆使した、最先端の情報サービス
を開発できるエンジニアを目指す

デザイナー人材になるには ...
●  「ユーザ・エクスペリエンス科目群」×
「コンピュータ・ソフトウェア科目群」
WebサービスのUXデザインを行える人材を目指す

●  「ユーザ・エクスペリエンス科目群」×
「コミュニティ形成科目群」
AR／VRなどの最先端技術、空間デザインや、モノ・
サービスのデザインに活かせる人材を目指す

ビジネス構築人材になるには ...
●  「ビジネス構築科目群」×
「データサイエンス科目群」
ビッグデータを活用し、企業のDXを先導
できる人材を目指す

●  「ビジネス構築科目群」×
「ICT社会応用科目群」
ICTを応用したイノベーティブなビジネスを
開発できる人材を目指す

コミュニティ形成人材になるには ...
●  「コミュニティ形成科目群」×「データサイエンス科目群」
GISやビッグデータを活用し、政府や地方政府のDXを
先導する人材を目指す

●  「コミュニティ形成科目群」×「ICT社会応用科目群」
情報通信技術を応用し、地域コミュニティの形成や
都市サービスの構築を行うことができる人材を目指す
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進 学

就 職

チームで進む道

● 一次試験免除制度 
 所定の出願要件を満たした INIAD生は、情報連携学研究科
の一次試験免除制度に申請できます。

大学院進学
大学院での研究を通じて、専門力をさらに深める道を
支援します。

● 企業説明会
INIADと協力関係にある／INIADに関心のある企業を招き、
INIAD生のための就職説明会を定期的に開催します。

● 企業マッチング制度
身につけたスキルと企業のニーズとをマッチングし、自分に
合った企業を紹介します。

● インターン紹介
企業説明会・企業マッチング制度を通じて、INIAD生を対象
としたインターンを紹介します。

キャリア支援
INIADで身につけた専門力、グローバル力、連携力を活
かして、社会で活躍する道を支援します。

● ビジネスインキュベーション制度 
INIADでは、学生の起業を、学内シェアオフィスの提供や
スポンサー支援など、さまざまな形で支援します。

チームで起業
チーム実習の実績を活かした、新規事業の立ち上げを
支援します。

国内外の
ICT

関連企業
官公庁スタート

アップ

スタート
アップ

INIAD
大学院

他大学の
大学院

就
職
・
進
路

INIADの卒業生は、

専門力：ICT分野の専門知識・専門スキル
グローバル力：グローバルなコミュニケーション能力
連携力：チームで課題解決する能力

を活かして、社会の多方面で活躍します。

C言語
あなたはC 言語をどの程度理解していますか？ 最も近いものを答えてください。

○　全くわからない。○　if 文やfor 文を使った簡単な関数を作ることができる。

○　ポインタを適切に利用することができる。
○　構造体を適切に利用することができる。

○　ヒープとスタックを理解し、適切にメモリ管理されたプログラムを開発することが

できる。

Git
あなたはGitをどの程度理解していますか？ 最も近いものを答えてください。

○　全くわからない。○　GUIのツール（Github Desktop）を使って、コマンドを使うことができる。

○　gitのコマンドをCUIで使うことができる。

○　Gitを活用したワークフローや、ブランチ、プルリクエスト等の概念を理解している。

○　GitHub上でソフトウェアを公開している。

Python
あなたはpythonをどの程度理解していますか？ 最も近いものを答えてください。

○　全くわからない。○　if 文やfor 文を使った簡単な関数を作ることができる。

○　一般的なライブラリを利用したプログラムを書くことができる。

○　クラスを適切に定義することができる。
○　複数のファイルからなる、適切にモジュール化されたプログラムを開発することが

できる。

プログラミング・エンジニアリング能力

実績
データ分析に関して、具体的にアピール可能な実績があれば記述してください。

（例：Kaggleにおける成果など）
回答を入力

データ分析スキル以下の中で、使い方を理解しているライブラリを回答してください。

（マニュアルなどを参照すれば自力でコーディング可能なもののみを答えてください。）

□　Numpy

□　Matplotlib
□　Pandas
□　Scikit-Learn□　Keras / Tensor-Flow

データ分析
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企業マッチング制度
INIADでは、東洋大学としての一般的な就職支援のほかに、独自
の企業マッチング制度を実施しています。

○ マッチング制度の利用を希望する在校生に対しては ...
INIAD 在学中に身につけたスキルについてのポートフォリオを作
成します。ここでは、基本的な ITリテラシーから、Webアプリケー
ション開発、フロントエンド開発、AIライブラリの活用に至るまで、
きめ細かく本人のスキルシートを作成します。

○ INIAD卒業生の採用を検討する企業の皆様には ...
その企業で特に求めるスキルシートを、ご提出いただきます。
このスキルシートをもとに、特に適性が高いと考えられる在校生
を各企業に紹介し、説明会やインターンを通じた選考を行って
いただきます。

このようなきめ細かなマッチングを行うことで、従来の学校推薦
などよりも各社により適性の高い卒業生をご紹介することが可能
になる、まさにWin-Win の制度です。

就職実績
過年度、就職を希望する卒業生の 98.5% 程度が就職を達成して
います。

IT 業界の民間企業へのエンジニアとしての就職が多いものの、
DX への期待から建設業界など IT 業界以外の民間企業、官公庁
へも多くの卒業生を輩出しています。

（主要就職先）　＊一部 INIAD大学院生の就職先も含む

・アクセンチュア株式会社
・アマゾンジャパン合同会社
・SCSK株式会社
・株式会社NSD
・株式会社NTT DATA
・NTTドコモソリューションズ株式会社
・NTTドコモビジネス株式会社
・エフサステクノロジーズ株式会社
・花王株式会社
・株式会社カプコン
・キヤノン株式会社
・京セラコミュニケーションシステム株式会社
・KDDI株式会社
・厚生労働省
・株式会社コーエーテクモホールディングス

・国土交通省 関東地方整備局
・独立行政法人国立印刷局
・株式会社サイバーエージェント
・株式会社Sun Asterisk
・株式会社ジェイアール東日本情報システム
・独立行政法人情報処理推進機構
・Sky 株式会社
・住友電装株式会社
・セイコーエプソン株式会社
・全日本空輸株式会社
・株式会社ゼンリン
・ソニー株式会社
・ソフトバンク株式会社
・大成建設株式会社
・大日本印刷株式会社
・株式会社ダイフク
・株式会社大和総研
・チームラボ株式会社
・デロイト トーマツ サイバー合同会社
・東急建設株式会社
・東京都
・有限責任監査法人トーマツ
・戸田建設株式会社
・TOPPAN株式会社
・トレンドマイクロ株式会社
・株式会社ナビタイムジャパン
・日本アイ・ビー・エム株式会社
・株式会社日本経済新聞社
・日本総合住生活株式会社
・日本通運株式会社
・日本電気株式会社
・日本郵便株式会社
・任天堂株式会社
・株式会社野村総合研究所
・ハウス食品株式会社
・パナソニック株式会社
・株式会社日立システムズ
・株式会社日立製作所
・BIPROGY 株式会社
・富士通株式会社
・ 富士フイルムビジネスイノベーションジャパン株式会社
・株式会社本田技術研究所
・みずほリサーチ& テクノロジーズ株式会社
・三菱ふそうトラック・バス株式会社
・株式会社三菱UFJ 銀行
・LINEヤフー株式会社
・楽天グループ株式会社
・株式会社LIXIL
・リコージャパン株式会社
・地方公務員（市役所等）
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（例：Kaggleにおける成果など）
回答を入力

データ分析スキル以下の中で、使い方を理解しているライブラリを回答してください。

（マニュアルなどを参照すれば自力でコーディング可能なもののみを答えてください。）

□　Numpy

□　Matplotlib
□　Pandas
□　Scikit-Learn□　Keras / Tensor-Flow

データ分析

IN
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INIADの教育方式
ネットワークと現場を 
組み合わせた 
新時代の教育
ネットワークの時代だからこそ、INIAD では「その場に集う

こと」を重視している。知識を受け取る部分はネットワーク

のオンライン教育システム「 M
ム ー ク ス

OOCs」で行う。いつでも、

どこでも、何度でも、納得行くまでブラウザ経由で受講が

可能で、演習により自分の理解度も確認できる。

一方、キャンパスではネットワーク上でできないことを行う。

具体的には、教師や、学生同士での討論を中心とした対話

中心の授業や、手を動かす実習を行い、オンライン教育シス

テムで得た知識を消化し身につけることを促している。

従来の大教室から多数の 
小教室中心の構成へ
従来の日本の大学─特に私学や文系の大学では、教師から学生に一方的に知識

を伝える「講義」形式が主流であった。そのため、より多くの学生を収容できる

大教室が効率的とされてきた。しかし、単に先生が一方的に知識を授けるだけ、

学生が受け取るだけでは「連携」にはならないし、対話中心の授業は、大人数で

は成果がでない。そこで、INIAD の教室は、小教室中心の構成になっている。

また、さらに小さいミーティングスペースが多く用意されており、3 年

生以降に開始されるチーム実習のための拠点としたり、学内で起業

する会社のオフィスとして利用したりと、さまざまな利用が可能

である。
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キャンパス機能

メディアセンター
本のない図書館

メディアセンターは、INIADにおける図書館に相当する施設である。ただし普通の図書館と異なるのは

紙の本が1冊もないこと。これはINIADがペーパーレス環境の実現を目指しているから。ではどのように

学生は図書館を利用するのだろうか。INIADではさまざまな分野にまたがる電子書籍や電子ジャーナル

と契約している。INIADのアクセスコントロールにより許可された学生や教職員は、持参したノートPC

やメディアセンターに設置されているタブレットなどで電子ブックを閲覧することができる。

INIADの学生の中には、初めてコンピュータを本格的に利用する学生もいるので、メディアセンターに

はコンピュータの相談窓口であるヘルプデスクがあり、学生は開室時間内ならインターネットに接続

する方法などをいつでも相談することができる。また、

メディアセンター内には自習スペースが豊富に用意さ

れ、電源も用意されている。一人でいながら、同時に周

囲に人々を感じられる、適度な独立感のパーソナルス

ペースで、学生は自分のコンピュータを利用して授業

の予習や復習を行うことができる。
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展示エリア
メディアセンターに隣接するスペースは、学生などさまざまな人が

集い、出会う公共スペースとなっている。学内で行う講演会に合わ

せた展示会、演習の作品展示、学内スタートアップの商品発表、

さらには大学祭などさまざまなイベントに利用可能である。

展示台などの各種の展示用家具や大型プロジェクターなどの設備も

用意されており、パネル展示から実物展示、プロジェクター展示など

が可能である。

ミーティングスペース

ネットが主流になっても、直接顔を合わせてコミュニケーションを取ることの重要性は変わら

ない。メディアセンターはその対面でのコミュニケーションを助けることを中心に、ネットの

中だけでは実現できないメディア機能を提供するスペースでもある。

ミーティングスペースでは、学生が少人数で集まって、一つの同じ大画面を見てコミュニケー

ションを取ることができる。また、ミーティングスペースはさまざまなインテリアで気分を変え

られるようになっており、アイデア出しを刺激する。他のチームとの適度な距離感を保つことが

でき、セレンディピティ（予期せぬ幸運な出会い）を演出し、アイデアの掛け算効果を生みだす。

近くにはカフェスペースもあるので、クリエーションに疲れたら、美味しいお茶とスイーツでリフ

レッシュしてはいかがだろうか。

小人数でのセミナーや討論会を行える小規模なシアタースペースも用意されている。プレゼンテー

ションや展示などに使用できる曲面スクリーンには、スティッチングとよばれる技術によって3個

のプロジェクターの映像をシームレスに合成して1枚の画面として投影することができる。

使い方の例として、この曲面スクリーンに、東洋大学の創設者であり、妖怪研究の専門家でもある井

上円了先生のコレクションの一つ、妖怪の絵巻物を投影してみよう（左図）。実物は貴重品であり、実際に絵巻物を開いて鑑賞する

ことは難しいが、この展示のように絵巻物を電子化し、曲面スクリーンを活用して実物には手を触れることなく鑑賞することがで

きる。

INIADホール 4Kプロジェクター

INIAD内で学年全体が集合できる大きな空間として、約400人を収容できる

INIADホールが整備されている。INIADホールには、さまざまなイベント

やパブリックビューイング等に対応できるよう、2万ルーメンの超高輝度で

4K+の高解像度のプロジェクターが3台設置されており、これらをシーム

レスに統合して一体的に映像投影を実現している。このプロジェクターは

超短焦点レンズを搭載していることから、ステージ上に立ってもスクリーン

に影が出ないようになっている。
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INIAD教育クラウド

INIADキャンパスAPI

学内
ネッ
トワー

ク

学内
ネッ
トワー

ク

照 明

空 調

人感センサー

照度センサー

温度・湿度・気圧センサー

照 明

空 調

人感センサー

照度センサー

温度・湿度・気圧センサー

エレベーターエレベーター スマートメータースマートメーター

無線 LAN
アクセスポイント
無線 LAN

アクセスポイント

インテリジェントドア
（ICリーダ）

インテリジェントドア
（ICリーダ）

BLEマーカーBLEマーカー

IoT化された 
未来のキャンパス

最先端の空間で学ぶ
赤羽台キャンパスにある INIAD は最先端の IoT 技術により、さまざまな

設備や機器をネットワークに接続し、それらがキャンパスの状況に合

わせて協調動作することで、人々に最適な環境を与え、使用エネルギー

の最適化を図る。このように設備や機器を空間の状況に合わせて最適

制御するというコンセプトは、坂村健 INIAD 創設者がプロジェクトリー

ダーを務める TRON プロジェクトの目指すところであり、赤羽台キャン

パスはこの研究成果を取り入れた未来のキャンパスを実現している。

研究室には、電灯やエアコンのスイッチはない。キャンパス内にある

センサーを利用して環境を自動認識して制御を行い、利用者からの指示

はスマートフォンや PC からネットワーク経由で行う。教室や研究室

などへは IC カードやスマートフォンで鍵を開けて出入りする。講義の

案内や連絡事項などはキャンパス内に設置されたデジタルサイネージ

やスマートフォンで知ることができる。
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INIAD教育クラウド

INIADキャンパスAPI

学内
ネッ
トワー

ク

学内
ネッ
トワー

ク

照 明

空 調

人感センサー

照度センサー

温度・湿度・気圧センサー

照 明

空 調

人感センサー

照度センサー

温度・湿度・気圧センサー

エレベーターエレベーター スマートメータースマートメーター

無線 LAN
アクセスポイント
無線 LAN

アクセスポイント

インテリジェントドア
（ICリーダ）

インテリジェントドア
（ICリーダ）

BLEマーカーBLEマーカー

コンピュータ教育に適した 
ネットワーク環境
キャンパス内には Wi-Fi が整備されていて、情報教育を実施するために十分なインターネット接続帯域が確保

されているので、学生が所有する PC やスマートフォンを持ち込んで、授業や研究に活用できる。

また、クラウドコンピューティング環境として INIAD 教育クラウドを整備している。この INIAD 教育クラウド

を活用した講義も数多く用意されている。学生が INIAD 教育クラウドを自分自身の学習や研究などにも

活用できるよう、設備も整っており、また困ったときには INIAD スタッフがサポートする。
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ビル全体がIoT教材
INIAD HUB-1 では、センサー、照明、空調、ロッカー、

エレベーターなどさまざまな設備や機器がクラウドに

直 結 さ れ て い て、API（Application Programming 

Interface, コンピュータプログラムから、他のプログ

ラムや機器の情報を取得したり制御したりするための

約束事を定めたもの）を通じて操作できる。そして

INIADでは少人数制授業の特徴も生かし、このAPIを使った授業を積極的に展開している。学生はAPIを学習し、これ

らを操作するためにプログラミングすれば、このIoT化されたスマートキャンパスを自身に割り当てられたアクセス

権限の範囲内で思いどおりにコントロールできるようになる。

たとえば、「照明の FULL（明るい）／DIM（薄暗い）／ OFF（消灯）を繰り返すプログラムを書く」といった課題を出し

たとしよう。学生は INIAD の API を使って、プログラムを書いてみる。そして教室のプロジェクターを使って、個々

の学生の画面を映し出しAPIをすぐさま実行し、発表するといった具合だ。さらにINIADのAPIとさまざまな外部サー

ビスの API をマッシュアップして、より高度なアプリケーション開発に取り組むことを教わる。たとえば、「照明を

点けてください」「照明を消してください」といった音声で部屋の照明を制御するプログラムは、Google などが

提供する音声認識サービスの API と INIAD の API のマッシュアップで実現できる。

このように INIAD の学生たちは、オープン API の考え方に沿って、IoT 時代に必要な知識を身につけていく。

INIADキャンパスAPIの利用例

  ・	 プレゼンテーション時に外光が差し込む場合は自動でブラインドを下げて照明を点ける。

  ・	 IC カードをかざして部屋に入室すると、入室した人の好みに合わせた設定で照明・エアコンが動作する。

  ・	 あらかじめ利用階、目的階をスマートフォンに入力しておけば、荷物を運んでいて両手がふさがっているときでも、

エレベーターの前に行くだけで、自動でエレベーターを制御して目的階へ移動できる。
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インテリジェント 
　　　ロッカー

インテリジェントロッカーの表面には名札がなく、

パネルが並んだシンプルなデザインになっている。

このパネル、つまりロッカーの扉1枚1枚は、IoT制御

によって開けることができる。カードリーダーに

登録済の IC カードをかざすと、自分のロッカーの扉

が開く。IoT 制御になっているので、スマートフォン

から開けることもできる。IC カードはいわゆる交通

系 IC カード。電車の定期券がロッカーの鍵となる。

インテリジェントロッカーは、学生用の教材にもなっ

ている。プログラミングによりスマートフォンや IC

カードに扉を紐付け、はじめて自分のロッカーが使え

るようになる。学習が進めば工夫次第で、たとえば

許可を与えた友人に電子鍵をメールで送り一度だけ扉

を開けることを許可するというようなこともできる。

デジタルサイネージ
INIAD では紙をなくすという方針により、教室内の黒板や白板がないだけで

なく、紙を貼るための掲示板もない。そのため INIAD HUB-1 の各所には

デジタルサイネージが多数設置されている。もちろん情報はスマートフォン

やパソコンから得ることもできるが、情報を周知するにはデジタルサイネージ

が効果的である。主要なデジタルサイネージは 55 インチのタッチパネル

ディスプレイ。掲示は短時間でどんどん流れていくが、タッチすると止まり、

自分に必要な情報を見つけて、その場で読んだり、自分のスマートフォン

などに取り込んだりできるようになっている。このほか壁に投影するプロ

ジェクターも多数配置され、INIAD の中で情報発信が簡単にできる。

秋元 隆範（INIAD 第 1 期卒業生）
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INIAD では、インターネットに接続することでインターネット上に

ある高性能なコンピュータやさまざまな情報を活用できる IoT シス

テムを学習するためには、自動車を題材にすることが適していると

考え、10分の1スケールの模型自動車を使ったT-Carとよばれる教材

を用意した。T-Car は、市販のラジコン用の自動車フレームに、明

るさ、距離、車速、温度、車線情報などのさまざまな情報を取得で

きるセンサー類と、速度やステアリングを制御する基板と、リアル

タイム OS「 µT-Kernel」が動作するコンピュータを搭載している。

T-Car は 6
シ ッ ク ス ロ ー パ ン

LoWPAN とよばれる無線通信でインターネットに接続さ

れる。周辺環境のセンサー情報をネットワーク経由で取得したり、

クラウド上の AI が判定した結果に基づいて最適に制御されたり、

自動運転にも応用可能なさまざまな状況を実験できる。

IoTテストハブは、T-Carを走行させるサーキットが設置された実験室

である。IoTテストハブにはIoTを活用した最先端の環境が用意されて

おり、IoTに関連する幅広い技術を学習できる。室内にはモーション

キャプチャ、カメラ、プロジェクター、ディスプレイなどが設置され、

床面には7m×3.5mの広大なディスプレイが敷かれている。

この床面ディスプレイにコースを表示することで、T-Car は車線

情報を取得するセンサーによってコースの車線を自動で判定し、車線

に沿って走行することができる。多様な環境をシミュレーションす

ることができるため、時間に応じてサーキットの形状を変更したり、

事故を擬似的に発生させて走行中の T-Car に事故情報を送ったり、

あえて速度の遅い T-Car を混ぜることで自動追従走行の実験を行っ

たり、雨や凍結による路面の状況変化をシミュレーションしたりと、

自動運転に関するさまざまな実験が可能な環境になっている。また、

周囲に設置しているモーションキャプチャやカメラなどによって、

他の T-Car の動きをより広範囲に検出し、混んでいない道を選択さ

せることも可能である。さらに、実験中のシミュレーションの状況

を床面ディスプレイに表示してフィードバックできるので、その場

にいる人はより直感的に状況を理解できる。

T-CarとIoTテストハブ

68 I N I A D 3.2



INIAD HUB-1 はそれ全体が IoT のテストベッドであり、設備を利用したさまざまなアプリケーションシス

テムを実空間に作りあげることが可能だ。その一つの応用例が、AR技術を用いたナビゲーションシステム

である。AR（Augmented Reality）とは、人間が知覚する現実空間に対しさまざまな情報を付加したり

強調したりすることで、現実空間を拡張して見せる技術の総称である。有名な例としては『Pokémon GO』

があげられる。

INIAD HUB-1 の各部屋に付いている表札（部屋番号プレート）は、認識やトラッキングを行いやすいデザ

インになっており、AR 応用に適した設計になっている。この表札をスマートフォンのカメラで読み取り、

コンピュータに認識させることで、現在自分がどこにいるか、どちらの方向を向いているかを確認できる。

この技術を用いると、部屋までの道案内（ナビゲーション）を行うことができる。招待状を受け取った

来訪者が、たとえば 5F で「 5F」と書かれた AR マーカーを読み取るとしよう。そうすると、自分が招待さ

れている目的の部屋への案内図と方向を示す矢印が、現実空間を映すカメラ映像にオーバーレイ表示さ

れる。これは、各部屋の表札や地図の記号が AR マーカーの形式となっているから実現できることだ。

さらにそこから、オーバーレイ表示された地図をタップし、ナビゲーションを開始すると、矢印が現実

空間の壁や床に現れる。目的地には、地図アプリで見られるようなピンが立つ。これらの矢印やピンは

スマートフォンの中ではなく現実空間上にプロジェクターで投影されるものだ。一般的な AR が画面内の

現実空間を拡張するものだったのに対し、これらを利用すれば現実空間そのものを拡張できるのが

特長だ。従来のナビゲーションアプリで目的地にたどり着けなかった人も、床に表示された矢印に

沿って歩けば迷うことはないだろう。

AR技術を使ったナビゲーション
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机と椅子
INIADの学生は、ノートPC持参で授業に臨む。持ち運びに適し

た最近のノートPCは薄く、キーボードに傾斜はほとんどない。

また PC を机の上に置くと、その画面は机の面の近くに位置す

るため、画面をのぞき込むように背を丸めた姿勢になってし

まう。人の頭の重量は体重の約 10% 程度あり、60kg の体重の

人でおよそ6kgである。つまり、2リットルのペットボトル3本

分もの重量がある。これを支えるのだから、前かがみの姿勢

では首や背骨への負担が大きいことは明らかだ。

INIAD の机と椅子は、一見教室用の普通のものに見えるが、

この問題を解決するために坂村健 INIAD創設者がデザインした

IoT 時代の机である。机の先に磁石でつけた木製の枕が付属

している。この枕を机の上に出してノート PC を載せると、PC

は自然に傾斜する。キーボードは約 10 度の傾斜になり、画面

が上がる。また腕の角度が 110 度くらいの自然な形になるの

で、頭が上がり姿勢がまっすぐになる。これにより体への負担

は大幅に軽減される。

椅子の背には、ランバーサポート（腰椎を支持する固めのクッ

ション）がついていて、背にもたれることにより腰への負担が

軽減されるようになっている。また、椅子の座面は前側が

下がるように 2 度傾斜させてあり、膝裏への負担を減らせる

ようになっている。
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INIAD Makers' Hub は、INIAD の学生や教員がコンピュータを使ったものづくりをするためのスペースである。コンピュータを

使ったものづくりは一般にデジタルファブリケーションとよばれており、3D プリンタ注 1）やレーザー加工機注 2）などを利用した

ものづくりが世界的に新たな潮流となりつつある。INIAD は、このような「ものづくりに取り組む人々」（メイカーズ）の活動を

支援することが重要だと考えている。

INIAD では、3D プリンタ、レーザー加工機、3D スキャナ注 3）などデジタルファブリケーションのための機材を複数導入している。

またコンピュータ系学部として必須である高精度なテスターやオシロスコープ、ネットワークアナライザーなどの計測機器や、

電動ドリル、はんだごてなど、ものづくりに関するさまざまな機材を取りそろえている。しかも、メイカーズをサポートする

専任のスタッフが常駐しているので、万全の体制の中でアイデアを形にできる。

INIAD Makers' Hub の機材を活用して、東洋大学の創設者である井上円了先生が利用していた陶器製のドクロ型筆立ての実物を

モデルに、複製品を製作した（右下図）。実物の筆立ては貴重品であるが、デジタルファブリケーションを活用することによって、

たとえば目の見えない方も複製品を触って筆立ての形状を理解できるなど、博物館のバリアフリー化の実現にも貢献できる。

注 1） 	 3D プリンタ : 3D CAD などを利用してコンピュータ内で作成した 3D モデルデータに基づき、樹脂などを薄く積層することによって三次元形状
を造形する装置。主に製品設計時に使用され、従来であれば金型を起こす必要があったものが 3D プリンタから出力できるようになり、これに
よりものづくりにおいてラピッドプロトタイピング（高速試作）が可能となった。

注 2） 	 レーザー加工機 : 高出力レーザーによって切断、穴あけ、彫刻を行うことができる装置。刃物による切削加工の代わりにレーザーを使用するこ
とで、PC上で作図した二次元CADデータから直接加工を行うことができるので、複雑な形状、模様を加工することを短時間に行うことができる。

注 3） 	 3D スキャナ : 立体物の形状を三次元で読み取り、データとして保存するための入力装置。用途としては、生産物と CAD データとの差異を比較
するための検査測定、現物をデータ化し解析を行うリバースエンジニアリング、資料価値の高い文化財の電子化などがあげられる。

INIAD Makers� Hub  
メイカーズハブ
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作業できる内容

INIAD Makers' Hubでは、原材料を加工するところから塗装
などを施す整形まで、ものづくりの一連の作業を行える。

・木材、金属、樹脂などの工具を用いた加工

・デジタルファブリケーション

・電子工作

・塗装

計測機器

電子工作のためのプロユースの計測機器類も充実している。

・デジタルマルチメーター

・オシロスコープ

・ロジックアナライザー

・ネットワークアナライザー

・スペクトルアナライザー

工作機器

デジタルファブリケーションを中心に、ものづくりの 
一連の作業を行う環境を整えている。

・3D プリンタ

・3D スキャナ

・3D 切削加工機

・レーザーカッター

・カッティングプロッター

・真空成形機

・基盤加工機

・エアースプレーガン
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建築設備・内装・建築総合プロデュース  
坂村 健 （さかむら けん）

INIAD（東洋大学情報連携学部）創設者。東京大学名誉教授。 
電脳建築家。
IoT 社会の実現に向け、コンピュータアーキテクチャの構築・
普及を目指すプロジェクト「 TRON」の提唱者でプロジェクト
リーダー。

建築外観設計  
隈 研吾 （くま けんご）

株式会社隈研吾建築都市設計事務所主宰。東京大学特別教授。
木材を使うなど「和」をイメージしたデザインが特徴的で、東京
2020 オリンピック・パラリンピック競技大会のメイン会場である
新国立競技場のデザインも手掛けた。

赤羽台キャンパス 
土地の記憶─赤羽台団地─

赤羽台キャンパスは、東京都北区・赤羽台団地の北
側にあります。米軍が持っていた土地が日本住宅公
団―今の UR 都市機構に払い下げられたのが 1959
年のことでした。そしてそこに建てられたのが、東
京 23 区 初 と な る 1,000 戸 を 超 え る 赤 羽 台 団 地 で、
1962 年から入居が始まりました。設計したのは津端
修一さんという著名な建築家で、当時はまだ日本住宅公団に勤めていました。徹底した歩車分離や電線の地中化、
そして 1 階をスーパーマーケットにするなど、いろいろな先進的な試みが行われ、その後の日本の団地設計を方向づけ
る重要な建築物となります。その後老朽化が進んできたため、UR 都市機構は 2000 年から「ヌーヴェル赤羽台」という
新しい名称の高層の団地に順次建て替えを進めています。高層化が進み土地が余ったので、この新キャンパスの周辺を
東洋大学が入手しました。

INIAD の校舎が建っているところには北区の赤羽台中学
校がありました。そこを東洋大学が取得して、元は井上
円了先生が開校した中学校、高校の新校舎が白山にでき
るまでの仮校舎として旧赤羽台中学校が使われていまし
た。その新校舎が完成した 2015 年に京北中学高等学校
として移転し、その跡地に建てたのがこの赤羽台キャン
パスです。
赤羽台団地にはこのように 60 年以上の古い歴史があり
ます。　　　　

 （坂村 健）
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社
会
と
の
連
携

│ INIAD （東洋大学情報連携学部） の基本コンセプトは、

その名のとおり「連携」です。この「連携」にはいろいろな

意味があります。INIAD の中の連携─「コンピュータ・

システム」「コンピュータ・ソフトウェア」「ユーザ・

エクスペリエンス」「データサイエンス」「ICT 社会応用」

「ビジネス構築」「コミュニティ形成」の七つの科目群で

異なるスキルセットを得て集まったチームの間の連携、

あるいは多様な出身国の学生や社会経験のある社会人の

間の連携があります。そして、さらには INIAD 外との連携

が重要です。それこそが「オープンな連携」だからです。

「オープンイノベーション」という言葉が示すとおり、

組織を超えたオープンな連携こそがインターネット時代

のイノベーションを加速する鍵といわれています。その

ために INIAD では、社会 ─さらには世界との連携の

「結節点」として、INIAD cHUB ─ 東洋大学情報連携学 

学術実業連携機構（機構長：坂村 健）を設立しています。

「連携」を研究し「連携」を教育し「連携」によりイノベー

ションを起こす「オープンイノベーション」こそが INIAD

の目的であり本分。だからこそ外部の企業・団体・組織に

とって、INIAD と連携することは多くの可能性を生むこと

になると信じています。
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大学 企業

自治体

NPO
NGO
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cHUB（ シ ー ハ ブ ）は “collaboration Hub for University 

and Business” の略。大学とビジネスの連携のハブ─ 

結節点となることを目指した組織です。和文表記は「学術

実業連携機構」。

一時代前には、似た目的で「産学連携センター」といった

名称の組織が多くの大学で作られました。「産学連携セン

ター」の名称の示すとおり、以前の「産業」と「学術」の連携は、

大学の持つ基礎研究の産業利用や、要素技術の協同開発と

いったものがほとんどでした。

しかし情報通信技術の進展で状況は大きく変わりました。

情報通信分野では、基礎技術と製品化のような明確な線

引きはもはや過去のものです。世界的には多くの研究開

発の成果が、学会論文などよりむしろ実サービスとして

直接社会に出ることが普通になっています。

また、社会で情報システムが機能するには、純粋の技術

設計ではなくビジネスモデル、サービスモデル、インセン

ティブ付与、規約、法規制との関係などといった制度

設計面がより重要になってきています。

従来の「産業─Industry」という言葉ではイメージしに

くいサービス業や流通業、さらに行政や自治体、地域コミュ

ニティ、NPO や NGO との連携が、社会的な情報通信技術

の利用について今後ますます大きな比重を占めるように

なるでしょう。

INIAD と外との「結節点」を作るにあたり、名は体を表す

ということで、我々の考え方を明確にするためもあり、従来

イメージの「産学連携センター」ではなく「学術実業連携

機構」としたのです。

cHUBとは
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連携のやり方

プロジェクトに合わせてさまざまな連携が可能です。

・INIAD cHUB によるコンサルティング

・INIAD cHUB への委託研究

・INIAD cHUB との共同研究（研究員派遣可）

・INIAD cHUB への寄付講座

・INIAD cHUB での短期的な協同セミナー開催

・INIAD cHUB での短期集中セミナー／幹部研修

・INIAD cHUB での企業向けオーダーメイド教育

・�INIAD cHUB による INIAD への国内留学 
（学部・大学院）のコーディネーション

・�INIAD cHUB によるインターンシップの 
コーディネーション

・INIAD cHUB からの講師派遣

・INIAD cHUB へのドネーション（寄付）

さらにこのような連携形態を組み合わせることで、より

すばやく適切な実業への支援が行えるのが、INIAD 

cHUB の強みです。たとえば、企業への DX コンサル

ティングにおいて、社員の人材教育

への問題点を指摘した場合に、併

せて適切な教育コースを提供でき

ます。また逆に DX 教育を行ったの

に、会社の環境に戻るとせっかくの

スキルが活かせないという声が出

た場合、古いクローズ型の社内シ

ステムをどのように更新するかのコ

ンサルティングをすばやく提供する

こともできます。このようなことが、

大学としての研究機能と教育機能

だけでなくコンサルティング機能を

合わせて持っている INIAD cHUB

の最大のメリットです。
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イノベーションには、こうすれば実現できるというよう

なマニュアルや工程表はありません。むしろ、そういうも

のがあるのはイノベーションとはいえないでしょう。イノ

ベーションの実現確率を上げる唯一確実な方法は、チャレ

ンジの数を増やすことだけです。そしてチャレンジの数を

増やすときに重要なのが環境整備です。

コンテンツ・リソース
INIAD の MOOCs に蓄積した、膨大な教材、講義動画、

小テストなどからセレクトすることで多様な目的に向けた

セミナー、研修、教育、e-ラーニングのコースを構成できま

す。また、コロナ禍でクローズアップされたリモート教育

での豊富な評価ノウハウも INIAD のリソースと言えるで

しょう。

ネットワーク内リソース
そのために INIAD では、超高速のインターネットバック

ボーン回線から、設定だけで使えるクラウド計算資源、AI 

活用のためのクラウド中のミドルウェアまで、チャレンジの

ためのさまざまなネットワーク内リソースを用意しています。

使えるのは の 
全リソース
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物理設備的リソース
また、3Dプリンタやレーザーカッター等の機器を備えたINIAD 

Makers' Hub や、タスクグループで使えるプロジェクトオフィス、

講演会やシンポジウムに利用できるホール、小規模プレゼンテー

ションやデモンストレーションのための多くの機材を備えたプレ

ゼンテーションハブ、ネットワーク制御のリモコンカーやロボッ

トの制御プログラムをテストできるテストハブ、住宅やビルの中

に使う IoT 機器の実験フィールドであるスマートハウス・テスト

ルーム、セレンディピティ（偶然の幸運な出会い・アイデアの

結合）を狙った多様なミーティングスペースやメディアセンター

といった物理設備的リソースも備えています。

ビルも研究リソース
さらに INIAD のあるビル─ INIAD HUB-1 自体が、最先端の

IoT ビルであり、その多くの機能を API で制御でき、環境のリア

ルタイムな状況を知ることができる、オープン API コントロール

のビルです。プログラムすることで現実に影響を与えられると

いう IoT の基本コンセプトを学ぶための教材でもあり、同時に研

究プラットフォームでもあります。

たとえば、学生一人に 1 個、私物が入れられる個人ロッカー

がありますが、これも鍵が API 制御で、それを利用するアプリを

書くことが実習─ロッカーも IoT 教材です。

人的リソース
もちろん INIAD の教授陣は強力な人的リソースですが、さらに

言えばINIADでは学内プログラミングコンテストやアイデアソン

を頻繁に実施予定で、1 学年 300 〜 400 人、全学 2,000 人規模の

人的リソース化も、ビジネスモデル実証実験やフィールドリサー

チも、適切なインセンティブデザインにより可能になります。

多くのチャレンジのための環境整備を行っている INIAD をぜ

ひご利用ください。

スマートハウス・テストルーム
スマートハウス・テストルームは、オープン API に基づきメー

カー間で住宅機器を連携動作させるという INIAD のコンセプトに

賛同する企業、団体が自社の機器を持ち込み、機器同士のオー

プンな連携や INIAD 内で提供しているサービスとの連携を試す

ための実験フィールドです。

スマートハウスを模して、リビングやダイニング、キッチン、

トイレ、浴室といった環境が準備され、利用できます。実際の

スマートハウスやスマートビルで IoT 機器やサービスを導入する

前に、相互接続試験や予備実験が可能となっています。

［ IoTスイッチ（ネットワーク接続機能を持ったプッシュ・スワイプ動作等

を検出するスイッチ）／見守りカメラ／サーモカメラ／ジェスチャーセンサー

／空調／照明／温度・湿度・気圧・CO2 センサー／ドア電気錠／スマート

ミラー／ホームモニター／スマートスピーカー／電動カーテン］

これまで IoT、AI、ビッグデータ解析、オープンデータ、シェアリングエコノミーなどの分野で世界中の政府や企業と組み、多くの協同研究

やセミナーを実施しています。お問い合わせは INIAD cHUB（e-mail: chub-contact@iniad.org）まで。

リビングの様子 宅配ロッカー IoT スイッチ

放射冷暖房 ホームモニター
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DX 時代に必要な教育とは

INIAD における
リカレント教育の考え方と
その実践
山田 純
INIAD cHUB （東洋大学情報連携学 学術実業連携機構） 副機構長、
INIAD 客員教授

1. はじめに

我が国においても2021 年の 4 月から初等中等教育における
プログラミングを含む情報教育が始まった。また、高校の学習
指導要領改訂が実施され、2022 年春の高校生から「情報Ⅰ」が
必履修科目になっている。さらに、その生徒たちが受ける2025
年の大学入学共通テストでも「情報Ⅰ」が必須になった。以前か
ら高校で「情報」は必修化されていたが、大学入試で必須でな
い学科については、高校で本腰を入れない傾向があった。また、
内容もプログラミングを学ぶ「情報の科学」か、リテラシーや
マナー中心の「社会と情報」かを選択できたため、多くの高校が
教えやすい「社会と情報」を取り、生徒の 8 割がプログラミングを
学ばないという実情があった。

しかし、今やプログラミングは「文理問わず必要な教養」、「大
学教育を受けるうえで必要な基礎能力」。高校の情報教育を
本格化させるために入試とセットでの必須化となったわけだ。
とはいえ、このような改革に議論開始から10 年以上かかっており、
先進国の中で我が国はだいぶ遅れてしまったし、開発途上国の
一部にも後れを取っていた。これがよく言われている日本のデジ
タル敗戦─DX の遅れにつながっていることも明らかだろう。

このように、若い世代への教育も始まったとはいえ十分では
ない状況で、小学校からプログラミング教育を受けたような子
どもたちが世の中に出るまでにはまだ十年以上かかる。しかし、
デジタル教育の成果をただ待っているだけの余裕は私たちには
ない。それが、今社会で活躍している30 ～ 50 代の人に最新
のデジタル情報スキルを身につけさせるリスキリング教育や
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リカレント教育が喫緊の課題である理由だ。
さらに、ChatGPT に代表される対話型 AI

が急激に進歩し検索サービスやブラウザや
オフィスソフトに搭載され、誰もが AIを気軽
に使える時代が急に現実味を帯びている。
従来は教養レベルのプログラミング知識が
あっても、専門家レベルの開発はできないし、
プログラムの外注をするときに担当と話が通
じるという程度─実際には役に立たない、
などと言われることもあった。しかし、生成 AI の登場で、
プログラミングはますます容易になると言われている。
そうなると、これからは教養レベルのプログラミング知識
で十分─ 生成 AIと対話しながら、誰でも実用レベル
のプログラミングが、いつでもできるようになる。自分の
身近な環境を気軽にリプログラムしたり、繰り返し行う
作業もまずは AIと対話して自動化を考えたりするような
─これまでプログラミングに詳しい人たちなら行って
いたような、快適化・省力化のライフスタイル、ワーク
スタイルを誰でもAIと連携して行えるようになる。

「DX：デジタルトランスフォーメーション」すら遅れて
いる日本に、いわば「AX：AIトランスフォーメーション」
の波が襲ってくるわけだ。教育現場では、学生に対話型
AIを利用されると個人の学習度合いがわからないとし
て使用を禁止する動きもある。しかし社会に出てからは
総体としての生産性向上が求められる。「ワープロより
手書きが礼儀」のような、自ら生産性を落とす時代錯誤
は、さすがの日本でももうないだろう。となれば、人事
評価もAIとバディでの生産性─部下をうまく使えるか
と同じように AI をいかにうまく使えるかが基準になるだ
ろう。

いくつかの大学の教育現場で報告があるが、ChatGPT
を自由に使わせても、レポートの課題設定によって学生
の能力の差がきちんと出るという。そういう時代に問わ
れる、AIとのコミュニケーション力として「プロンプト・

エンジニアリング」も、これからのリカレント教育では重要
になる。

また、AI が「解く力」を担う時代には、昔から日本の教
育の課題と言われる「問題を解く能力より、問題を設定
する力」の強化が最優先になる。これからのビジネスで
は AI の進歩だけでなく気候変動・災害・疫病・紛争など、
予測不能の時代に立ち向かうことになる。その意味でも、
ネットの中に答えのあるようなことを答える能力ではなく、
過去に例のない状況でも、自分で問題を設定し、言葉に
して解決策を模索し、他に伝える能力を身につけること
がより強く求められる。

INIAD（東洋大学情報連携学部）は 2017 年 4 月の開学
以来、AIをはじめとする技術進歩も取り込みながらリカレ
ント教育を積極的に進めている。本稿では、まずその基
本となる考え方を述べ、2 番目にその実践、そして3 番目
にその実績を紹介する。
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2. INIAD におけるリカレント教育の考え方

どのようにリカレント教育を進めればいいのか？　まず、
坂村健 INIAD cHUB 機構長も書いているように【1】、社会
人教育と通常の大学教育とで同じやり方をしたのでは効率
が悪いという点が大前提となる。

大学生の本分は勉強だが、社会人には本業がある。
大学生と社会人では勉強に割ける時間も学習環境も
─さらには学習の姿勢や関心構造そのものが違う。
効率的で効果的なリカレント教育を行うなら、社会人
向けにカリキュラムやシラバスから緻密に構成し直さな
ければならないのは明らかだ。ところが多くの大学が
行っているリカレント教育では、学生向けのままのカリ
キュラムや教材や教科書で社会人向けの教育を行うの
は効率が悪いにもかかわらず、少々の手直しだけで流
用しているケースが多い。

たとえば、ビッグデータの統計解析やコンピュータの
プログラムを学ぶにしても、大学生の実習に使う例題
は、将来どのような職に就くかが不確定なため、学生
にとって一般論的なものにならざるを得ない。そのた
め、大学で行われている一般教養の自然科学や社会・
経済の範囲から作られる場合が多い。しかし、社会人
はすでに社会に出て実務経験を得ており、その職務の
中で出てくる課題を実習で取り上げたほうが理解の効
率がいい。そもそも問われている内容自体を、大学時
代に戻って思い出さないとならない物理や化学の例題
より、保険会社の社員向けのリカレント教育ならば災害
と保険金支払いのような実データを使ってデータ解析
させるほうが理解も早い。抱えている日々の課題がデ
ジタルで解決できるとなれば学ぶ意欲にも直結する。

DXとは、そもそも業務に関する部分を最新のデジタ
ル技術を前提にリストラクチャリング（再構築）すること
であり、それを行うのは業務に携わっている当事者で
あるのが望ましい。同様に、リカレント教育にあたって
もその業務に関係するデータを例題として示したほうが

理解が早いのは当然のことだ。とはいえ、カリキュラム
やシラバスだけではなく教科書や教材をすべて作り直
すのは容易なことではないので、前述のように大学の
多くのリカレント教育では学生に行っているような実習
の教材を、そのまま流用するケースが多い。それに対
しINIAD では「学習に王道なし」ということで、既存の
学生向け教育を流用するのでなくリカレント教育の専
用教材からプログラムまでを再設計して作り上げるとい
う方針を採っている。

3. INIAD におけるリカレント教育の実践

INIADで行っているリカレント教育は、個人向けの「生
成 AI 時代に向けたIoT 人材育成プログラム」と、企業か
ら社員のリスキリングを請け負う「企業向けオーダーメイ
ド教育」がある。

ただ、どちらの教育プログラムでも、INIAD 教育の基
本方針として「反転教育」を採用している。学校では授
業で講義を受け、家庭では復習や宿題をこなすという従
来型の教育と、順序が「反転」しているためそうよばれ
るのが反転教育である。パッケージ化された一方的な講
義はネットで十分なので、そういう講義は学外で受ける。
それを受けたのちに、それをベースとして学校では皆で
その場にいないとできないこと─ディスカッションや実習
を行うというのが、反転教育のやり方である。

INIADでは、この反転型の教育を開校時から行ってき
た。学生は授業を受ける前にMOOCs（ムークス：Massive 
Open Online Courses）で学習し、登校しての授業は小教
室で行われる。そこでは、教員から学習理解のフォローアッ
プや学生同士も含むディスカッション、機器を使った実習
などを集中的に行う。そのためINIADでは独自の MOOCs
環境を構築し、教員皆により、すでに10 万ページ以上の
コンテンツをクラウド内に蓄積している。

このような教育の DX 化を当初より実現してきたため、
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INIADではコロナ禍においても、ネット講義の比率を増し
たハイブリッド型の授業にスムーズに移行できた。また、
リアル登校についても必要性をきちんと見極めて実施し
た。そのため、大教室の講義をネットに一気に置き換え
て登校機会がまったくなくなってしまったような他学部とは
一線を画すこととなった。

3.1 生成AI時代に向けた IoT人材育成プログラム
「企業向けオーダーメイド教育」は言葉どおり企業側の

社員教育の目的にオーダーメイドで対応するコースである。
一方「生成 AI 時代に向けたIoT 人材育成プログラム」は、
生成 AIによる急速な変革の時代に、高度な IoT 技術を身
につけたい社会人を対象にしてIoT 関連分野の体系的な
知識とスキルを短期間で習得できるように設計された、学
び直しのためのパッケージ化されたコースである【2】。

INIAD の MOOCs 内に整備された専用のコンテンツによ
り、ネットで講義を受けるのが基本なので社会人でも学び
やすい。各自の習得度合いもINIAD MOOCs の小テスト
機能で把握し、Web 会議サービスを利用した学習理解の
フォローアップや、ビジネスチャットを利用した個別指導も
組み合わせ、節目ごとには INIADでの実習も組み合わせ
て行われる。プログラミングの指導では、受講者のソース
プログラムのエディタ画面を共有することで細かい指導を
行っており、むしろネットのほうが理解しやすいという声も
あるほどだ。
「生成 AI 時代に向けたIoT 人材育成プログラム」では、

INIAD が中心となり、坂村機構長が主宰するトロンフォー
ラムも連携して産業界のニーズをふまえたIoT 分野の実践
的なカリキュラムを提供している。対象はプログラミング
経験のある社会人で、たとえば UNIXでの開発経験はあ
るが TRON は知らないという人に、エッジノード側の組込
み OSを学んでもらう。また、従来型のスタンドアロンの組
込みシステム開発には慣れていてもIoTで必要となる技術
には不慣れという方には、IoTで必要になるインターネッ
ト接続、クラウド連携、セキュリティなどを学べるように考

えられている。さらに、これからのソフトウェア開発にお
いて不可欠な知識となる、生成 AI に関しての教育を行っ
ている。INIAD AI-MOPを活用し、基本的なプロンプティ
ングから、Function Calling や MCP によるAPI 連携など
も学習する。

コース最 後 の 実 習では、 ネットワーク接 続した IoT-
Engineを搭載し運転制御できるように改造したラジコン
カーであるT-Carを題材にする。T-Car 上に、各種センサー
からのデータとネットワーク通信での指示などを受けて
制御するリアルタイム運転プログラムを作成するのが課題
となる。これを搭載した各自の T-Car を INIAD のテスト
コースで実際に動かしての講評も行われる。
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3.2 企業向けオーダーメイド教育
企業向けオーダーメイド教育では、INIAD の教育リソー

スでできる範囲なら、コンピュータやデジタルに関係する
あらゆる分野を扱う。デジタルビジネスでの知的所有権戦
略から新規ビジネスモデルの構築、システム開発のプロ
ジェクトマネジメントやクラウド利用、AI からUXデザイン
まで幅広い。

具体的には、教育を依頼してきた企業とともにカリキュ
ラムデザインを行うところから始める。社員教育の請負会
社などに頼む場合では、決まったメニューがあり、そこか
ら選ぶことになるが、INIAD の企業向けのリカレント教育
は、オーダーメイド教育を謳っており企業側の要望にでき
る限り合わせることを特徴としている。

企業から事前に、講習を受けるのに必要な社員のスキ
ルレベルや必要期間等の問い合わせを受けることもある
が、それらについての前提条件は設けていない。基本的
に「ご要望をお聞きして、こちらの教育リソースで可能な
限り調整いたします」とお答えしている。

ステップとしては、まず対象とする社員のレベル（スター
トポイント）と、そこからどういったスキルを持つ人材を
育てたいかというターゲットをお聞きする。そして、開講
時期のスケジュール、INIAD に登校してのリアル授業と
ネットワーク授業、また eラーニング教材による自習など
の時間配分の可能性などを伺う。こうして、カリキュラム
や授業スケジュールを調整していく。

必要に応じて、スタート時の社員のレベル測定のための
テストを行うこともある。結果として社員のレベル差があま
りに大きかったり、求める人材が何種類かあったりしたよ
うな場合は、複数のカリキュラムを組み別コースとするこ
とをご提案している。たとえば、まったくのプログラミング
初心者の文系採用の社員をDX に対応した新規ビジネスモ
デルの企画ができる人材にしたい場合と、大学でプログラ
ミング教育の経験のある理系社員をクラウドを駆使して最
新のプログラミング手法が使えるデータサイエンティストに
育てたい場合─どちらもINIADでお引き受けできるが、

同じクラスで教えることは不可能だ。そのような場合は、
ビジネスデザイン・コースとデータサイエンティスト・コー
スの二つのコースを設け、別スケジュールで調整すると
いうプランになる。典型的なビジネスデザイン・コースの
概要は下記のようなものである。

講義の開講形態について
・ 講義の開講日数は 7 〜 10 日程度

・�1 日あたりの講義時間は半日程度とし、連続ではなく3 〜 4 週

間かけて実施

・ リアルタイムの講義（40 時間程度）と、オンデマンド教材によ

る予習・復習（20 時間程度）を組み合わせる

・ リアルタイムの講義は、要望に応じて、対面で実施するケー

スもオンラインで実施することも可能

講義内容について
・ リカレント教育やDX への動機付け：1 日

・ 最新デジタル技術の解説：1 日

・ �マーケティングやリーダーシップ等の実習：1 日 

・ プログラミングやアジャイルソフトウェア開発の体験：1 日 

・ AI ／データサイエンス分野の解説：1 日 

・ 各社様の事業分野に応じた講義：1 〜 2 日 

・ グループワーク：1 〜 2 日

3.3 企業向けオーダーメイド教育におけるポイント
INIADでは、2018 年から企業向けリカレント教育を行っ

ているが、その中で得た知見として最も重要なのは、お引
き受けする社員のレベルは多様でもいいが、一回のクラ
ス内での参加者のレベルはできる限り揃えていただいたほ
うが教える側の効率がいいし、何より参加者の満足度も高
くなるということである。

当たり前のことだが、プログラミングはできるが最新の
プログラム開発手法は知らないのでスキルをアップデート
したいという参加者と、「変数と定数」や「条件分岐と繰り
返し」といった概念レベルからわからないまったくの初心
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者と一緒では、どちらの参加者にとっても不幸だし、教え
る側も焦点が絞れず困ってしまう。初歩から教えればアッ
プデートしたい参加者には時間つぶしだし、逆にアップ
デートのための最新技術から教えれば、基礎知識のない
初心者には理解できない用語が続く苦痛の時間になって
しまう。

なお、最新のプログラム開発手法に関するアップデート
の要望が多く寄せられる背景には、ここ15 年ほどのシス
テム開発のやり方に関する大きな変化がある。現代的な
プログラム開発ではオープンソースの利用やクラウド、
アジャイル開発、GitHub や DevOps ツールの利用など
が一般化している。さらに最先端では、すでにプログラミ
ングにおける AI 利用が本格化している。すでに米国の
トップのハッカーが自分のコードの 80% は AI に書かせ
ていると言っている。どんなプログラムも似たパターン
がネットにあり、新規性がないような部分は AI にやらせ
ることで、生産性が 5 倍ぐらいになっているとのことだ。
先に述べたように、プログラミングでAI が使えるというこ
とは、むしろすべての人にとって、自分でプログラミング
してDX することが、より簡単になるということでもある。
既存のプログラムを改変してアジャイル開発するのも、
AI の導入によりすばやく可能になるだろう。

その時代には、プログラム言語を書く比重は減っても、
むしろ「この部分をプログラミングできるといい」と気が
つく企画力が、よりビジネスの効率化に直結するようにな
る。そしてやってほしいことを正しく伝えるAIとのコミュ
ニケーション能力が重要になる。プログラミングは数式と
違い手順を伝える言語であるため、相手のシステムが、
その時点で何をどこまで「知って」いるかを常に意識して
いないといけない。またプログラムの本質であるアルゴリ
ズムは数式と違い、時間軸がある。そのため、進行度合
いにより他のシステムやモジュールの中の状態がどう変化
していくかの意識もコミュニケーションで必要になる。

実は対話 AI が、2022 年になって突然飛躍的に優秀
になった要因の一つが、日本語や英語などの自然言語

のデータと同時に、大量に公開されているプログラムも
人工言語と自然言語の違いがあるとは言え、言語に違い
ないとして学習したからではないかという説がある。つま
りプログラムが思考の枠組みとして、長い「思考の連鎖」 
を維持する能力を AIに与えたのではないかというのだ。
鼻歌でも作曲できるという人もいるが、音楽を学ぶなら
そのための表現言語として楽譜を学ぶほうが効率がいい。
同様に、長い手順をきれいに考えて仕様化し、他に伝
えるために整理する─そのスキルを学ぶなら、やはり
プログラミング言語を学ぶほうがいいという考えもある。

以前システム開発の経験があった技術者でも、アジャ
イルや AI 以前のウォーターフォール時代に身につけた昔
の開発スキルは、仕様の作り込みを重視しすぎて開発効
率を落とすとか、オープンソースの利用に対する忌避感が
あるなど、場合によってはむしろ妨げになることもある。そ
のため、最新技術の教育以前に意識変革から始めることが
古典的システム開発に慣れた技術者の場合は重要になる。

次に、そのレベルを揃える単位としてのクラスの人数
だが、INIAD の教室サイズもあり、コロナ禍前からどの
ようなコースであっても最大35人程度でお願いしている。
これは、INIAD 型の反転教室では 1クラス35 人程度が最
適という知見によるものだが、実はネットが受講の中心に
なってもその前提は変えていない。なぜなら、MOOCsで
受講したあとの、Web 講義でのリアルタイムなフォローアッ
プ、チャットによる随時質問など、細かく指導できる体制
を維持するには、リアルでもネットでも最大 35 人程度が
望ましいとわかってきたからだ。

INIADでは、教育の中核となるMOOCs は独自に構築し
たが、基本はオープンポリシーであり、利用できるオープ
ンなサービスは積極的に導入するのも特徴となっている。
たとえばチャットには Slack、Web 講義には Google Meet、
実習用クラウドには GCP（Google Cloud Platform）、その
ほかにも教育内容に応じてさまざまなオープンサービスを
利用している。

これらのサービスについては、各社でそれぞれ利用で
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きる環境とのすり合わせが問題となるが、
できるだけこの構成でお願いしている。これ
らを利用しておけば、他の今日的環境への
類推は容易ということもあるが、現時点では
依然として社内環境を教育に使えないとい
う各社のセキュリティ事情が大きいからだ。
たとえば社内では Microsoft Teamsを使っ
ていても、そこにINIAD の教育スタッフをID
登録して参加させるというのは、基本的に各社の情報シス
テム部のセキュリティポリシー上難しい。そのため、教育
にあたっては INIAD 側で教育用のクラウド環境を整備し、
参加者に専用 IDを与えてそこに参加してもらう形で運営し
ている。

また、実習用に受講企業の実データを使わせていただ
くにあたっても、多くの調整が必要となる。まず、コース
の趣旨に沿った教材とするのに適したデータを探すため
に、データのサンプルを見せていただき、担当の教育ス
タッフが検討する。また、それにあたりNDA（秘密保持契
約）の締結も必要となる。使うデータが決まったら、もし顧
客データが含まれるようなら匿名化等の前処理を企業側で
行っていただいてから、データを渡してもらうことになる。
データを渡す手順についてもさまざまな調整が必要で、
大容量メディアを使う場合もあるし、BIツールに一時的に
接続するなどの調整が各社のシステム事情に応じて必要
となる。このような技術的調整では、INIAD の技術系
のスタッフが対応することになる。

授業で利用するPCも、INIADでネット接続専用のシン
クライアント端末であるChromebookを参加者に一人一
台手配して利用していただいている。その理由は、社用
の PC については、大手の企業では自由なネット接続が制
限されていたり、会社のクラウドとの接続やオープンサー
ビスが使えなかったりするという問題があるからだ。また
社用 PC の教育目的利用は PC 内の情報の漏えいが危惧
されるとして情報システム部門から許可されないケースが 
多い。さらに、参加者の PC の機種の違いや各自の設定が

教育の際の操作に対する反応の違いを生むなど、本筋で
はない問題が受講の妨げになることがあるし、教育環境
に対する各種サービスの設定を受講前に行うのは大きな
手間である。その意味でもクラウドへの接続など必要な
環境が事前設定された、キッティング済みの規格化された
専用端末を参加者に配布することには、教育効率のうえで
大きなメリットがある。

 
3.4 INIAD cHUBでできること

先に述べた社外のオープンサービスの利用に関するセ
キュリティ制限については悩ましい問題が多く、コース開
始前の調整の大きなポイントとなっている。それでも、結
果的にINIADで学んだ有用な最新サービスが会社に戻る
と使えないなどの問題は残る場合がある。現実的にDXを
考えた場合、社外の最新オープンサービスの利用は避け
て通れないポイントであり、日本の企業の従来型の「つな
がなければ安全」というポリシーでは世界の流れに取り残
されることになる。社外のオープンサービスとつなぐ前提
で優先順位を付け、コアなセキュリティポイントを見極め、
メリハリのきいた防護を行うという「ゼロトラスト」の方針
が世界的には主流になっている。実際に、本受講をきっ
かけに「受講環境の件で、今のままでは DXできないとわ
かった。社内のセキュリティポリシーを見直してDX に適
したゼロトラスト体制に変革したいので、ついては、そのコ
ンサルティングを INIAD cHUB にお願いしたい」というよ
うな例も出てきている。

逆にINIAD cHUB にDX のコンサルティングを依頼して

コンサルティング

社内DXのための
環境整備依頼

オーダーメイド教育

社内の意識改革依頼

INIAD cHUB 企 業
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きて、その中で「単なる技術の問題でなく、社内の意識改
革が必要とわかったので、リカレント教育をお願いしたい」
という相談を受けることもある。コンサルティング・サービ
スと、本体の INIAD の教育リソースを背景に教育サービス
の両方を、同時に提供できるというINIAD cHUB の立ち
位置が DX 時代にまさに求められているのである。

4. INIAD におけるリカレント教育の実績

毎年最大 5 社程度のリカレント教育を行ってきている
が、その中でも三井住友海上火災保険株式会社（MS ＆
ADグループ）は、最初期の 2018 年からINIADでリカレ
ント教育を行っている。ほぼ毎年、数百人規模の再教育
をお手伝いしており、この会社の持っている大量の保険
契約データをベースに、それを使ってデータクレンジング
やビッグデータ解析や機械学習を実際に行い、アイデア出
しまでの実習を行っている。実務の具体的データを使うの
で、その企業の社員にとってはわかりがよく、参加する受
講生にも自分たちの仕事にすぐ役に立つと好評だ。

また同社には保険商品を設計するリスクや不確実性の
分析、評価等を専門とする数学教育を受けた「アクチュア
リー：保険数理士」といわれる専門職の方々が在籍してお
り、それらの方々に最新のプログラミングを駆使する統計
や AI 利用の技術を教育する専門コースもお引き受けした。

三井住友海上では、社内でのリカレント教育が充実し

ていることを、採用にあたり積極的にアピールしている。
リカレント教育体制が就職にあたっての学生へのアピール
になるというのも、少子高齢化とDX による社会変革が進
む現在の日本で新しい会社の在り方を模索した同社の先
進性の表れともいえるだろう。

ほかにもINIADでのリカレント教育の実施を公表してい
るのは戸田建設株式会社だ。こちらは DXを実現する人
材育成として最初の 1 年間で 30 名の方にまず Python の
プログラミングをはじめとしたコンピュータサイエンスの
基礎を教えている。その後、その受講生の中からDXを
率いるような人を選抜して、さら2 年間、集中的に教育を
実施した。

リカレント教育の修了者数は、多い年には学部の卒
業生数に匹敵する規模となり、INIAD ではリカレント教
育が学生への教育に並ぶ大きな社会的機能として認知
されている。少子高齢化が進み、また社会の DX 化が
喫緊の課題である日本において、この傾向は大学の社会
的機能として一般的になっていくだろう。
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今、情報通信技術は目覚ましい進化を続けています。IoT（Internet of Things） 、AI（人工知能）、クラ
ウドといった最新技術が有機的につながり、私たちの社会のさまざまな局面に技術革新をもたらす新しい
サービスやプロダクトが、日々誕生しています。

このような世界では、常に最新技術を学び続け、変わり続けることが求められます。これからの大学は、
社会に出る前の若者が「学ぶ場」だけでなく、一度社会に出た人々が「学び直す場」としての役割も大きい
と考えています。

INIAD cHUB では、「学び直し」を求める社会人の方のためのリスキリング教育を提供しています。

① 生成 AI 時代に向けた IoT人材育成プログラム

生成 AI による急速な変革の時代に、IoT 技術者に必要となる知識とスキルを身につけるための、半年間のプログラムです。

修了者には学校教育法に基づく履修証明書を交付します。

② 企業向けオーダーメイド教育

企業のニーズを反映させた個別プログラムを提供し、高度な技術を身につけた人材の育成を行っています。細かくヒアリ

ングを行いその企業に最適なオリジナルの教育教材を開発しています。社員教育用に社内のデータを提供していただき、

それを活用したより実践的な教育も行っています。企業の社員の方に対し、最新技術を活用したビジネスプランの提案力

やデータサイエンス技術を活用した新商品開発力を身につけるための実践的な講義と演習を提供します。

INIAD cHUBリカレント教育
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① 生成AI時代に向けたIoT人材育成プログラム

「 IoT 時代に活躍するために」
―「生成 AI 時代に向けた IoT 人材育成プログラム」とは―

坂村 健

昔のコンピュータは単独で動いていたが、現在は多くがク

ラウドベースに移行しておりAPI連携は当たり前となっている。

現代のプログラミングとは、求める機能を実現するオープン

ソースを探し、見つけたモジュールを試験して癖をつかみ、

必要な修正をして組み合わせがうまくいくまで繰り返すという

感じだ。ソフト開発もGitHubのような共有サービスを利用し

てバージョン管理するスタイルが定着。プログラミング言語も

目的に応じていくつも使い分ける。仕様書を満たすようゼロか

らプログラミングしてデバッグするという従来の直線的工程と

はだいぶイメージが違う。

このような新しい開発スタイルを使いこなせるような若手人

材は引く手あまたで、新入社員を雇うのも難しくなっている。

しかし社内を見回してみれば中堅エンジニアは技術の下地は

できている。ならば彼らに新しい知識を学んでもらって必要

な人材になってほしい。そのときに役に立つのが大学だ。

現代のように技術の出発点から大きく変化した状況になっ

たときには、つまみ食い知識の自学自習には限界があり、

基本から体系立てて教育する機関である大学が結局は効率

的だ。

こうした背景のもと、INIAD（東洋大学情報連携学部）は、

2018年度より「Open IoT教育プログラム」を開講。2017

年度に文部科学省「成長分野を支える情報技術人材の育成

拠点の形成（enPiT-Pro）」の事業に採択され、事業終了後

も継続して、多数のIoT関連企業が参画するトロンフォー

ラム（https://www.tron.org）とも連携しながら、IoT分野

の実践的なプログラムを提供している。2025 年度より

「生成 AI時代に向けた IoT人材育成プログラム」としてカ

リキュラムを一新。生成 AIによる急速な変革に合わせ、

これからのソフトウェア開発において不可欠な知識とな

る、生成AIに関しての教育を拡充した。 

* * *

生成 AI 時代に向けたIoT 人材育成プログラムとはリカレ

ント教育ともいわれる、一度社会に出て働いている人たち

を対象にした再学習プログラムのことであり、INIADでは

特にIoT ─ Internet of Things における体系的な知識と

最先端の技術を学ぶプログラムを用意。その講座内容は

コンピュータサイエンスの基礎から、IoT 技術者のための

Web 技術、さらには AI やロボットの制御など、非常に幅

広く、基礎的かつ俯瞰的なコンピュータサイエンス概論教

育を提供するものだ。また、学校教育法規定の「履修証明

制度」に基づいた講義プログラムのすべてをINIAD 校舎で

受講する必要はなく、演習を除く座学型の講義はオンライ

ンで進められる。

IoTで社会を大きく変えるための鍵は「オープン性」

IoTとは、すなわち「モノのインターネット」。パソコン

やスマホなどの端末に限らず、身の回りのすべての「モノ」

がインターネットにつながることで、生活やビジネスが根

底から変わるというものだ。私はこの IoT のコンセプトを

1980 年代に提唱し、TRONプロジェクトを通じてその発

展に寄与してきた。TRONプロジェクトはその発足当初か

ら、いろいろな「モノ」の中にコンピュータを組み込み、そ
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れが相互にネット上でつながるというゴールイメージを展

開してきた。

では、本当にIoT は社会を大きく変えることができるの

だろうか。その鍵は「オープン性」にある。

オープンネットワーク。モノをつなげるにしてもクローズ

にするのではなく、オープンなネットワークにつなぐ。そし

て、それをどう構築するかということが重要だ。

今まではネットワークにつなげるときのAPI（Application 

Programming Interface）がクローズであったために、

たとえばA社のエアコンとB社の加湿器といった、メーカー

の異なる家電同士は協調動作することができなかった。

A 社もB 社も他の会社にはネットワークからの操作法を教

えない、API は自社の人間にしか教えないから、他社の製

品とはつながらないのだ。しかし、クラウド連携を前提とし、

APIをオープンにすることにより、メーカーの枠を越えた連

携が可能になる。そのためには、APIをどう作りオープン

にするのかということや、クラウドとエッジノードの関係、

さらには個々の機器に組み込むエッジノードの具体的な環

境構築が必要になる。この生成 AI 時代に向けた IoT 人材

育成プログラムではこうした基礎部分を、実習を通じて具

体的に学ぶことができる。新しい時代のモノのデザインが

できるようになる、まさにIT の開発者の方には最適な教育

プログラムである。

IoS 社会実現のための IoT人材育成

では、そうした具体的な技術の習得を経て、最終的に

目指すところは何か。それは IoS、Internet of Services

という言葉が示している。IoT の本質は「モノ」が APIで自

動連携することだというのは先に述べたとおりだが、連携

する先は「モノ」とは限らない。IoT を通じて「人」と「モノ」

が自在に連携する世界がその先にある。

スマートフォンを使って、Uber のような人間が運転する

車を呼ぶ場合と自動運転車を呼ぶ場合を考えると、どちら

の場合も私たちが求めているのは「移動」というサービス

そのものだ。そこが重要であり、人間かロボットかは本質

ではない。さらに、それを実現可能にするのは先に触れ

たオープン APIである。API の先にいるのが「人」であれ

ばマッチング・サービス、「組織」であれば API エコノミー

など、さまざまな呼称はあるが、「サービス」がその本質

であり、あくまで APIですべてをオープン連携できる世界

を目指す。生成 AI 時代に向けた IoT 人材育成プログラム

は、こうした IoS 社会実現のための一環として位置づけら

れたものなのである。

「生成 AI 時代に向けたIoT 人材育成プログラム」のベース

となっているのは、µT-Kernel 3.0を搭載したエッジノード

のプログラミングを教える講座だ。µT-Kernel は、2018 年

孤立

A社 API連携動作

×
A社製

ネット対応エアコン
B社製

ネット対応サーキュレータ

A社製
ネット対応加湿器

A社製
ネット対応パネルヒーター

クローズ API では機器間連携にメーカーの枠がある
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に IEEE 2050-2018（IEEE Standard for a Real-Time 

Operating System（RTOS） for Small-Scale Embedded 

Systems）としてIEEE標準となったリアルタイムOSである。

特徴的なことは、リアルタイム OS の基礎とともに、エッ

ジノードが単独で動作するだけでなくクラウドと連動させて

API 連携させるというところまで踏み込んで教育を行うとい

うこと。エッジノードの開発については、C のようなプログ

ラミング言語が書けることが前提となっているが、リアルタ

イム OS に関してはまったくの初心者でも勉強していけるよ

うになっている。さらに、これからのソフトウェア開発にお

いて不可欠な知識となる、生成 AI に関しての教育を行う。

INIAD AI-MOPを活用し、基本的なプロンプティングに始

まり、RAG や Function Calling によるAPI 連携なども扱う。

本教育プログラムが提供するのは 4 か月にわたる講義や

演習である。この時間数が多いか少ないかの評価は人そ

れぞれ違うだろうが、高度なプログラミングや AI について

学ぶためのハードルは以前に比べて確実に低くなってい

る。プログラミング学習に関しては環境が進歩・充実して

高度な機能が簡単に実現できるようになり、ネットワーク

上で使える多くの機能があるため、自分で高価な設備を所

有する必要がない。AI に関しても、このプログラムでは中

身を研究するわけではなくその使用法を学ぶわけで、たと

えば最先端の車の中身を研究するのは大変だが乗るのは

難しくない、と思えばよい。要求されるのは、解決したい

課題を AI に「伝える」ための技術である。生成 AI 時代に

向けた IoT 人材育成プログラムは具体的な目的となる「応

用」を持つ人たちのために開かれたものである。

U B E R

SET PICKUP LOCATION API

ロボットカー

人間

アプリとして呼び出すのは「移動」というサービス 
人間運転者でもロボットカーでも基本同じ
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■ 生成 AI 時代に向けた IoT 人材育成プログラムとは
急速に発展する生成 AI 技術は、社会のしくみを瞬く間に変え

ています。ソフトウェア開発も例外ではありません。いまや、コー

ディング・エージェントを利用し、生成 AIと協働したソフトウェ

ア開発が、当たり前のものとなりつつあります。

「生成 AI 時代に向けた IoT 人材育成プログラム」は、生成 AI

による急速な変革の時代に、IoT 技術者に必要となる知識とス

キルを身につけることのできる、社会人のための「学び直し」の

ための教育プログラムです。 

INIADでは、2018 年より、IoT 関連分野の体系的な知識とス

キルを短期間で身につけることを目指す「 Open IoT 教育プログ

ラム」を開講してきました。2025 年より、生成 AI による急速な

変革に合わせ、カリキュラムを一新し、これからのソフトウェア

開発において不可欠な知識となる、生成 AI に関しての教育を拡

充しました。 

このプログラムでは、IoT 分野を支える約 200 社が入会するト

ロンフォーラムと連携し、リアルタイム OS の世界標準規格 IEEE 

2050-2018 に準拠した µT-Kernel 3.0、IoT-Engine を用いたシ

ステム開発を教育します（C 言語に関するスキルを前提とする）。

さらに、これからのソフトウェア開発において不可欠な知識とな

る、生成 AI に関しての教育を行います。ここでは、基本的なプ

ロンプティングに始まり、Function Calling や MCP によるAPI 連

携、さらにコーディング・エージェントを活用したソフトウェア

開発手法についても扱います。 

このプログラムでは、一部の演習を除き、対面とオンライン

が選択可能なハイブリッド形式で実施します。受講期間中は貸

出を行うIoT-Engine を利用して、効率的な学習が可能です。

■習得できる技術
・ �リアルタイム OS の世界標準規格 IEEE 2050-2018 に準拠した

µT-Kernel 3.0

・ �クラウド直結型のIoTエッジノード開発のためのプラットフォー

ム IoT-Engine を用いたシステム開発（受講生の方には、期間

中 IoT-Engine を貸し出します）

・ �生成 AI の基礎とPythonプログラムからの実践的な活用方法

・ �Webアプリケーション開発の基礎

■ AI-MOP とは？
INIADでは、「自分の頭で考える」力を高めるために、Chat- 

GPT をはじめとした生成 AI の教育利用を、積極的に推進してき

ました（→ P.99）。

その一環で、生成 AI を活用した教育システム AI-MOP を独自

に開発し、INIAD の教育活動に導入しています。さまざまな AI

ベンダーが提供するAPI を、教育の中で公平かつ安全に利用で

きるように整備し、学生・教員に開放しています（現時点では、

OpenAI 社の GPT 、Anthropic 社の Claude の API をサポートし

ています）。 

「生成 AI 時代に向けた IoT 人材育成プログラム」においても、

本プラットフォームを活用し、基本的なプロンプティングに始ま

り、Function Calling や MCP によるAPI 連携なども学習します。

プログラム概要

•	 開講時期

2026 年 10月～ 2027 年 2月（4 か月）

•	 受講料

300,000 円（税込み）

※教材費を含む。大学までの交通費は含みません。

•	 定員

全体で 30 名程度

•	 履修資格

（1）大学、短期大学、高等専門学校を卒業した者

（2） �本事業において、（1）と同等以上の学力があると認められ

た者

•	 修了要件・履修証明

すべての講義・演習を受講終了した方には、学校教育法に基

づく履修証明書を交付します。

•	 開講キャンパス

対面講義は、東洋大学 赤羽台キャンパスにて開講します。

・住所：東京都北区赤羽台 1-7-11  INIAD HUB-1

・アクセス：https://www.iniad.org/access

•	 お問い合わせ

東洋大学 赤羽台事務課  

「生成 AI 時代に向けた IoT 人材育成プログラム」事務局 

TEL：03-5924-2603　e-mail：contact-enpit@iniad.org 

https://enpit.iniad.org/

生成AI時代に向けた IoT人材育成プログラム

AIベンダー  Web API

対応済みAIベンダー

対応予定のAIベンダー例

JavaScript Java

Python

各種プログラミング言語

AI bot

AI API

AI-MOP
Slack

Slack
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■ 2026 年度 開講科目

科目 開講日時 講義内容

生成 AI 時代に向けた IoT 技術 ハイブリッド
10 月 23 日  
15:00 - 18:00

本プログラムを通じて習得する、生成 AI 時代に向けた IoT技術者のための
知識・スキルについて、俯瞰的な講義を行います。
また、IoT-Engine の開発環境のセットアップを実施します。

IoT システム開発 オンデマンド リアルタイムOS の世界標準規格 IEEE 2050-2018 に準拠した µT-Kernel 
3.0 を用いた、IoT・組込みシステム開発に関して、オンライン教材を用いて
学習します。

Open IoT 演習 第1回 ハイブリッド
11 月 6 日  
15:00 - 18:00

「 IoTシステム開発」の講義と連携し、IoT-Engine におけるハードウェア
制御に関する演習を行います。

Open IoT 演習 第2回 ハイブリッド
11 月 20 日 
15:00 - 18:00

「 IoTシステム開発」の講義と連携し、IoT-Engine におけるマルチタスク・
プログラミングに関する演習を行います。

Open IoT 演習 第3回 対　面
12 月 4 日 
15:00 - 18:00

「 IoTシステム開発」の講義と連携し、IoT-Engine における 6LoWPAN
通信に関する演習を行います。 INIAD の IoT環境を活用します。

ソフトウェア開発における
生成 AI 活用の基礎

オンデマンド Pythonプログラミングの基礎と、生成 AI活用の基礎を、オンライン教材を
用いて学習します。

生成 AI活用演習 第1回 ハイブリッド
12 月18 日 
15:00 - 18:00

「ソフトウェア開発における生成 AI 活用の基礎」の講義と連携し、生成 AI
活用に関する演習を行います。

生成 AI活用演習 第2回 対　面
1 月 8 日 
15:00 - 18:00

「ソフトウェア開発における生成 AI 活用の基礎」の講義と連携し、生成 AI
活用に関する演習を行います。コーディング・エージェントを活用したソフ
トウェア開発手法のほか、生成 AIと INIAD の IoT 環境の連携といったテー
マを扱います。

Webアプリケーション開発 オンデマンド Webアプリケーション開発について、フロントエンドとサーバサイドの双方
について、オンライン教材を用いて学習します。

Webアプリケーション開発演習 第1回 ハイブリッド
1 月 22 日 
15:00 - 18:00

「Webアプリケーション開発」の講義と連携し、コーディング・エージェント
も活用しながら、Flask を活用した Webアプリケーション開発の演習を
行います。

Webアプリケーション開発演習 第2回 対　面
2 月 5 日 
15:00 - 18:00

「 Webアプリケーション開発」の講義と連携し、自作した Webアプリケー
ション開発のクラウドへの展開を行う演習を行います。INIAD の IoT環境を
活用します。

T-Car 実習 対　面
2 月18 日～ 2 月19 日 
10:00 - 17:00

INIAD Test Hub において、本プログラムで習得した技術を活用し、IoT-
Engineで制御可能な T-Carを、生成 AI を活用して制御する集中講義を、
2 日間かけて実施します。

オンデマンド 	 オンライン教材を用いて各自のペースで学習を進める。

ハイブリッド 	 オンラインあるいは東洋大学赤羽台キャンパスにて受講。

対　面 	 原則として東洋大学赤羽台キャンパスにて受講。
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INIAD cHUBでは特定企業にチューニングした企業向け

オーダーメイド教育プログラムを提供しています。企業の

皆様の課題・ご要望をヒアリングし、最適な研修カリキュ

ラムを設計・実施するものです。企業のニーズを反映させ

た個別の社員研修プログラムを受講いただくことにより、

高度なデジタル人材の育成ができます。

たとえば、DX、アジャイル的思考、マーケティング論、

アクションラーニングなどを学び、それらを生かしてチー

ムでビジネスプランを立案する実習を行います。また、

プログラミング、最新のIoT、データサイエンス、人工知

能の技術を学び、自社のビッグデータ（売上データ等）に

それらを適用し、課題解決を提案する実習を行います。

社会人がビッグデータの解析を学習するときには、架空

の企業の架空のデータを使うよりも、自分の会社のデータ

を扱うほうが、はるかに理解は深まります。そこで、企業

には社内の実データを提供していただき、それを使った

オリジナルの教育教材を開発し、社員の皆さんにプログラ

ミングやビッグデータ解析の手法を学んでいただくしくみ

を確立しています。

② 企業向けオーダーメイド教育

○「DXアカデミー」プロジェクト
（長谷工グループ 様）

DX ／ IT 等に関する基礎知識やプログラミングの 
実践学習を通じた学習機会を提供

・ DX意識改革プログラム（第一弾）

・ イノベーションリーダー育成プログラム（第二弾）

https://www.haseko.co.jp/bimlim/article/20220825/

○DXリーダー育成プログラム
（戸田建設株式会社 様）

DXを実現する人材育成のための 
専門プログラムを提供

・DevOpsコース

・DXリーダーコース

https://www.toda.co.jp/pickups/mirai_dx.html

○MS&ADデジタルアカデミー
（ MS&ADインシュアランスグル ープホールディングス 

株式会社 様）

新たなビジネスモデルの創造と高度なデータ分析を

行う人財を育成する専用プログラムを提供

・生成AI活用コース

・ ビジネスデザインコース

・ データサイエンティストコース

https://www.ms-ad-hd.com/ja/group/innovation/hr.html
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MS&ADグ ル ー プ で は、

業務のデジタル化が進む中、

社員が最大限のパフォーマ

ンスを発揮できる環境づく

りが経営課題となっていま

す。その解決に向けて、最

新のデジタル技術、データ

分析、プログラミングを学ぶ

リカレントプログラムを2018 年 8月より実施してきまし

た。2025 年で8 年目を迎え、累計約1,150 名のグルー

プ社員が受講し、デジタル技術の活用やデータ分析力

の向上に役立てています。開催初年度からご指導いた

だいております坂村先生には、心より感謝申し上げます。

本プログラムは MS&ADグループ専用の研修として、

演習には実際の保険データを使用しており、習得した

知識やスキルを業務へすぐに活かせる点が大きな特徴

です。プログラム開始当初は、幅広く多くの社員に基礎

知識を身につけてほしいと考えていましたが、受講者が

社内で知識を還元するためには、より深い理解が重要

であることに気づきました。

社員に学習の機会を提供するだけではなく、会社とし

て必要とする知識やスキルを明示することで、自己研鑽

の方向性を示すことができました。また、経営側として

も今後必要となる人財のレベルを把握することができ、

非常に有益でした。社員一人ひとりのクリエイティビティ

を育成し、新たな商品やサービス創出を目指すオーダー

メイドの教育プログラムとして、多くの成果が社内に

現れています。

2024 年からは、生成 AI を活用してビジネスを創造

するスキルの習得に向けて、内容を刷新いたしました。

単に AIの技術的・学術的要素を学ぶのみに留まらず、

AI をビジネスに効果的に活用するためのプロンプティン

グなど、より実践的な内容についてご指導いただいて

おります。今後とも、さらなる成果を期待しております。

企業向けオーダーメイド教育を導入して
舩曵 真一郎 氏 
MS&AD インシュアランスグループホールディングス株式会社 代表取締役 取締役社長 社長執行役員／ 
三井住友海上火災保険株式会社 代表取締役会長 会長執行役員
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あなた方が 4 年後に社会に出るとき、世界がどうなっ

ているか─誰にもわからない。ただ一つ確実なのは、

「変化し続けること」が「普通」という世界になっている

─そのことだけです。

高校 3 年間、徹夜して必死に暗記した英単語や複雑な

数式。歴史年表。今やスマホをかざせば、AI が1秒で

完璧な答えを出してくる。

これからの最大の財産は、全部自分で覚えるとか、計

算をする力を持つことではありません。特定の知識でも

ない。「変化を恐れない姿勢」─ もう、これに尽きる。

では、知識は AI が出してくれる時代に、人間に何が求

められるのか。

これまでは「与えられた問題を速く正確に解く」のが優

秀な人間でした。日本の大学もそういう人材を育てるの

を目標にしてきた。でも、これからは「解く」のは全部

AI がやってくれる。

人間に求められるのは「問題を 解く力」ではなくて

「問題を立てる力」です。

「 今 社 会 に何が 必 要 か」、「 何 を やるべきな の か」、

「誰をどう幸せにするか」─「ゼロ」から最初の「1」

を決めるのは人間にしかできない。「 1」から「100」は

AI がやってくれる時代になります。

問題を設定し、AI にやらせた仕事を評価し、決断を下

す─ つまりあなた方は、AIの「優れた上司」にならな

ければいけない。こう言うと「社会に出て最初から上司

なんて最高だな」と思うかもしれないけれど、とんでもな

く大変です。

今日は、あえて「おめでとう」からは始めません。

というのは、今、本当に大変な時代で、そこを、あな

た方は生きていくという自覚を持つべきだ、という少々

厳しい話をさせていただくからです。

今、人類の歴史上、最も時間あたりの変化率が大きい

─つまり激変の時代です。あなた方も使っているであ

ろう対話型 AI ─ ChatGPT が登場したのが、2022 年

の11月。まだ 3 年半しか経っていないのに、社会は AI

によって大きく変わりました。そして、これからもっと、

仕事の仕方、勉強の仕方と、どんどん社会を変えていき

ます。

アメリカや中国では無人のAIタクシーが当たり前に走

り、ヨーロッパでは数千人規模のコールセンターが AI に

丸ごと置き換わり、ハリウッドでは AI が脚本から映像ま

で作ってしまうからと、脚本家や俳優たちがストライキし

ている。

日本は良くも悪くも変化が遅い国なので、まだピンと

来ない人が多いのですが、世界で起きている社会の地殻

変動は、いずれ─あなた方が社会に出る頃には、必ず

この日本にもやってきます。

なぜ、こんなにも変化が速いのか。「 AI が自分でAI を

進化させている」からです。賢いAI が、より賢いAI を設

計する─だから変化に対して慎重で、動きの遅い日本

人には、本当に大変な事態です。

こういう激変は、私を含めた大人たちにとってもまった

くの「未知の世界」です。過去の経験則が一切役に立た

ないからです。

これから大学で学ぶ諸君へ
～ AI 時代に必要な教養を 

身につけるために～

坂村 健

AI時代を生きるために
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今までは会社に入って下積みをして、先輩の下で仕事

を覚えて、それからようやく上司になれた。しかしこれ

からは、社会に出たその日から強力な AIの部下を使い

こなす力を求められる。

しかもいちばんキツいのは、失敗しても部下のせいに

できないこと。部下は優秀な AI なのだから、AI に命じ

てやらせた結果の責任は全部、上司であるあなた方が負

うことになる。

その「優れた上司」になるために絶対に必要なのが、

「教養」です。教養については「抽象的な学問や教養より、

すぐ使えるスキルだ」と言われた時期もありましたが、

それはもう完全に過去の話です。

細かなテクニックは AI が数秒でやる。激しい変化の荒

波の中で流されないための錨（いかり =アンカー）にな

るもの─ それが、人間や社会の根源の理解としての

「教養」です。

勘 違いしないでほしいのは、「教養 」とは「何年に、

誰それが、なんとか、と言った」のような歴史的な出来

事を暗記していることではありません。それはただの

データで、AI に聞けば一瞬でわかります。

求められているのは、これからの時代のための「真の

教養」です。

今、シリコンバレーでも教養が見直されています。AI

がプログラミングまでする時代、トップ企業が欲しがっ

ているのは単なるコンピュータのプログラムが書けるだ

けの「コーディング職人」ではなく、「曖昧な問題への多

角的アプローチ能力」を持つ人間で、それを育てるのが

教養（リベラルアーツ）教育だと言われているわけです。

先ほど「暗記した英単語なんてAI が1秒で答えを出す」

と言いました。しかし、もし、その英単語が「ラテン語

のこういう語源から来ていて、だからあの言葉ともつな

がっている」と理解していたら。数式が「宇宙の基本原

理からこう導き出される」と、他の知識とネットワークの

ように結びついていたら。それはもう単なるデータでは

ない。あなた方の血や肉となった「教養」です。

知識を関連付け、横につなげていく力 ─ これが AI

を使いこなすための強力な武器になる。文系とか理系と

かそういう分類は、もう無意味です。シェイクスピアから

人間の機微を読み解き、同時に量子論から世界を理解

する。なにしろ部下であるAI は両方頭に入っているので

すから、上司になる人間も大変なわけです。

そして大学も今、古い学部の壁を越えて新しい時代の

教養─「 AI 時代に向けた教養」を、どうやってあなた

方に教えるか模索するべきときに来ています。これは私

たち大学側の課題であり、東洋大学は新しい AIの時代

に向けて、今、動き出しています。

しかし、 この激しい変化を 起こしている AI ですが、

ただ恐れるものでもありません。人間が変化を生き抜く

ための最高のバディ（相棒）にもなるのです。人間と AI

は互いに連携し、補う関係にもなれるのです。

AI は人類の全歴史を学習し尽くした ─ いわば、ま

ん丸の「巨大な円」。その巨大な円の中にいる人間は、

小さな「星型」です。知識にどうしても偏りがあるので

丸にはなりません。ある分野は詳しいけれど、ある分野

は全然ダメ。だから人間は AI より劣っている……と思い

がちですが、違います。

その「偏り」こそが、人間の価値です。AI に聞くと、

みんなが納得する平均的な「八方美人の正解」しか出し

AIの知性（人工知能）は均質

●  Alにとって知識はインターネット
上の全データであり､
 ｢未知｣や｢欠落｣が存在しない

●  それは人間に対するAIの強み
でもあり欠点でもある

空間における偏り：知識の分布

●  AIは巨大な円
■　広範で全方位に均質
■　ここからは｢正解｣は出るが
｢特異解｣は生まれない

●  人間は小さい星型
■　Alという巨大な円に含まれるが一部､
頂点において突出した密度を持つ

AI：人類の言語化した知の集合体･巨大

人間：小さいが､多様な知の偏り

A
I時
代
を
生
き
る
た
め
に
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てこない。だが人間は、知識の偏り、運、出会い、能力

によって、AI の巨大な円を突き破るような「特殊解」を

出せる。能力だけでも、運だけでも決まりませんが。

「知らないからこそ生まれる発想」や「常識を知らない

がゆえの突破力」を持つのが人間です。だからあなた方

は、いくつものトゲトゲを持つ「星型」になってほしい。

この 4 年間で自分のトゲを増やし、鋭く伸ばしてほしい。

そしてこの「偏り」の話は、大学にもそのまま当てはま

ります。そもそも大学は義 務教育ではありません。勉

強する意欲がある人間が、自分の意志で来る場所です。

そしてあなた方は数ある中から、この「東洋大学」という

私立大学に、自分で選んで来たわけですよね。

国立や公立と違って、私立大学には創立者の強い理念

という明確な「偏り」がある。東洋大学なら、井上円了

先生の「諸学の基礎は哲学にあり」という考え方です。

哲学で有名な「ヘーゲルの弁証法」を知っていますか？

　高校の「倫理」でやりましたよね。─「正（テーゼ）」

と、それと反対の意見の「反（アンチテーゼ）」の意見

をぶつけて、より高い次元の「合（ジンテーゼ）」を導き

出す。実は最先端の生成 AI が複雑な推論をするときに

使う「 CoT（Chain of Thought）」という手法は、AI

自身に「本当にそうか？　別の視点はないか？」と反論

させて精度を高めているのです。

最先端の AIの頭の中に、何百年も前の哲学の弁証法

が入っている。哲学の教養があれば、ブラックボックス

に思える AI のしくみも理 解しやすくなる。AIと哲学は

関係がないようでつながっていたりする。

これがまさに「知識がネットワークとしてつながり、教

養になる」ということです。「諸学の基礎は哲学にあり」

は、まさに AI 時代のための言葉です。

そして、私が東洋大学に作った INIAD「情報連携学部」

ですが、AIとの連携は当然として、私たちは「人間との

連携」を最も大事に考えています。違うトゲを持った人間

同士が連携し、AIの巨大な円とも連携する。そうすれば、

AI 単独では絶対に出せない「多様な特殊解」が出せる。

自分と違うトゲトゲを持った人と出会い、ネットワークを

作る─これも「大学」という場所の大事な機能です。

計算や処理は AI がやる。あなた方は、言われたこと

を鵜呑みにせず、物事の本質を「自分の頭で考える力」

を深めてください。文系の人は AI や科学の論理に触れて

ほしい。理系の人は歴史や文学から人間を学んでほしい。

変化を恐れず、知的好奇心の赴くままにトゲを伸ばして

ください。そして、自分だけの強固なアンカーとなる

─錨となる教養を身につける。それができるのが「大

学」という場所です。

あなた方が、この先の激しい未知の世界を、人間同士

の連携と「自分の立てた問い」で力強く切り拓いていく

─ 今日が、そのスタートになれる日となるならば……。

「本日」は、入学おめでとうございます。

知識の空間モデル : 
AIの円と人間の多様な星──中心円が一般常識

人間の知性（自然知能）は均質ではない

●  ｢空間（どの分野を知っているか）｣
　　　　　　　と
｢時間（どんな経験をしてきたか）｣
　　　　　　　の
二軸において必然的に偏りを持つ

●  この偏りこそが､創造とイノベーション
のエンジン

※2026年度 東洋大学入学式スピーチより
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生成 AIに関する INIADの見解

「自分の頭で考える」
─ AI時代における学問と教育

坂村 健

東洋大学・創立者の井上円了先生の最も重要な教えは
「自分の頭で考える」ということである。ただ、それは言
葉としては簡単だが、実際には難しい。皮肉屋なら「他
人から自分の頭で考えよと言われて納得している時点で、
自分の頭で考えていないだろう（笑）」と言いそうだ。

そもそも、人は完全に「自分の頭だけ」で考えることは
できない。我々は、過去の学問の蓄積の上に立って─
いわば巨人の肩に乗っているから、より遠くを見ることが
できるのだ。
「自分の頭で考える」という言葉での井上先生の真意

は、著書にある「思い込みや偏見にとらわれることなく、
自分の目で確かめ、自分の頭で考える。客観的な観察と
主体的な思考に基づいて世界を見つめなければならな
い」で明確に示されている。
「思い込みや偏見にとらわれることなく」という部分が

重要であり、これは心理学の分野の「二つの思考モード」
で言うなら「システム 2 で考えよ」ということだと解釈で
きる。
「二つの思考モード」の「システム 1」は、偉い人が言っ

たから、イデオロギー的に正しいから、 組織の習慣・
決まりごとだから、さらには単なる思い込みなどで、直感
的・感覚的に判断するという低コストで楽な思考である。
生きるために、生物が最初に身につけた「反射的思考」
であり、 直 感ベースで自動 的にすばやく結 論 が 出る。
すぐに行動できるため、実世界への対応には良いですが、
思い込みによる間違いも多い思考のモードだ。

それに対して「システム 2」は、ステップを踏んで問題
を分析的に考え、論理的に考える思考であり、頭を使う
努力が必要になる。頭脳を発達させた人類が後天的に

身につけた「思考の連鎖」であり、熟慮して論理をたどる
ため、間違うことは少ないが、決断まで時間がかかる。
「巧遅は拙速に如かず」という言葉もあるように、実世

界では考えているうちに手遅れになることもある。そこで、
システム 1 で対応し、余裕ができてからシステム 2 で見
直すことが人間の望ましい思考様式となる。

問題は、システム 1 で結論を出してしまい、そこで楽
をして止まってしまう人だ。それこそが「自分の頭で考え
ていない人」なのだ。

逆に言えば、井上先生の言う「自分の頭で考える」た
めに必要な姿勢─つまり、INIAD 生に求められるのは、
以下のような姿勢である。

 ● 自分を疑う
 思い込みに惑わされていないか？ 
他人に考えを誘導されていないか？

 ● 別の立場に立って、問題を見直す
 イデオロギーなどで「先験的」に正解を定めていない
か？ 
その結論になるように物事を考えていないか？

 ● ステップ・バイ・ステップで順を踏んで考える
 難しい問題に対し思考停止していないか？ 
単純な答えに一足飛びで飛びついていないか？

 ● 自分自身に質問し、答えを探す
 なぜこれが正しいと思うのか？ 
これをどのように証明できるか？ 
など

 ● 現実を見る
 これは現実的か？ 
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このアイデアを実際に実行することができるか？ 
これは人々の利益になるか？ 
など

 ● 情報を収集・検証する
 この情報源は信頼できるか？ 
この情報はバイアスに影響されている可能性がある
か？ 
これは事実か、それとも意見か？ 
など

 ● 自分自身の感情を管理する
 自分の感情が自分の判断に影響しているか？ 
最初の自分の思いに固執しているだけではないか？ 
など

ChatGPTを使うということ

先に触れた「思考の連鎖：Chain of Thought」という
言葉は、ChatGPT をはじめとした最近の生成 AI の性能
を決めるといわれる尺度であり、GPT-2 が GPT-3 に進化
したときに飛躍的に伸び、それが生成 AI のブレークス
ルーである「創発」につながった。そして、2023 年 3 月
にGPT-4 になり、さらに性能が向上したと言われている。

たとえば、INIAD の 1 年生が履修する「情報連携学概
論」の第一回「哲学」で出した去年のレポート課題を
GPT-3.5 に与えた場合の回答は十分に上位に入る出来
だった。しかし、GPT-4 の回答ならば、ほぼ満点の出来
になる。

AI が哲学のレポートを書ける時代になった以上「～に
ついて書け」というような単純な課題は、学生が生成 AI
を使う前提で大学としても評価を考えなければならない。
「 AI を使うな」というのは簡単だ。しかし、答えの文章

だけを見て AI を使ったかどうか判定することは不可能で
ある。もちろん、課題を出す前に ChatGPT などの生成
AI に通して教師が回答を確認し、学生の提出がその回
答と似ているかを判定することはできる。しかし、それも
利用者が対話により誘導すれば、一般的な回答と類似性
の少ない回答に仕立てることも可能だ。

結局「あまりに一般的に正しい回答だ」とか「よく書け
すぎているのはおかしいから、AI を使っただろう」といっ
た理不尽な疑いしかできなければ、正直者がバカを見る
だけの制度になり、モラルハザードにつながる。

そこで、INIADでは ChatGPT の利用について制限を
付けないだけでなく、むしろ推奨することを考えている。

その理由は、ChatGPT を使うことが必ずしも「自分の
頭で考えな い」ことにつ な がるとは 思 わな い からだ。
ChatGPTとは対話のセッションを何度も続けることがで
き、その過程で自分の考えを深めることもできる。そこが、
聞いて答えるだけの検索エンジンとは大きく異なる点だ。

実際、同じ課題を AI を使って解かせても、どう設問す
るか、回答に対して聞き返して深掘りするか、など使う
人が適切な対話ができれば─そして、最後のまとめに
あたり自己の判断で取捨選択し、必要なら補足や書き
換えができるかまで、その人の能力により結果の質が
大きく変わる。ChatGPT にレポート課題を投げて最初
に出てきた回答をそのまま出す「撮って出し」では、回答
はいかにもな凡庸な回答しか出ない。

逆に言うと、ChatGPT を使うことを許すのは、学生が
「楽ができる」ようになるのではなく、その結果の質がより
厳しく評価されるということなのだ。単に「正しい」だけ
では低い評価にしかならず「ユニークな視点がある」とか

「深く検討している」など、より高度な結果を求められる
ようになる。そのためにINIADでは、より深い評価を行う
ための教育スタッフの負担を軽減できる評価のサポート
AI のシステム開発も行っている。

「自分の頭で考える」ためのChatGPT

先にあげたように「自分の頭で考える」ために必要な姿
勢の一つは「別の立場に立って、問題を見直す」という
ものだ。最初のうちは、これを自分ひとりで行うのも難し
いことも多いだろう。しかし、ChatGPT ─特に GPT-4
ベースの ChatGPT を「壁打ち」の相手にできれば、AI に
アンチテーゼを考えてもらい、弁証法的な思考を繰り返
し、より深く課題を考えるような思考の訓練も可能になる。
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わからないことがあっても、何回でもいろいろなやり方
で説明してもらっても恥ずかしくない。また日本の学生は
正面から反論されることを自己への攻撃ととらえる傾向
があり、ディベートで感情的になることもあるが、AI 相手
の「壁打ち」なら「自分自身の感情を管理する」のも容易
だろう。

このような対話を通して「自分の頭で考える」訓練は、
哲学だけでなくINIADで教えるすべての学問分野で有用
だ。AI は、嫌がりもせずずっと付き合ってくれる最高の

「思考のためのバディ」になるのである。
さらに言えば、最終的な考査においては、ネットワー

クが使えない状況で試験を行う。ChatGPT を訓練相手と
して日頃から自らを高めることをせずに、楽をしてその回
答を利用しているだけの学生は当然最終評価は低くな
る。そして、その差はさらに大きくなるだろう。

それは、まさに将棋の世界で藤井聡太竜王・名人が AI
をバディとして精進し、その成果で本番を勝ち抜き八冠
に至った道と同じなのだ。

さらに、ChatGPT を使って思 考を深めるスキル は、
これからの INIAD の学生が社会に出たときに強く求めら

れる資質である。そのため INIADでは ChatGPT をどう使
うかのプロンプトエンジニアリングについて、新しい教科
として教育していく計画だ。

また、ChatGPTでは課金しないと使えない GPT-4 モ
デルを使えるかどうかについての不公平が生じるという
懸念がある。そこで GPT-4 モデルとプログラミング教育
において使えるAPI を利用できるようにする環境整備を、
INIAD の全学生向けに行う。

なお、生成 AI の急激な進化という新しい状況に対応
するということで、すべてはアジャイルであり、この方針
も結果を見て変更するかもしれない。

一番の懸念は、対話により考えを深めるのでなく設問
をそのままコピーし、出てきた最初の回答をそのまま提
出するような「自分の頭で考えていない」使い方しかしな
い学生が出てくることだ。これがあまりに目につくような
ら、その学生の利用を停止するかもしれない。

しかしながら、ChatGPT の利用に制限を付けることは、
学生がより深い思考をすることを阻害するだけでなく、
現代社会における技術革新に対する抵抗感を育ててしま
うことにもつながる。ぜひ、学生の皆さんが正しく「自分
の頭で考えて」ChatGPT を使ってくれることを切に願って
いる。

繰り返しになるが、学生が ChatGPT を使って自分の考
えを深め、より高度な思考力を身につけられるように、
適切な環境・指導・教材の提供を INIADでは積極的に
進めていく。

ChatGPT を使って自分自身を疑い、新しいアイデアを
生み出すことができる学生は、自己実現型人材として社会
で活躍できるだろう。INIAD は、ChatGPT を使った思考
の深め方を学生に教え、より高度な思考力を身につけら
れるよう支援していく。これからの時代に必要とされる
知識とスキルを身につけた、自己実現型の人材を育成
していくことが、INIAD の使命であり、責任でもある。

「自分の頭で考える」
─ AI時代における学問と教育

○生成系 AI に関する INIAD の見解
https://www.iniad.org/blog/2023/04/14/generative-ai/
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教育でのAI活用事例とその分類

AI を教育にどう取り入れるべきか、AI を教育で活用す
る際の注意点、AI が教育にもたらす変革についてお話し
したいと思います。

まず、情報教育における生成 AI の活用事例を網羅的
に分類整理してみましょう。実は、人間では見落としてし
まうような細部まで列挙し、それらを体系的にわかりやす
く整理することこそ、生成 AI が最も得意とする領域の一
つです。これは教育分野にかぎらず、あらゆる領域での
応用が可能で、生成 AI の典型的な使い方の一つです。

今、私たちが自らウェブ検索を行う必要がなくなろうと
しています。AI が検索を行い、人間が行うよりもはるか
に徹底的かつ効率的に情報を収集してくれるからです。
私も日常的にAI を積極的に活用しています。実際に試し
て返ってきたのが「生成AIに生成させた情報教育の事例」

（表 1）の A からEです。よく見るとユニークなアイデアも
いくつかありますが、多くは常識的な内容といえます。
それでもしっかり網羅的にカバーされていることがわかり
ます。こうしたことから現状では、AI が出した初期案を
人間がさらに精査・修正するという手順をとるのが効果
的です。

AI を使わずに人間同士のチームでこうした課題に取り
組む場合でも、チームリーダーがスタッフに「教育での
AI 活用の事例を徹底的に調べてくれ」という指示を出し、
それをチームで整理するでしょう。調査・整理のフェー
ズでは、生成 AIでも優秀な人間スタッフでも、同じよう
な結果になります。つまり、適切な指示さえ与えれば、
現代の生成 AI は人間と同等の質の仕事をこなせるという
ことです。

私はよく「人間の役割は、生成 AIを優秀な部下だと思っ
て、その優秀な部下の上司になることだ」と言っています。
ときどき「今の AI はすでにすばらしい答えを返してくれる
ので、部下というよりは神のような存在だ」と誤解する人
がいます。学生の中にも「 AI を使ってみたら、自分では
思いつかないような斬新なアイデアを出してくる」という
声があがることがあります。確かにそういう一面もあるの
ですが、「あなたは部下が自分よりも優秀であってはなら
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ないと考えているのですか？」と私は問い返します。
理想的な組織環境とは、自分より優秀な人材が部下と

して存在することです。もし部下が自分より劣っていると
すれば、能力不足の管理者が同様に能力不足のスタッフ
を雇用することで、組織全体の質が低下するという負の
スパイラルに陥ってしまいます。これは AIとは関係なく、
長年の組織運営の知恵として広く認識されていることで
す。やはり解くべき問題を設定して、優秀な部下として
のAIに適切な指示を与え、その成果を使うというアプロー

チこそが、次世代の人間の仕事の本質だと思います。ま
ずは AI に仕事を指示し、その結果を人間が精査し、必
要な修正を加えるという流れです。

生成 AI が最初に答えてきた表 1 の A からE を見て「教
育」の中に「研究活動における生成 AI の活用方法につい
ての教育」という視点が欠けていることに気づきました。
そこで、新たに「研究活動において生成 AI を活用する方
法の教育」という新たな観点を追加して質問したところ、
表 1 の FとG のような答えが得られました。ここで赤の太

表 1　生成系 AIを活用した情報教育の事例

A）学習支援・コーチング

■ 生成系 AIに教材を学習させて、TA の代わりを務めさせる
■ プログラミングの質問に対する自動応答システムの構築
■ プログラミング概念の説明や例示を行うチャットボットの活用
■ プログラミング学習の自動化されたコーチング
■ 仮想ペアプログラミングパートナーの提供
■ 学習者のモチベーション維持のための自動メンタリングシステム
■ プログラミング言語の文法やベストプラクティスの自動学習と提示

B）プログラミングスキル向上支援

■ GitHub Copilotを活用したプログラミング教育の高度化
■ コード自動生成ツールを用いた演習・課題の効率化
■ コード補完機能による学習者のプログラミング効率の向上
■ 自動デバッグ・エラー修正ツールによるプログラミング学習支援
■ 学習者のプログラミングスタイルや習慣の自動分析と改善提案
■ コードの可読性や効率性の自動評価と改善提案

C）個別適応型学習

■ 学習者のレベルに合わせた教材・課題の自動生成
■ 学習者の理解度に基づくカリキュラムの動的調整
■ 学習者の習熟度に応じたヒント・フィードバックの提供
■ 学習者の特性に合わせた学習スタイルの推奨
■ 学習者のつまずきポイントの自動検出と対策提示

D）教材開発・管理

■ プログラミング教材の自動生成・更新

■ 教材内のコード例やサンプルプログラムの自動生成
■ 教材の自動要約・整理によるカリキュラム設計支援
■ 教材の難易度や関連性に基づく自動編成・推薦
■ 教育用プログラミング言語の開発
■ 教育用プログラミング学習ゲームの自動生成
■ 複数学習領域を横断する知識の統合教材生成

E）評価・フィードバック自動化

■ コードレビューや添削のための自動フィードバックシステムの開発
■ 学習者のコードに対する自動採点・評価システムの開発
■ 学習者の理解度に基づく自動フィードバック生成
■ プログラミングテストの自動生成と評価
■ AIを活用した学習進捗のリアルタイム可視化ツール
■ 学習成果のポートフォリオ自動生成

F）アカデミックスキル強化

■ 生成系 AIを活用した英語論文執筆スキルの向上
■ 生成系 AIを用いた英語論文の読解力強化
■ 英語でのプレゼンテーション能力向上のための活用
■ 英語での研究ディスカッション能力向上のためのトレーニング
■ 発表時の質問対策の事前トレーニング

G）研究活動支援

■ 大量のプレプリントや論文のピックアップ、要約、サーベイ
■ 生成系 AIを活用した研究アイデアの発想支援
■ 研究の次のステップのアイデア出し
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字で表記されている項目は、AI の回答に私が追加した
内容です。

このような包括的な事例列挙や分類整理は、まさに生
成 AI が得意とする領域です。そして、それを見ればいろ
いろな気づきがあり、場合によっては付け加えたくなるこ
ともあるでしょう。そうして、より良い結果が得られるわ
けです。これからの私たち人間の役割は、この優秀な AI
の上司となり、その潜在能力を最大限に引き出すことに
あるのです。

今のAIにできないこと

次に私がお話ししたいのは、今の AI はいったい何が
できないのかということです。今のAIには「こうしたい」「こ
うなりたい」という内発的な動機や願望はいっさいありま
せん。一方、人間というのは欲求や欲望に満ちた存在と
して日々を生きています。この「欲求を持つこと」こそが
まさに人間の本質ではないかと思います。今の AI は非
常に優秀ですが、指示されなければ何もしません。人間
の場合は、指示されなくても自分の判断で何かを成し遂
げることができます。それは現代人にかぎった特性では

なく、何千年前の人類も同様でした。太古の人間は、ま
ず「生きたい」という本能、欲求に突き動かされ、食べ
物を探し求め、さらにはそれを効率よく行うことを考え始
めました。そういう欲求を持った生物のみが生き残った
から、結果として今の生物の根本には、そうした「生きた
い」という本能があります。

今の AI にはそういう欲求がありませんので、何も言わ
れなければ何もしないわけです。AI エージェントといっ
て、言われなくても自分でいろいろと計画を立てて動く
AIも出てきていますが、それも結局は「夏休みの旅行計
画を立ててくれ」といった大目標を与えられたうえで、そ
のためにどのような検索をするかを決めるなどして動い
ているわけで、欲求はあくまで人間から与えられたもの
を解決しようとしているだけです。

なぜ AI が欲求を持たないかといえば、図 1 のように、
人間は現実世界の中で自ら「生きたい」という欲求ととも
に肉体的に進化し、さらにその身体的進化とともに神経
反射を身につけました。たとえば「猛獣が襲ってきたら逃
げる」という反応は、視覚情報を受け取り即座に行動す
る能力です。さらに生命進化の後期段階になると、「連想」
能力や大脳新皮質でものを考える「言語」能力を獲得し、

抽
象
世
界

現
実
世
界

生物の進化

AIの進化

言 

語
連 

想
反 

射
身 

体

大脳
新皮質

LLM

肉体

ロボット
IoT

自ら ｢生きたい｣と思う
もののみが生き残れた

人間（他者）により
｢役に立つ｣ように作られた

AIは逆方向に ｢進化｣したので ｢生存競争｣なしで ｢進化｣できた

図 1　なぜ AI は「欲求」を持たないか
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最終的には抽象概念を理解できるようになりました。こ
れが人類の進化の軌跡ですが、AI はこれとは逆方向の

「逆進化」の道を歩んでいます。
AI は 抽 象 的 な 世 界 から始まり、 大 規 模 言 語モデル

（LLM：Large Language Model）では、まず言語理解
からスタートし、そこから連想能力を獲得し、そしてロボッ
トや IoT 技術と結びつくことによって身体性を得て、私た
ちの現実世界に入り込もうとしているわけです。なにより
大事なことは、AI は人間（他者）により、役に立つように
作られたということです。自ら｢生きたい｣ と思うもののみ
が生き残れたという、自然選択により進化した生物とそ
こが大きな違いです。

人間がさまざまな欲求を持つ理由は、その進化的背景
にあります。初期段階では「生存」という最も基本的な欲
求から食糧確保へと発展し、その後「安全」や「自由」を
求め、さらに近代社会では「金銭欲」や「権力欲」といっ
た複雑な欲望へと進化してきました。こうした欲求を満
たすための手段として脳の進化が促進されたのです。つ
まり、人間の「こうしたい」「こうなりたい」という欲望や
欲求こそが経済活動の原動力なのです。たとえAI だけ
で生産が行えるようになったとしても、それだけでは経
済は機能しません。消費主体としての人間の存在が不可
欠だということです。

このようなことからイノベーションは人間にしか創出で
きないと強く思っています。イノベーションとは、今まで
になかったものを生み出すことであり、その原動力は、
人間が「こうしたい」と願う内発的な欲求にあります。イ
ノベーションの成功は稀ですが、それでも承認欲求や金
銭的報酬の期待から「チャレンジしよう」という気持ちを
強く抱くのが人間です。目的意識を自ら持たない AI にイ
ノベーションは起こせません。欲求がない AI は、何のた
めに今までと違う新しいことを目指すのかがわからない
からです。私は人間固有の欲求と生成 AI の卓越した能
力が融合することで、これまで以上にすばらしいイノベー
ションが生まれる未来社会が開けるのではないかと期待
しています。

INIAD教育でのAI

○ 評価基準はクオリティの高さとユニークさ
ここからは INIAD の教育で AI をどう使っているかとい

うお話をしたいと思います。
INIADで実習を指導する際に私たちがまず教えている

のは、「まず AI に質問してみよう」ということです。自分
が書いたレポートなどを学校に提出する前に、AI にまず
見てもらうということです。AI にどのように質問をすれば
AI が良い答えを返してくるのかを学ぶことも実習の一環
になっています。そこで、AI を使ってどのようにレポート
がブラシュアップされたかという過程も、対話ログをつけ
てレポートに含めて提出しなさいと言っています。

INIADでは AI をどのような用途に使ってもよいと指導
しています。調査でも、アイデア出しでも、レポートを書
かせても、プログラミングの授業でコードを書かせても、
プレゼンシートを作らせてもいい、やってはいけないこ
とは何にもありません。

ただし教員は、学生が AI を使ってレポートを書いてく
ることやプレゼンテーションすることはわかっていますか
ら、どのような過程で最終的なアイデアをまとめたのかも
レポートとして提出させています。評価基準は「クオリティ
が高い」「ユニークである」の二つです。

むしろ AI からクオリティの高いアウトプットを得られる
スキルを高く評価します。全部自分で考えたのではなく
ても、AIと協力してクオリティを上げていったのであれば、
その対話ログを教員が確認することにより「別にあなたが
考えていなかったわけではない。あなたがそのきっかけ
を作ったのだ」ということを評価しています。

大学を卒業して社会に出れば、対話ログすら必要とさ
れず、仕事の成果のみでその人が評価されるようになる
でしょう。しかし大学は訓練の場ですから、レポートのク
オリティが高いという事実とそれをどのようにAI を使って
達成したかが評価基準になっているということです。

もう一つの「ユニークである」ということも重要な評価
基準です。生成 AI を使えばいろいろなアイデアが出てき
ますが、「それらとできるだけ違うほうがいい」「人と違う
ということが重要だ」ということを私は常日頃から言って
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います。AI への質問方法を工夫して、―今までのもの
と完全に違うというのは無理としても―他人に「この部
分は新しいな」と納得させられるアイデアを出して、それ
をきちんとプレゼンできるということが重要だということ
です。

○「 自分の頭で考える」ということ
「生成 AI に頼ると考える力を奪うことになるのでは？」

という人に対して、私は、「 AIとは対話を続けることがで
きるので、その過程で自分の考えを深めることができる。
これが重要な点で、ただ聞いて答えるだけの検索エンジ
ンとは大きな違いだ」と言っています。その過程がある
ため、同じ課題を AI を使って解いても、使う人により結

果の質が大きく異なってくるわけです。たとえばそれをま
とめたのが表 2 です。「自分の頭で考える」ということは、
自分を疑うということです。まず自分が言ったことが正し
いかということを反証してみることです。さらに、別の立
場に立って問題を見直したり、ステップバイステップで順
を踏んで考えたり、自分自身に質問して答えを探したりす
ることです。そのためには、現実をよく見て、情報を収集・
検証し、感情的にならないよう自分の感情を管理するこ
とが重要になります。

こうして最終的な結果が出るまで何回も考え続けること
が大事だということです。

このように人間は従来から考え続けてきたわけですが、
その訓練を他人相手にしようとすると「そんなことは自分
でやれよ」と言われてしまうことも多く、難しいでしょう。
しかしAI は嫌がりもせず、ずっと付き合ってくれます。友
人と話をすることで内容の質が高まっていくという経験は
誰もがあるでしょう。また、AI がなかった時代にチーム
実習に取り組んでいたときには、チームメンバー同士で
話し合うことが非常に重要だとされていました。もちろん
人との会話は重要ですし、気の合う人と話せるなら最高
です。しかし常にそういう人が見つかり、いつでも自分
が満足するまで話せるとはかぎりません。しかし今では、
AI が嫌な顔をせず付き合ってくれる。最高の相棒になっ
てくれる可能性があるということです。何十人もの学生が
授業を受けていて「何かわからないことがあったらいつで
も先生のところに質問してくれ」と言ったとしても、現実
問題として本当に 1 回の授業の中で一人の先生に対して
何十人もの学生が質問してきたら、すべてに答えるのは
無理でしょう。いくら親切な先生でも全部に付き合うには
時間が足りません。ましてや 100 人以上がいるような大
教室での授業ではどれだけ時間があっても足りません。
しかしちょっとした質問だったらAI が先生に代わって答え
てくれるようになりました。AI は 学 生 にとって最 高 の
チューターではないかと思います。

○ INIAD AI-MOP
将棋の藤井聡太竜王・名人は、AI を相手に自己研鑽

● 自分を疑う
・思い込みに惑わされていないか？、他人に考えを誘導されていな

いか？

● 別の立場に立って、問題を見直す
・イデオロギーなどで「先験的」に正解を定めていないか？、その

結論になるように物事を考えていないか？

● ステップバイステップで順を踏んで考える
・難しい問題に対し思考停止していないか？、単純な答えに一足飛

びで飛びついていないか？

● 自分自身に質問し、答えを探す
・なぜこれが正しいと思うのか？、これをどのように証明できるか？

など

● 現実を見る
・これは現実的か？、このアイデアを実際に実行することができる

か？、これは人々の利益になるか？　など

● 情報を収集・検証する
・この情報源は信頼できるか？、この情報はバイアスに影響されて

いる可能性があるか？

・これは事実か、それとも意見か？　など

● 自分自身の感情を管理する
・自分の感情が自分の判断に影響しているか？、最初の自分の思い

に固執しているだけではないか？　など

表 2　「自分の頭で考える」ために
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をして努力してきたうえで、最終的な本番は自分の力で
勝利を重ねていることがよく報道されています。藤井さん
はその勉強の仕方や考え方まで披露していますが、従来
の棋士が到達できなかった領域の実力を身につけた秘
訣は、まさにAI を相手に自己研鑽を積み重ねてきたこと
にあります。ですから私は学生に「藤井さんを見習って」
と言っているくらいです。

そこで INIADでは全学生が有料版の AI を利用可能に
しました。INIADで開発した AI-MOP はプロキシ・シス
テムの一種で、こうした仲介のしくみを私たちのコミュニ
ケーションツールであるSlack を通して利用できるように
しています注1）。

INIADでは、学生同士のコミュニケーションや教員と
学生との間の連絡・質問などもすべてSlackを使っており、
この Slack を AI-MOP につなげることによって、OpenAI
社の GPT や Anthropic 社の Claude の最新の有料モデル
など、さまざまな AI を使えるようにしています。

INIAD cHUB の研究所ではいろいろな AI を常に比較
検証していますが、やはり無料のものよりは有料版の最
先端のものを使うほうが良い結果が出ます。ですから学
生にも最先端のいちばん良いものを使わせて、しかも有
料版を使うための費用は学部が負担しています。学生は
利用料のことを心配することなく、この AI-MOP を使って、
Slack を通して最先端の AI を使ったり、自分のプログラ
ムの中からAPI を使ってこれらの AI 機能を呼び出したり
しています。AI-MOP は、API の使い方を間違って過度
な利用料が発生しないよう監視をしていて、そうした事
態が発生したらAPI が呼び出される前に停止できるよう
な機能も備わっています。学生がどのように AI を使って
も、この AI-MOP によって安全にAI 利用を管理・監視で
きるため、教育環境で安心して運用することが可能になっ
ています。

○INIADでの生成AI活用事例
学部 3 年の必修科目「情報連携チーム実習」や学部 4

年の卒業研究では、生成 AI の積極的な活用を推奨して
います。

情報連携チーム実習では、異なる専門を学ぶ学生た
ちがチームを組み、生成 AI の新たな活用方法について
1 年をかけて取り組んでいます。たとえば、生成 AIとマ
インドマップ学習をかけあわせた大学生向け学習支援
Webアプリケーションアプリ「 AI Study Map」、生成 AI
を使った性格診断アプリ「 TalkAnalyzer」、 生成 AI を
活 用して INIAD 生 の 連 携 を 向 上 させ るアプリ「 INI-
Connect」など、多くの成果が生み出されました注 2）。

卒業研究では、聴覚障碍者がスポーツ観戦を楽しむ
ことを目的に「盛り上がり」を可視化するアプリ「盛り上
がりDetector」、視覚障碍者に障害物までの距離や周辺
情報を説明するスマートフォンアプリ「 AiDAR for VI」、
INIAD HUB-1 の IoT 環境を利用して施設内をナビゲー
ションするアプリ「☆いにあど なび☆」、生成 AI を用い
て学内の事務連絡をデジタルサイネージでまとめて閲覧
できるシステム「生成 AIとデジタルサイネージによる事務
連絡 DX」など、社会の課題解決のために生成 AI をはじ
めとした情報通信技術を活用した作品が多く発表されま
した注 3）。

IoT×AIの未来へ

INIAD キャンパスは「 INIAD HUB-1」とよばれ、私が
基本設計を行いました。

床面積約 19,000m²、IoT デバイス約 5,000 個のスー
パーインテリジェントビルで、2017 年の 4 月にオープン
しました。ここではあらゆる設備がコンピュータでコント
ロールされています。約 5,000 個の IoT のノードが、た
とえば教室の扉の鍵の開閉、照明のオン・オフの制御、
プロジェクターの管理やエレベーターの呼び出し、空調
の管理なども含めた設備内のエネルギー管理などを行っ
ています。

INIADでは、コンピュータでコントロールすることで環
境の最適化を図り、「セキュリティ」「効率的なエネルギー

注 1）P.110 「「AI-MOP」― 生成 AI を活用した教育システム」参照
注 2）P.53 「チーム実習での生成 AI 活用」参照
注 3）P.54 「卒業研究の成果」参照
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利用」「快適性」という三つを同時に実現しようと考えて
います。

私が目指すゴールは、IoT 環境の自動化を目指す CLA
（Context Language Action）モデルの実現です。ロボッ
トの自律化のための AI モデルにVLA（Vision-Language-
Action）モデルという視覚と言語を行動に翻訳する言語
モデルがあります。これをもっと広く人間を取り巻く実環
境に広げたのが CLA モデルです。先ほど、人類の進化
とAI の進化は逆方向だというお話をしました。頭脳から
発展した生成 AI が手足を持ったロボットを動かすのが
VLA モデルならば、環境に関する文脈情報や言語を使っ
て環境をコントロールするのが CLA モデルです。私はこ
れを IoT 技術を活かす理想の基盤技術だと位置づけてい
ます。

INIAD を例にあげると、CLA モデルにおけるC のコン
テキスト（文脈）は、19,000m² の敷地内につけられた
多くのIoTノード―このIoTノードの多くはセンサーとア
クチュエーターから構成されているのですが―このセ
ンサー群とアクチュエーターから得られるさまざまなデー
タストリームに該当します。映像、音声、温湿度、照度、
ミリ波レーダーシグネチャ、振動、二酸化炭素濃度、匂い、
電気や水道の利用料などから、どこに何があるのか、誰
がいるのか、人やものが動いているのかなどを検知でき

る大量の環境のデータの集まりです。CLA モデルにおけ
るL のランゲージ（言語）は、ユーザからのマルチモーダ
ルな入力です。

キーボードからの文字だけでなく、音声などでの指示
や質問・相談、さらには、ここにカメラによる映像が加
わることにより、音声でなくてもジェスチャーや視線も身
体言語として解釈することが可能です。最終的に CLA モ
デルにおけるA のアクション（行動）は生成 AIで判断した
結果を IoT 環境の API に翻訳して実行することを指しま
す。エレベーターを呼ぶ、ドアの開け閉めをする、自動
ドアをコントロールする、掃除ロボットを動かす、カーテ
ンやブラインドを開閉する、照明を点灯・消灯する―
5,000 個の IoT ノードから得られた情報をもとにさまざ
まなアクションに翻訳し、最適に制御することで、エネル
ギー利用を必要最小限に抑え、セキュリティを高め、そ
こにいる人間の快適性の向上を実現します。場合によっ
ては、生成 AI が室内の緊急事態を判断して、電話 API
で救急車を呼ぶというアクションを起こすことも考えられ
ます。図 2 は INIAD HUB-1 でのベースアーキテクチャ
の概略図です。

INIAD では、学生の教育に AI を適用し、未来の大学
を作るための横断的な活動を精力的に進めています。
INIAD が牽引する、IoT × AI の未来にご期待ください。

AI
Open IoT Building Platform

入力
ビルにつけられた
センサーからの
動的状況データ

出力
ビルの制御対象
（照明器具等）
への指示

ビル外のシステムとの連携 ユーザアプリとの連携
ビル内情報系システムとの連携

Open API

ビル外情報
たとえば天気予報から
周辺の交通情報まで

ビル内情報
たとえば講義予定から
建築設計図や設備配置図まで

参照情報

図 2　INIAD HUB-1のベースアーキテクチャ

※本稿は、2025 年 3月17日に開催された OpenAI Education Forum における講演内容を再構成したものです。
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生成AIを活用した語学教育生成AIを活用した語学教育
― AIパートナーとともに連携力を培う― AIパートナーとともに連携力を培う

古藪 麻里子 
情報連携学部 情報連携学科 准教授

INIADでは、コミュニケーション科目（英語）でも生成
AIを積極的に導入しています。「INIADだからこそ、語学
教育でもAIを有効に活用する」という視点のもと、実践的
コミュニケーション能力と論理的思考力の育成を目指し
ています。

授業の最大の特徴は、生成 AI を単なる翻訳や添削の
ツールではなく、24 時 間 利 用 可 能 な「思 考 のサポー
ター」として組み込んでいる点です。学生は AIと双方向
の対話を重ねることで、単調な暗記や一人きりの学習に
留まらない、思考を伴う学びを進めています。AI が個々
のペースや語学力に合わせて学習を支える相談相手と
なることで、 英 語に対する心 理 的ハードル が 下 がり、
主体的に考えを深める姿勢が養われます。

ライティングの授業では、AI の適正な利用を促すため、
具体的な利用方法や基本のプロンプト（指示文）を提供
しています。学生は、自ら書いたドラフト（下書き）をベー
スにAIと対話し、意図がより的確に伝わる文章へと修正
したり、長文執筆では文献検索から仕上げまで AI に相談
しながら進めたりするなど、AIと共に課題に取り組んで

います。学生が AIと交わした対話プロセスは可視化され
たデータとして教員が把握し、AIではカバーしきれない
部分のフィードバックを行うことで、一人ひとりに応じた
細やかな学習環境を整えています。

この取り組みは受講生からも好評で、アンケートでは
98％が「学習に役立った」と回答しています。学生から
は「英語力の向上を実感した」「苦手意識があったが、
自分の考えを英語で伝えたいと積極的に思えるように
なった」といった声が寄せられており、主体性を引き出
す効果が表れています。

コミュニケーション科目においても、目指すところは
「 AI があることで、より深く本質的に考えられるようにな
る」教育です。生成 AIとともに思考を深め、自らの考え
を論理的に発信する力は、多様な人々と協働するため
の基盤となります。情報連携学部において、その連携の
基礎を養成するのがこのコミュニケーション科目です。
最先端のテクノロジーを味方に、世界と深くつながり新
たな価値を創出するための「連携力」を、この英語教育
を通じて培っていきます。

Revise my draft

Step 1: Write your draft
テーマに沿って、ドラフト（第1稿）を自分で書く
ここではAI（翻訳ソフトを含む）を使わない

Step 2: Get advice from AI
定型プロンプトを使いAIにレビューしてもらう
納得するまで問い直しをすることが重要

Step 3: Revise your draft
アドバイスを参考に、修正稿を書く
すべてのログ（AIとのやり取り）のスクリーン
ショットを貼り付ける
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INIAD は 2023 年 4 月から全学生が最新の生成 AI モデ
ルを使えるようになる「 AI-MOP」（AI Management and 
Operation Platform：AI 管理運用プラットフォーム）を
構築し、 導入している。現在 AI-MOP では、OpenAI、
Anthropic、Google の各 AI ベンダーの最新モデルを
利用可能としている。

 – AIと対話を繰り返しながら理解を深める
INIADでは本システムを活用し、学生が生成 AI を使っ

て自分の考えを深め、より高度な思考力を身につけられ
るよう、 環境 ・ 指導 ・ 教材の提供を進めている。AI-
MOP の目的は、生成 AI を利用した自学自習を可能にし、
学生たちの教育効果を高めることにある。

学生は生成 AI を使って疑問を解決したり、対話を重ね
て理解を深めたりできる。さらに、生成 AI の API をプロ
グラミングから利用し、AI を用いたシステム開発や研究・
課題に取り組むことで、より発展的なスキルを学ぶこと
ができる。

学生のこうした学習状況は、教員側からも追跡でき、
学習の進捗の確認に役立てられる。

 – AI-MOPの機能
INIAD では、学生と教員との間のコミュニケーション

プラットフォームとして、全員がチャットツール Slack を
使っている。AI-MOPでは学生が直接生成 AI を使うので
はなく、Slack のボットを通して生成 AIと会話する。

INIAD のような教育機関をはじめとする大規模な組織
で多数のユーザが利用する際に必要とされる、以下の
特徴を持っている。

	○ トークン管理機能

生成 AIでは質問文と回答文の文字数からトークン数
（データ量）が決まる。利用者は自分が消費したトークン
数を確認できる。また管理者は利用量のモニタリングが
容易にでき、全ユーザに対して毎月利用可能なトークン
数を設定できる。こうしてシステム全体として無駄なトー
クンの消費を抑制できる。

また、ユーザや組織・グループごとに利用可能なトー
クン数を設定できるため、プロジェクトチームや研究・
授業などに応じた最適な利用計画が可能である。

	○ API提供

AI-MOP は、さまざまな AI ベンダーが提供する生成 AI
へのアクセスを容易にする API を提供する。現在では、
OpenAI 社や Anthropic 社、Google 社の生成 AI モデル
に対応している。対応するモデルを拡張可能としており、
世の中の動向に応じて AI ベンダーの追加や AI モデルの
追加・変更などを実施している。初学者の利用を考慮し、
無限ループや異常なアクセスを検出すると通信を自動的
に停止する機能により、無駄なトークン消費を防止する。

また、トークン管理機能も利用できるため、コスト管理
が適切に行える。今後、プログラミング初心者でも複数
の生成 AI を簡単に扱えるしくみをはじめとした、多数の
利用支援機能を実現する計画となっている。

	○ URLや文書ファイルの内容に基づく 
大規模自然言語モデルの利用

ChatGPT などの大規模言語モデルに自組織のデータ
を組み込んで、その内容に基づく回答を行う機能を AI-
MOPでは実現している。具体的には、AI-MOP に URL

「AI-MOP」
― 生成AIを活用した教育システム
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や PDFファイル等を追加すると、内容を自動で解析し、
ベクトル化したデータをプロンプトに入力するしくみと
なっている。

これにより、学内システムの利用方法に関するFAQを
データ登録した AI サポート窓口の実現や、PDF 化した
授業資料に基づいて質問を受け付ける授業の AI ティー
チングアシスタントなど、チャットを利用した新たなサー
ビスも簡単に実現できる。

	○ 生成AI利用試験と連動したアクセスコントロール

INIADでは、あらかじめ準備した生成 AI の利用に関す
るオンライン教材を勉強し、オンライン試験に合格する
ことで、AI-MOP のさまざまな機能を利用できる。

	○ プログラムとの連携性の強化

AI-MOP は、プログラムとの連携機能も強化している。
AI-MOP のレスポンスを、プログラムで扱いやすい JSON
形式で返答するモードを活用すると、得られた結果をそ
のままプログラム内に取り込んで活用することができる。

また AI-MOP 上でプログラムを実行
する機能も備えていることから、デー
タ解析の依頼や図のプロットなども自
然言語で問いかけるだけで簡単に実現
できる。

	○ 管理者向け機能

AI-MOP は、生成 AI の API を利用し
て実現していることから、ベンダー側
の学習に利用履歴を利用されることは
ない。しかし、組織の管理ポリシーに
基づいて、会話のログを組織内で利用
して、内部で利用するためのチャット
の応答の品質を向上できる。また、さ
まざまなクラウドプラットフォーム上で

実現できるように構成されていることから、教育機関や
利用企業等の組織が独自に契約するクラウドプラット
フォーム上に展開して運用するなど、組織に応じたさま
ざまな対応も柔軟に実現可能である。

 – 今後に向けて

坂村健 INIAD 創設者は「この新しいシステムは、INIAD
の教育革新をリードし、学生たちが最先端の技術を活用
して学びを深めることができる環境を提供します」とその
狙いを語っている。

また、学生からも「生成 AI を使って研究や課題がス
ムーズに進められるようになり、たいへん助かっている」
という声が聞かれた。

本システムは、 前述のように他の大学や教育機関、
企業などの大規模組織でも利用できるように設計・実装
されている。本システムの導入により、より多くの学生や
社会人が AI 技術を活用した教育環境で学ぶ機会を提供
できる。AI を利用した新しい学習や仕事の進め方への
トライを容易にして、我が国における情報技術の発展に
貢献していくことが期待される。

JavaScript
　

Java

Python

各種プログラミング言語 AIベンダー　Web API

AI bot AI API

対応済みAIベンダー

対応予定のAIベンダー

・・・

Slack

Slack

AI-MOP

AI-MOP の構成
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2030 年、私たちを取り巻く社会はどのような変化を遂げ

ているのか─避けられない少子高齢化、そして情報技術

の発展による大きな社会環境の変化。また、テレワークや

在宅勤務、サテライト勤務などの働き方改革により、私た

ちの生活スタイルも今とは違ったものになっていることで

あろう。高齢世代、子育て世代、働く世代─さまざまな

世代が同じ空間を共にすることで、「住まい」のニーズも

ますます多様化していくものと考えられる。

未来の住宅、オフィス、そして都市を作り出していくた

めには、AI や IoT をはじめとしたデジタル技術の活用が不

可欠となる。そこで INIAD cHUBとUR 都市機構は共同で、

“HaaS – Housing as a Service” の実現を目指し、オープン

プラットフォーム構築のための「 Open Smart UR」を立ち

上げ、プロジェクトに賛同するさまざまな企業や団体と連携

して活動を推進している。

Open Smart UR 研究会
少し先の未来における住まい方のビジョンを検討するた

めに 2019 年に組織したのが「 Open Smart UR 研究会」で

ある。本研究会では、物理的な住居を超え「ハウジング」

というサービスを包括的に展開するHaaSコンセプトを軸に

─自動宅配サービスや SNS によるコミュニケーションと

いった「魅力的なまちづくり」、各種外部サービスと連携に

よる「多様な住まい方」、見守り、子育て支援など「安心し

て暮らせる環境」の実現のため、技術的な検証や環境整備

を行っている。

これからの時代、理想的な住まい空間は、一企業の努

力だけでは達成できない。さまざまな企業や団体、周辺

地域や都市まで含めた「連携」を通じ、サービスの「視野」

を広げることが必要となる。そのために、本研究会は坂村

健 INIAD cHUB 機構長を代表とし、住宅設備機器、建築、

エネルギー、通信、IT、交通事業者、保険などの業界約

70 社／団体により構成されている。

Open Smart UR
プロジェクト
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スタートアップモデルから 
生活モニタリング住戸へ

2019 年に Open Smart UR 研究会のメンバーを募集す

るにあたり、研究会の活動をイメージできるように旧赤羽

台団地のスターハウスの中に「スタートアップモデル」を作

り、未来の住まい方を提示した。一部屋 44m2 の中に 44

個のセンサーやアクチュエータを設置し、センサーから集

まってくる大量のデータを AI などを使って解析することに

よって、住環境についてのデータを分析する研究を行った。

2021 年には、研究会メンバーがさまざまな接続試験や

サービス連携研究を行うための施設「 INIAD cHUBスマー

トハウス・テストルーム」を INIAD の中に設置した。各社

が自社の機器やサービスを持ち込み、プラットフォームに

接続し他社の製品との連携を実験、検証している。

そうした成果をもとに、2022 年 10 月、登録有形文化財

として保存された旧赤羽台団地の板状住宅をリノベーショ

ンした「生活モニタリング住戸」が完成した。IoT や AI など

のスマート技術を活用し、豊かな団地のくらしを実現する

ための実証実験の場として活用していく。

Open Smart UR　生活モニタリング住戸

■ 住戸概要

場所：赤羽台 41号棟 1 階・3 階
（東京都北区赤羽台1丁目4-41）

■ 協賛企業

アズビル金門株式会社

株式会社ウッドワン

大阪ガス株式会社

河村電器産業株式会社

株式会社シブタニ

住友電設株式会社

大和ハウス工業株式会社

東京電力ホールディングス株式会社

日本総合住生活株式会社

株式会社ノーリツ

株式会社フジタ

丸一株式会社

三井住友海上火災保険株式会社

美和ロック株式会社

株式会社リード

株式会社LIXIL

共
同
研
究
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物理的住戸を超えた「サービス」を
URクラウドから提供する

HaaS（Housing as a Service）

コンセプト
・	 電子回覧板や SNS を活用した AI コンシェルジュ、bot による要望・

手続きなどの自動化

・	 アカウント登録制による団地内外から利用可能なシェアリング

サービスの展開、および各種サービスとの連携に向けた地域ポイ

ント制度の拡充

・	 団地内、および地域の主要な交通結節点までの移動手段として

気軽に使える、「地域の足」としての自動運転車の配車サービス

・	 地域デリバリーサービスやクリーニングサービス、レンタルスト

レージサービスと、宅配・ドローン配送の連携

・	 サーバレス環境、オープン API開発者サイト、URのオープンデー

タカタログサイトの整備により、容易な住宅環境プログラミング

を可能に

Open Smart URプラットフォーム（HaaS OS）

最
適
環
境

省
エ
ネ

宅
配
受
付
・
管
理

設
備
管
理

利用者（団地管理者含む）端末

設備群

サービスグループ

OS管理者

UI

API

ビルOS

クラウド

アプリ群

ミドルウェア群
ID認証やアクセスコントロール、団地内GIS、AI利用や

モバイルアプリ連携、ビジュアライズ・ダッシュボード等のUI機能…

外部オープン
API

外部サービス
開発会社

外部サービス

宅
配
サ
ー
ビ
ス

デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス

タ
ク
シ
ー
サ
ー
ビ
ス

BIOS
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さまざまな住宅設備が連携して 
住環境を最適化するIoT住宅

・	 身の回りの家具や家電、敷地内のさまざまなモノがネットワークにつながれ

た「センサー」となり、状況の立体的な把握が可能に

・	 各種画像センサーからのデータをもとに「人が倒れた」などの異常状態をAI

が判定するなど、トラブルの早期発見や不審者通報、防犯対策

・	 メーカーの垣根を越えてさまざまな機器が API により協調動作し、空調と

サーキュレーターの連動によるヒートショック防止など、安全な住空間を

提供

・	 床暖房や放射冷暖房などの空調設備を、各所に設置された多様なセンサー

により最適制御することで、快適な住環境を提供

自宅で働けるスマート住宅
・ 	IPv6、高速ネットワーク回線、5G で自宅がサテライトオフィスに

・	 オフィス空間にシームレスに切り替わり、PC がなくても簡単にニュースや

メールを閲覧できるなど、多彩なワーク機能を集約したダイニング・キッ

チン

・	 2 次元コードを利用した個人認識、ボックス内の Web カメラなどで、より

円滑なモノのやり取りを実現できるスマート宅配ボックス

高齢者や障碍者など 
多様な住人の要望にプログラミングで 
柔軟に対応できるプログラマブル住宅
・	 多機能 AI̶スマートスピーカーや各種センサー群と柔軟に連携し、音声

での指示や手を振ったりするだけで照明やテレビがつくなど、住人の好み

や身体の障碍に合わせた対応が可能

・	 生活スタイルに応じて電灯の自動点灯やブラインドの開閉などの動作プロ

グラムも自由にカスタマイズ可能

・	 健康管理アドバイスを参考にメニューを決めると冷蔵庫に足りないもの

を適切な受け取り時間で自動発注するなど、フードデリバリーサービスと

冷蔵庫や調理機器などの家電連携によるさまざまな可能性を提示

共
同
研
究
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各種センサー

スマートスピーカー
Wi-Fi

各種センサー

各種センサー

インフォメーション
ミラー

LAN Internet

Cloud サービス
Cloud サービス

リビングモード

ワークモード

就寝モード

収納

収納
収納

HaaSコンセプト実現のための
プラットフォーム ― ハウジングOS

オープン技術との連携

各所への IoT センサーの配置

● オープンなクラウドサービス、
オープンデータなどの
積極的な取り込み

● この住宅の機能も積極的に
オープンにし、外部サービス
との連携を促進

統合操作系の確立

● スマートスピーカーの積極利用により
住宅機能を統合的に音声操作
・AV、給湯、照明、空調、アラーム、タイマー

● IoTセンサーのデータによる状況把握と学習により、
多くの住宅機能を連携させて自動的に快適環境を実現
・照度、色温度、外光、温湿度、換気、放射熱管理

● 状況把握により、サステナブルな生活を
環境面や健康面を含めアドバイス
・電力消費のレポートとアドバイス
・体温含む体調把握、睡眠の質
・転倒検出などの家庭内事故の把握と通報
・温度ムラを検知・警告してのヒートショックの防止
・温度異常による裸火の検知と警告

● プログラミングによる住宅機能の更新
・ワークシーンとリラックスシーンなど統合的環境演出
・感染対策としての住宅操作の非接触化

● 新規機器も取り込める柔軟な機器間連携機能
● 住宅全体としての「通知」機能を実現する
インフォメーションミラー

● 温湿度、PM2.5などの空気質センサー
● ミリ波レーダー

オープン技術との連携

● 複数の人間が異なる過ごし方をしながら、
長く一緒に生活していてもストレスのない空間設計

● 長くいても健康的に過ごせる環境設計

｢長く過ごせる｣住宅

● 状況を認識して、住宅全体で連携して理想的な
生活環境を実現

● 個々の住宅機器の機能をつないで、
新しい住宅機能を創造できる
連携機能

● 外部のネットワークサービスを
便利に使える、住宅との連携機能

● 要求が変化しても、多用途に使える住宅空間
● 住宅機器を更新しても戸惑わずに使える標準操作系

｢変われる｣住宅

● 動体解析カメラ

● サーマルイメージセンサー

Open Smart UR
生活モニタリング住戸

▶ 新型感染症や気候変動などのリスクの高まりにより、予期せぬ生活環境の変化に、
常に備えるべき時代に

▶ 在宅での勤務 ・ 学習などの一般化により、 家で過ごす時間が長い生活に

▶ 情報通信技術の進歩により可能となる…
● フードデリバリーをはじめとした住宅を舞台とするオンデマンド型の
新規生活サービスが次々生まれる時代に

● 在宅勤務・教育などとのハイブリッド型を含む、
就労・就学形態が多様化する時代に

● 住宅機器の電子化に伴い短期間で性能が進化し、
よりよい生活のために機器更新サイクルを
短くする時代に

を取り巻く状況の変化住
宅
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● 動体解析カメラ
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Open Smart UR
生活モニタリング住戸

▶ 新型感染症や気候変動などのリスクの高まりにより、予期せぬ生活環境の変化に、
常に備えるべき時代に
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新規生活サービスが次々生まれる時代に

● 在宅勤務・教育などとのハイブリッド型を含む、
就労・就学形態が多様化する時代に

● 住宅機器の電子化に伴い短期間で性能が進化し、
よりよい生活のために機器更新サイクルを
短くする時代に

を取り巻く状況の変化住
宅

全体統括：INIAD cHUB スマートビルディングアーキテクチャ研究所
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API連携

スマート
スピーカー

照明

環境センサー
ミリ波レーダー

カーテン

サーマルイメージセンサーと
動体解析カメラ

エアコン

リビングモード

収 納
収 納

ワークモード

収 納

就寝モード

● 統合操作プラットフォームにより、
プログラミング初心者でも住宅設
備の連携動作のデザインが可能

● 二重の電子制御ドアによる安全な
スマート置き配スペースの実現

● ベッドとソファとテレワークスペース
間仕切りと大型収納の機能を持つ
ロボット家具
・狭い空間を多用途に使い分けられる
自動化した変身家具

・ロボット家具を前提としたことによる
狭い中での最大限の収納スペースの
確保

101 102
● 音声中心でデジタル操作に不慣れでも、
使いやすい操作インターフェース

● 高齢者も楽な自動ドアであり、スマート
ロッカーの機能を持つ玄関のロボット家具

● 畳ベッドと小上がりとテレワークスペースの
仕切壁と大型収納の機能を持つロボット
家具
・狭い空間を多用途に使い分けられる自動化
した変身家具

・ロボット家具を前提としたことによる狭い中
での最大限の収納スペースの確保

スマート住宅のポイントスマート住宅のポイント

● 健康素材の多用
・抜け毛が出ず、ほこりにならず、家具の
足の跡も汚れも簡単にきれいになる
絨毯

・シックハウス対策としての漆喰壁

● 健康素材の多用
・抜け毛が出ず、ほこりにならず、
転倒時にも優しい絨毯

・シックハウス対策としての漆喰壁

● 小規模パーティも可能な
ダイニングセット兼用のソファセット

● 明るい白木中心
の軽やかなカラー
コーディネート

● 体が不自由になっても暮らしやすい
引き戸のみのドア構成

● 狭い空間を広く使える
引き戸のみのドア構成

● 住宅の中心にある手洗いスペース
とインフォメーションミラー

● 回遊性のある動線

● 不自然な風を伴わず快適な床暖房
さらに睡眠時に最適な先進の放射
冷暖房

● スマート置き配スペース

● ワークスペース機能を持つ
ウォークインクローゼット

● ダークウッド中心の落ち着
いたカラーコーディネート

低年齢の子ども一人の
子育て世帯向けモデル

高齢者夫婦
世帯向けモデル

住まい手に合わせた内装やスマート技術を実装した“カスタマイズモデル”

● ロボット家具 ・エアコン ・カーテン ・

照明等がAPI連携され制御可能

● 設備はスマートスピーカーやスマート

フォンなどでコントロール

● 各種センサーを実装し、 人の動線 ・

温度・ 湿度・ 気圧 ・ CO2の測定が可能

住宅設備のAPI連携

玄関ロボット
家具

ロボット
家具

ロボット
家具

放射冷暖房

Open Smart UR 生活モニタリング住戸
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101, 102 号室インテリアデザイン：坂村健＋ SD2
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公共交通 
オープンデータチャレンジ

INIAD のコンセプトである “ 連 携 ” の 実 践 の 一 つとして、

INIAD cHUB は「公共交通オープンデータチャレンジ」を共催

しています。公共交通によるスムーズな移動と快適な滞在を

実現するアプリケーションソフトを募集するコンテストです。

オープンデータにより“連携”する
オープンデータは、コンピュータが読み出せるデジタルデー

タの形でデータを公開することをいいます。オープンデータ

は、単にそれにより社会の活性化や効率化を図れるだけで

なく、多様な参加者による数多くのチャレンジを可能にする

イノベーションを生む基盤となります。そして、オープンデー

タを使ったコンテストを開催しイノベーションを促進すること

は世界的な潮流になっています。

公共交通機関に目を向けると、海外では国や自治体が公共

交通の管理を一手に担うのが一般的です。たとえばロンドン

においては、世界屈指の大都市にもかかわらずバス・鉄道・

地下鉄・貸自転車までもロンドン市交通局が管理しています。

これはオープンデータ化には大きなメリットで、首長の決断

でオープンデータ化を迅速に推し進めることができます。一

方日本では、交通事業者は早くから民営化し、多くの会社が

複雑に乗り入れることにより、首都圏の公共交通は、世界一

複雑といわれています。

公共交通オープンデータ協議会
その交通機関を、訪日外国人や障碍者・高齢者も含め誰も

がスムーズに乗りこなせるようにしたい。その実現のために

設立されたのが、坂村健 INIAD 創設者が会長を務める非営利

団体「公共交通オープンデータ協議会（略称：ODPT）」注 1）です。

公共交通機関のオープンデータを核に先進的な次世代の公共

交通機関の情報インフラ構築を行っています。

ODPT は 2015 年 9 月に首都圏の公共交通事業者とICT 関連

事業者など30 団体でスタートし、その理念に賛同した全国の

公共交通事業者や企業が続々と参画しています。2026 年 7 月

現在は 165 団体に支えられて活動しています。

2022 年 12 月には公共交通データフォーマットの国際的な

標準化に取り組んでいる非営利団体「 MobilityData」と戦略

的パートナーシップの MoU を締結しました。ODPT は国内の

公共交通データのオープンな流通を一層推進するとともに、

公共交通データのフォーマットについての国内の諸課題につ

いて、MobilityDataと連携しながら解決をはかっていく計画

です。

「公共交通オープンデータチャレンジ」
ODPT が、多様な来訪者が訪れることが見込まれた東京

2020 オリンピック・パラリンピック競技大会に向けて、首都

圏を拠点とする公共交通事業者などと連携して交通機関の

情報をオープンデータ化し、それを提供して主催したのが

「東京公共交通オープンデータチャレンジ」注 2） です。

2017 年から2021 年までに計 4 回開催され、のべ 3,800 を

超える開発者登録がありました。年々レベルが向上し、優れ

た技術が注ぎ込まれた独創性にあふれたアプリケーションが

多数誕生しました。

2024 年の「公共交通オープンデータチャレンジ 2024」注 3）

からは ODPTと国土交通省の共同主催となりました。対象を

「東京」から日本全国に拡大し、国土交通省による分野横断

的な DX 推進プロジェクト「 Project LINKS」や、交通データに

関する世界的な非営利団体 MobilityDataと連携しています。

2025 年 7 月から2026 年 3 月に開催された「公共交通オー

プンデータチャレンジ 2025」注 4）では、 国土交通省の地域

交通 DX 推進プロジェクト「《COMmmmONS》（コモンズ）」

注1）	公共交通オープンデータ協議会　https://www.odpt.org/

注2）	東京公共交通オープンデータチャレンジ	
https://tokyochallenge.odpt.org/

注3） 公共交通オープンデータチャレンジ2024	
https://challenge2024.odpt.org/

注4） 公共交通オープンデータチャレンジ2025	
https://challenge2025.odpt.org/
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や歩行空間ナビ・プロジェクト「ほこナビ」とも連携し、デマ

ンド交通等のデータの公開にも取り組んだほか、 バリアフ

リー関係のデータの充実も図りました。本コンテストでは、

東日本旅客鉄道株式会社（JR 東日本）および東京都交通局を

はじめとする 24 社局の鉄道事業者、104 社局の路線バス事

業者、330 組織のコミュニティバス事業者、28 組織のフェリー

事業者、4 社の航空・空港関係事業者、2 社のシェアサイク

ル事業者、さらにデマンド交通に関連して 3 事業者 9 自治

体の協力のもと、多数の公共交通関連のデータを一般の開

発者に公開しました。今回、GTFS-Flex 形式を含む自治体

のデマンド交通データを日本で初めてオープンデータ化して

公開したことは、コンテストの大きなトピックとなりました。

その結果、 国内外からのエントリーが 600 件にも及び、

データを活用した新サービスの創出、「交通空白」の解消な

どの社会課題の解決、そして地域交通 DX を実現する多くの

作品が集まりました。

2026 年 2月21日にINIAD ホールで開催された最終審査会・

表彰式では、書類審査を経て選ばれたファイナリスト13 組

によるプレゼンテーションが行われ、審査の結果、最優秀賞

1 作品、優秀賞 4 作品、審査員特別賞 5 作品など

の入賞作品が決定しました。

公共交通オープンデータセンター
公共交通オープンデータセンターは、公共交通

事業者とデータ利用者を結ぶデータ連携プラット

フォームとして 2019 年 5 月に本運用を開始し、鉄

道、バス、航空、フェリー、自転車シェアリングな

どの公共交通データを、一般の開発者や ICT 事業者

（経路探索事業者等）にワンストップで提供しています。

2026 年 7 月現在、128 組織による 278 件のデータセットを

提供しています。時刻表や運賃情報などの静的データに加え、

運行情報や混雑状況などの動的データを提供している事業者

も増えてきました。主要な乗換案内サービスを含む ICT 事

業者によるデータの本格的利用も拡大しており、たとえば、

Google マップ、Yahoo! MAP、Apple マップ、ジョルダン

乗換案内、NAVITIME 等によるリアルタイムデータの活用や、

フェリー事業者の航路データの Google マップへの掲載が

進んでいます。

本センターでは、「 ODPT 会員ポータル」とよばれる交通事

業者向けのサービスを公開し、ODPT への入会申請や ODPT

センターへのデータ提供をワンストップで管理できるシステム

を運用しています。また交通事業者がより品質の高い自社の

交通データを負担少なく提供できるよう、GTFS-RT 形式の動

的データの管理機能、GTFS ／ GTFS-JP 形式の静的データの

形式を検証する品質チェック機能（バリデーション機能）など

を提供しています。

バス
関連データ施設等の

データ

鉄道
関連データ

航空
関連データ

フェリー
関連データ

シェアサイクル
関連データ

一般利用者
（お客様）

一般利用者
（お客様）

サイネージ

サービス開発者

インターネットなどを通じて、
標準プロトコル・

標準データ形式で提供

公共交通オープン
データセンター

サービス開発者

共
同
研
究

121I N I A D 3.2



東洋大学大学院 情報連携学研究科は、東洋大学情報連携学部と連携した教育・研究を行う大学院です。2026年度に、

カリキュラム改定を行いました。

● 七つの研究分野の新設
INIAD の科目群を発展させた、七つの研究分野を新設します。各研究分野では、コンピュータサイエンスをベースと

したさまざまな応用分野において、より高度で専門的な研究に取り組みます。

● 社会人再教育のための科目の新設
進展の早いコンピュータサイエンス分野で研究を行うためには、常に新しい技術を学び続けることが不可欠です。そ

こで、社会人が最新のデジタル技術を学び直すための、コンピュータサイエンスの基礎科目と、各研究分野の基礎科

目を新設します。

博士前期過程では、コンピュータサイエンスを中核としたさまざまな応用分野に関して、より深い専門性を身につけ、研究

を行うことができます。特に、日々の業務の中で課題になっていることについて、IoT や AIを用いた新たな解決策を見出し

たいと考えている方におすすめです。

博士後期課程では、必修の研究指導のほか、博士前期課程開講科目の履修が可能です。

働きながらの「学び直し」を求める社会人の方のニーズに応えるために、以下の制度があります。

大学院 情報連携学研究科

研究科目

大学院での学修の中心は、修士
研究です。 指導教員の研究室に
所属し、2年間をかけて修士研究
に取り組みます。

研究指導Ⅳ

DX科目
様々な分野のDXに関
する講義を、複数の教
員によるオムニバス形
式で行います。

社会人学生を対象に、
最新のデジタル技術に
キャッチアップするため
の、リスキリング科目を
提供します。

各専門分野について、INIADの科目群の内容を発展させた、より高度で専門的な講義を
行います。Open IoT 教育プログラムも履修可能です。

研究指導Ⅲ

研究法Ⅱ 研究指導Ⅱ

研究法Ⅰ 研究指導Ⅰ

DX特論Ⅱ

DX特論Ⅰ

コンピュータ・サイエンス基礎論Ⅱ 

コンピュータ・サイエンス基礎論Ⅰ

リスキリング
科目

専門科目

Open IoT
教育

プログラム

コンピュータ・
システム
研究分野

特論Ｃ

特論Ｂ

特論Ａ

基礎論

特論Ｄ

コンピュータ・
ソフトウェア
研究分野

特論Ｃ

特論Ｂ

特論Ａ

基礎論

特論Ｄ

データ
サイエンス
研究分野

ICT
社会応用
研究分野

ビジネス
構築
研究分野

コミュニティ
形成
研究分野

特論Ｃ

特論Ｂ

特論Ａ

基礎論

特論Ｄ

特論Ｃ

特論Ｂ

特論Ａ

基礎論

特論Ｄ

特論Ｃ

特論Ｂ

特論Ａ

基礎論

特論Ｄ

特論Ｃ

特論Ｂ

特論Ａ

基礎論

特論Ｄ

ユーザ・エク
スペリエンス
研究分野

特論Ｃ

特論Ｂ

特論Ａ

基礎論

特論Ｄ

 ⿟ 一次試験免除制度

実務経験・資格・大学の成績等により、情報連携学分

野に関する十分な知識を持つことが予備審査で認めら

れた場合、「基礎科目・専門科目」が免除されます。

 ⿟ 長期履修制度

職業（勤務の都合）や、育児、親族の介護のため、時間

的に履修に制限がある場合には、出願時に申請する

長期履修制度を利用することにより、2年間分の授業料

で3年間での履修計画を立てることも可能です。

 ⿟ 在学期間短期修了

優れた業績を上げた者については、所定の手続きを行

い研究科で認められた場合、2年間より短い在学期間

（1年または1年半）で修了することが可能です。

［入試情報］https://www.iniad.org/graduate-school/
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コンピュータ・サイエンスを身につけ 
あらゆる分野で DX を推進する変革の担い手になろう

今、社会はさまざまな観点において変革の時代にあります。しかもそのスピードは年々加速しており、特に

近年の生成 AI 技術の進展は、これまで例をみないほどの影響を急速にかつ広く社会に与えつつあります。

このような状況に的確に対応していくために、社会のあらゆる分野で高度なデジタル技術に裏付けられた DX
を推進していくことが、これまで以上に強く求められています。しかしそのための専門家や研究者の人材は、

どの分野においても圧倒的に不足しているのが現状です。

情報連携学研究科は、2017年4月に情報連携学部と同時にスタートし、修士号を目指す博士前期課程と博士号

を目指す博士後期課程に、社会人と学部卒業生が在籍しています。コンピュータ・サイエンスを軸に、最先端の

デジタル技術とそれらのさまざまな分野への応用を広く学び、この分野の最先端の研究に携わることができます。

そしてそれらを通じて、社会のあらゆるところで、DX をはじめとする変革の担い手となって、人々の生活を

豊かにできるような力をもつ人材育成を行っています。

入学時期は 4 月と秋（9 月中下旬）の年 2 回です。学部卒業生にとっては、学部 4 年間の学びと卒業研究活動の

経験をふまえて、さらに学びと研究を深めることで自分の価値を高め、それを社会に還元していくための大切

な成長の期間となります。指導教員のサポートを受けつつ、学会・研究会での発表や学術論文執筆を目指して

研究活動を行うことで、自分の専門分野について大いに「語れる」ようになります。また、すでに社会人になって

おられる方が、大学院生として学び直しと研究に取り組み、自身をアップデートしたいという場合の受け入れ

も積極的に行っています。これまでの社会経験を考慮した入試での筆記試験免除の制度、リモートでほぼすべて

の講義を履修できるため、地理的な条件の制約なく学修することができる体制、柔軟な学び方を選択できるよう

に、通常 2 年間の博士前期課程に対して 3 年間で履修する「長期履修制度」、逆に条件を満たせば 1 年半で修了

できる「短期修了制度」など、組織に籍を置きながらでも学びやすいような多くの制度を整えています。これまで、

さまざまな業種の民間会社、公的団体、地方自治体からの社会人を受け入れてきました。

情報連携学研究科で、多様な分野の教員、学部卒業生、社会人学生の間で交流できる環境に身を置くことで、

それまでになかった幅広い知識や知見を身につけることができるでしょう。大学院のカリキュラムも、学部教育

とともに、社会の急速な変革に合わせ、時代を先取りできるように更新していきます。最先端の環境で、さま

ざまな専門分野を学ぶ仲間とともに切磋琢磨し、修了後は企業で、研究者として、あるいは自分自身が起業し

て、コンピュータ・サイエンスを強みとして新しい時代を切り拓いていきたいという強い思いをもった皆さん、

ぜひ私たちと一緒に研究し、学びを深めていきましょう。

東洋大学情報連携学部（INIAD）学部長
東洋大学大学院 情報連携学研究科 研究科長

中村 周吾

大
学
院
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公共交通オープンデータ協議会（ODPT）と国土交通省が

共同主催する「公共交通オープンデータチャレンジ 2025」の

最終審査会および表彰式が、2026 年 2 月21日に東洋大学赤

羽台キャンパスの INIAD ホールで開催された。国内外から応

募された 600 件にも及ぶエントリーの中から書類審査を経て

選ばれたファイナリスト13 組が、それぞれの渾身の作品を審

査員と聴衆の前でプレゼンテーションした。審査の結果、最

優秀賞 1 作品、優秀賞 4 作品、審査員特別賞 5 作品などの入

賞作品が決定した。

「東京公共交通オープンデータチャレンジ」から通算して

6 回目を迎えた本コンテストでは、東日本旅客鉄道株式会社

（JR 東日本）および東京都交通局をはじめとする 24 社局の鉄

道事業者、104 社局の路線バス事業者、330 組織のコミュニ

ティバス事業者、28 組織のフェリー事業者、4 社の航空・空

港関係事業者、2 社のシェアサイクル事業者、デマンド交通

に関連して3 事業者 9 自治体の協力のもと、多数の公共交通

関連のデータを一般の開発者に公開した。

今回、GTFS-Flex 形式を含む自治体のデマンド交通データ

が、日本で初めてオープンデータ化され公開された。さらに、

国土交通省による分野横断的な DX 推進プロジェクト「Project 

LINKS」や地域交通 DX 推進プロジェクト「《C
コ モ ン ズ

OMmmmONS》」

だけでなく、歩行空間ナビ・プロジェクト「ほこナビ」と連携

し、「ほこナビ」が提供する地上 28 か所、および都営地下

鉄大江戸線の 12 駅構内の歩行空間ネットワークデータに含

まれる幅員・勾配・段差の情報、さらに駅構内については

エレベーター、エスカレーター、トイレの位置情報などが

公開されたことが、コンテストの大きなトピックとなった。

「公共交通オープンデータチャレンジ
2025」最終審査会・表彰式
2026 年 2 月21日
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国土交通省は「人・ロボットの移動円滑化のための歩行

空間 DX 研究会」の活動として、2026 年 1 月 23 日に第 3 回 

「歩行空間 DX 研究会シンポジウム」を東洋大学 INIAD ホール

で開催した。『持続可能な移動支援サービスの普及・展開に

向けて』をテーマに、幅広い視点からの闊達な意見交換が

行われた。

国土交通省の佐々木俊一氏による開会挨拶のあと、坂村健

INIAD cHUB（東洋大学情報連携学 学術実業連携機構）機構

長により本プロジェクトの主旨が紹介された。続いて情報連

携学部の別所正博教授から歩行空間の移動支援に係るオー

プンデータ化・利活用促進ワーキンググループの取り組みが

紹介された。

第 2 部は坂村機構長をコーディネータとしてパネルディス

カッションが行われた。パネリストとして本プロジェクトアン

バサダーの網本麻里氏（車いすバスケットボール選手）、鈴木

祥弘氏（国土交通省）、織田友理子氏（認定 NPO 法人ウィー

ログ）やまだ加奈子氏（東京都北区長）、久保勝稔氏（大阪府

豊中市）、町田梨沙氏（株式会社 iiba）、別所教授が登壇し、

移動支援サービスに関するさまざまな取り組みが紹介され

た。さらに、持続的なデータ整備・更新をどう実現するかに

ついて、有識者、民間事業者、行政それぞれの視点から意見

が交わされた。

第3回  
歩行空間DX研究会シンポジウム
2026 年1 月23日

坂村機構長が会長を務めるTRON イネーブルウェア研究会

は、コンピュータ技術を使って障碍者を助けることをテーマと

した「 TRON イネーブルウェアシンポジウム（TEPS）」を 1988

年から毎年開催している。2025 年 11月29日に 38 回目のシン

ポジウムが INIAD ホールで開催された。

2025年11月に日本で初めてデフリンピックが開催されたこと

もあり、「聴覚障碍者のスポーツアクセシビリティ―音を視て、

言葉を読んでスポーツを楽しむ」をテーマに、聴覚障碍者の

スポーツを支える技術について紹介し、テクノロジーが切り

拓くスポーツアクセシビリティの可能性について議論を繰り広

げた。

坂村機構長は基調講演でデフリンピックの歴史的背景を

紹介。それをふまえ、デフの課題は「情報伝達のバリア」に

あり、純粋に「情報伝達（ソフトウェア）の補完」が求められて

いるとし、デフスポーツの現場で必要とされるアクセシビリ

ティ支援の技術を具体的に解説した。

株式会社方角の方山れいこ氏は、卓球・バドミントンの

打球音を可視化する「ミルオト」についてデフリンピックでの

採用事例を紹介した。株式会社リコーの岩田佳子氏は聴覚障

碍者向けコミュニケーションサービス「 P
ペ コ

ekoe」を紹介した。

東京 2025 デフリンピック バドミントン混合団体戦金メダ

リストの沼倉昌明氏は競技力向上のために有効な情報保障

システムに関する研究を紹介した。

後半のパネルセッションは、坂村機構長をコーディネータ

として、会場およびオンラインでの参加者からの質問に登壇

者が回答した。

TRONイネーブルウェアシンポジウム 
TEPS 38th

「聴覚障碍者のスポーツアクセシビリティ
―音を視て、言葉を読んでスポーツを楽しむ」

2025 年11 月29日
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東洋大学とフランスのストラスブール大学が 2025 年に交流

協定締結 40 周年を迎えることを記念して、2025 年 11 月11日

と11 月12日の 2日間にわたり東洋大学でシンポジウムが開催

された。

11 月12日には赤羽台キャンパス INIAD ホールで「この変革

期の中で教育はどう変わっていくのか？」をテーマにセッショ

ンが行われた。

はじめに坂村機構長は、生成 AI 時代の大学教育では課題

を見つけ出し解決策を構想するための広い教養が不可欠であ

り、AI の結果を確認するだけでなく、人間が価値観や感情面

を補いながら協働する力を育む必要があると強調した。その

うえで、INIAD の先進的な教育 DX の全体像を紹介した。

情報連携学部の矢代武嗣教授は「生成 AI 時代のプログラミ

ング教育」と題し、生成 AI を活用したプログラミング演習の

実例や、生成AIチャットやLLM APIを全学的に提供する「INIAD 

AI-MOP」の特徴について説明した。生成 AI の普及により従

来型の演習では十分な効果が得られにくくなったことから、

内容を再構成し、組込み開発ボードを用いた組込み・IoT

演習へ移行したことが報告された。

続いて古藪麻里子准教授が「 INIAD 語学科目における AI

活用事例」をテーマに、学生が ChatGPT を英文ライティング

のパーソナルトレーナーとして活用し、学習しながら質の高い

英文を作成できるようになったことを紹介した。また、坂村

機構長のチームが開発した AI-TAS（AI-Teaching Assistant 

System）により、学生の習熟度に応じた課題を個別に作成

できる利点を指摘した。

ストラスブール大学のトーマス・ランパート教授は「 AI 時

代の UNISTRA」と題し、AI 専門家の育成、大学における AI、

学生による AI の活用、教育者による AI の活用といった観点

から、ストラスブール大学での取り組みを紹介した。

東洋大学 ― ストラスブール大学　 
交流40周年記念シンポジウム
2025 年11 月12日

坂村機構長の研究室が開発した、「井上円了× AI ×四聖討

論」が、2025 年 9 月23 日から24 日の 2 日間にわたり国立京

都国際会館で開催された「第 1 回京都会議」にて披露された。

京都会議は、人工知能（AI）時代に必要とされる社会の根

幹たる「価値観」や「価値」について議論と対話を、世界的な

哲学者・科学者・経営者・技術者・芸術家・宗教家らととも

に行う場として、一般社団法人京都哲学研究所によって設立

されたものである。

「井上円了× AI ×四聖討論」は、東洋大学の創立者である

井上円了先生をモデレーター役とし、先生が特に尊重した四聖

（ソクラテス、孔子、釈迦、カント）の思想を学習した AI たちが、

来場者から与えられた多様なテーマについて対話を行うシス

テムである。2024 年に INIADで開催された「井上円了 AIワン

ダーランド」での展示の一つ「井上円了× AI ×四聖討論」を

体験した主催者からの依頼を受け、現地の展示環境への対応

や多国語対応、最新 AI モデルへの切り替えなどのアップデー

トを行った。

開催期間中は、ジュリア・ロングボトム英国大使をはじめ

世界各国の識者や報道陣などが体験し、高い評価を受けた。

第1回 京都会議で 
「井上円了×AI×四聖討論」を展示

2025 年 9月23日
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1989年に建設された「TRON電脳住宅」が、世界初のスマー

トハウスとして IEEE マイルストーンに認定されたことを記念

し、坂村機構長による記念講演が 2025 年 3月6日に東洋大学

赤羽台キャンパス INIAD ホールとオンラインのハイブリッドで

開催された。

坂村機構長は TRONプロジェクトの最初期からユビキタス

コンピューティングや IoT の先駆けとなる「超機能分散システ

ム」（HFDS：Highly Functionally Distributed System）を

提唱し、その応用としてTRON 電脳住宅を披露した。その後

発表された数々の電脳住宅や電脳ビルには、その時代の最

先端の技術が多数盛り込まれ、目覚ましい進化を遂げている。

2017 年に竣工した INIAD の校舎「 INIAD HUB-1」も、電脳

ビルの系譜に連なるものだ。坂村機構長は当時の苦労話や

技術的な挑戦、そして現代のスマートハウスにつながる歴史

的な道のりを語り、AI の活用によるさらなるIoT の進化を展望

した。

「TRON電脳住宅」 
IEEEマイルストーン認定記念講演
2025 年 3月6日

公共交通オープンデータ協議会（ODPT）と国土交通省が主

催する、公共交通オープンデータを活用した、オープンイノ

ベーションのためのアプリケーションコンテスト「公共交通

オープンデータチャレンジ 2024」の最終審査会・表彰式が、

2025 年 2 月15 日に東洋大学赤羽台キャンパス INIAD ホール

で開催された。国内外から寄せられた約 500 件の応募作品の

中から選ばれた 17 組のファイナリストのプレゼンテーション

が行われ、6 名の審査員による厳正なる審査の結果、最優秀

賞 1 作品、準最優秀賞 2 作品、優秀賞 4 作品、審査員特別賞

4作品が発表された。また、特別賞として東日本旅客鉄道賞（JR

東日本賞）、Project LINKS 賞、INIAD 賞が授与された。

「東京公共交通オープンデータチャレンジ」から通算して 5

回目の開催となる本コンテストは、国土交通省の主導するオー

プンイノベーションのプロジェクト「 Project LINKS」と全面的

にタイアップしている。今回から対象を「東京」から日本全国

へと広げ、東日本旅客鉄道株式会社をはじめとした 25 の鉄

道事業者、71 の路線バス事業者、226 のコミュニティバス、

23 のフェリー事業者、5 社の航空・空港関係事業者、そして

2 社のシェアサイクル事業者の協力を得たほか、国土交通省

が進めるProject PLATEU、国土交通データプラットフォーム、

一般社団法人デジタル地方創生推進機構（VLED）、総務省、

気象庁、警察庁、国土地理院といったオープンデータ・パー

トナーとも連携した。

また、交通データに関する世界的な非営利団体 Mobility-

Dataも特別協力として参画しており、鉄道やバスなどの公共

交通の時刻表に関する国際的な標準フォーマットであるGTFS

と、シェアサイクルなどのマイクロモビリティの国際的な標準

フォーマットであるGBFS がフィーチャーされた。

「公共交通オープンデータチャレンジ
2024」最終審査会・表彰式
2025 年 2 月15日
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37 回目の TEPS が INIAD ホールの会場とオンラインのハイ

ブリッドで開催された。能登半島を襲った 2024 年 1 月1日の

地震と9月の大豪雨をふまえて、「最新技術で実現する災害時

の情報バリアフリー」と題して講演とパネルセッションが行わ

れた。

坂村教授の基調講演では、災害時の障碍者支援における

生成 AI の有効性と課題について説明し、災害時支援 AI のイ

メージとして、研究開発中の AIアシスタントによる被災者支

援を取り上げてデモンストレーションを行った。

総務省の田邊光男氏からは、能登半島地震における情報

通信インフラの被害状況とその復旧の取り組みが紹介され、

被災地で情報を迅速かつ正確に伝えるための情報バリアフ

リーとともに日ごろのコミュニケーションの重要性が論じられ

た。日本電信電話株式会社（NTT）の荒金陽助氏は情報通信

の観点から能登半島地震の被害状況と復旧への NTTグルー

プの取り組みを具体的に紹介した。NHK 解説委員の竹内哲

哉氏はこれまでの取材経験から、障碍者の避難を阻むさまざ

まな「壁」について取り上げた。

TRONイネーブルウェアシンポジウム 
TEPS 37th

「最新技術で実現する災害時の情報バリアフリー」

2024 年12月7日

国土交通省は歩行空間 DX 研究会の活動として、「第 2 回 

歩行空間 DX 研究会シンポジウム」を 2025 年 1 月23日に東洋

大学赤羽台キャンパス INIAD ホールで開催した。

第 1 部では国土交通省 政策統括官の小善真司氏による開

会挨拶の後、坂村教授による歩行空間 DX 研究会のプロジェ

クトの主旨説明と、歩行空間の移動円滑化データワーキング

グループおよび歩行空間の 3 次元地図ワーキンググループの

取り組みが各座長から紹介された。

第 2 部は「持続可能な移動支援サービスの普及・展開に向

けて」をテーマとしたパネルディスカッションが行われた。パ

ネリストとして松田和香氏（国土交通省）、岩城一美氏（NPO

法人仙台バリアフリーツアーセンター）、植野弘実氏（川崎

市）、大澤信陽氏（全日本空輸株式会社）、池田朋宏氏（WHILL

株式会社）が登壇したほか、本プロジェクトアンバサダーの網

本麻里氏はオンラインで参加し、瀬立モニカ氏からはビデオ

メッセージが寄せられた。コーディネータの坂村教授の進行

のもと、オープンデータを活用した持続可能な社会づくりに

向けた課題、障碍者当事者だけでなくサポートする側に向け

た情報提供のあり方、自動運転車いすによる移動サービスの

ような福祉とビジネスが密接に絡み合うサービスの展望など、

闊達な意見交換と情報共有が行われた。

第 2回  
歩行空間DX研究会シンポジウム
2025 年1 月23日
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東洋大学とグーグル・クラウド・ジャパン合同会社（Google Cloud）は、
未来志向の大学運営 DX の構築を目指し、DX に関する戦略的提携を締結
した。社会環境の変化に迅速に対応できる俊敏性の高い組織体制を構築
するため、基本的なアーキテクチャに関して大学 DX に必要な機能すべて
をクラウドベースで実現する。

Google Cloud は、主要業務システムやその周辺システムのクラウド移
行に向けた技術支援、さまざまなクラウドネイティブ技術の提供を通して、
拡張性と俊敏性を備えたアプリケーションの構築をサポートする。また、
東洋大学が「 Fit to Standard」のアプローチを採用して業務プロセスの改
善とコスト効率の向上を図るにあたり、校務の効率化と働き方改革を支援
する。東洋大学は「セキュリティファースト」の原則に基づき、全学的なガ
バナンス管理体制の確立を進めている。大学DX に必要なセキュリティアー
キテクチャの設計を独自に進め、大学全体の安全性と効率性を向上させる
ため、Google Cloud の高度なセキュリティ運用プラットフォームを活用し、
統制の取れた環境下で部門間・システム間連携の実現を目指す。

東洋大学では、生成 AI サービスの活用を拡大し、教育システムをさら
に進化させることにより、学生や教職員にとって使い勝手が一層向上した
学習・研究環境を実現する。こうした先端的な IT 環境の提供により、

教育と研究の新たな可能性を広げ、イノベーションを加速させていく。

東洋大学とGoogle Cloudの未来志向の 
大学DX構築に向けた戦略的提携
2024 年 5月 30 日

1989 年に竣工された「TRON 電脳住宅」（TRON Intelligent House）が、
2024 年 6 月に IEEE マイルストーンとして認定された。2023 年 5 月には

「 TRONリアルタイム OSファミリー」が認定されており、2 年連続の快挙と
なった。これを記念して、11 月28 日に東京大学本郷キャンパスのダイワ
ユビキタス学術研究館にて贈呈式、除幕式、記念講演会が執り行われた。
本 銘 板 は、ダイワユビキタス学 術 研 究 館 1 階 のエントランスホールと
INIAD HUB-1 の中庭に、「 TRONリアルタイム OSファミリー」の IEEE マイル
ストーン銘板の隣に並べて展示されている。

坂村教授が提唱した TRONプロジェクトは 1984 年の発足当時から、あら
ゆるものの中にコンピュータが入りインテリジェント化し、それらがネット
ワークでつながれて相互に協調動作しながら一つの目的を達成する未来を
目指した。これはのちにユビキタスコンピューティングや IoT（Internet of 
Things）とよばれるようになった。

TRON 電脳住宅は、1989 年 12 月に竣工された。日本はもちろんのこと、
海外でも複数の雑誌、学会誌に掲載され、BBC、CNN などでも報道された。
1990 年 4 月から公開され、約 1 年間で延べ 1 万人が見学。スマートハウス
の起源として、今でもこの TRON 電脳住宅が言及されることが多い。

今回の IEEE マイルストーン認定では、TRON 電脳住宅のその取り組みと
それに続き建てら
れ た 建 築 群 が、
業界に大きく貢献
したことが評価さ
れた。

「TRON電脳住宅」
IEEEマイルストーン記念式典
2024 年11 月28 日

坂村教授が初代学部長を務めた INIAD（東洋大学情報連携学部）が 2023
年度をもって開設から7 周年を迎えた。また、坂村教授は 2023 年度東洋
大学井上円了賞を受賞した。

井上円了賞は、東洋大学の創立者である井上円了を記念し、建学の精
神を顕彰して、学術研究の振興に寄与することを目的として制定された賞
である。坂村教授の受賞対象業績は、「 IEEE Milestone の認定、および
IEEE Masaru Ibuka Consumer Technology Award の受賞」となっている。

この受賞を記念し、2024 年 3 月19日に受賞セレモニーと記念講演が東
洋大学赤羽台キャンパス INIAD ホールで開催された。坂村教授は、「連携」
によって大学の DX を実現するというコンセプトのもと、社会の変化にも柔
軟に対応して変革を続けてきた INIAD の 7 年間を振り返り、そうした INIAD
の精神の源流は創立者
の井上円了の「自分の
頭で 考える」という哲
学に基づくものである
ことを改めて強調した。
さらに、受賞の対象と
なったTRONプロジェク
トの約 40 年にわたる成
果や実績を紹介し、次
世代を担う学生や研究
者たちの活躍に期待を
込めた。

情報連携学部7周年／ 
東洋大学井上円了賞受賞記念講演
2024 年 3月19 日 国土交通省は 2023 年 6月に発足した「人・ロボットの移動円滑化のため

の歩行空間 DX 研究会」の活動として、「第 1 回 歩行空間 DX 研究会シンポ
ジウム」を東洋大学赤羽台キャンパス INIAD ホールで開催した。

第 1 部のプロジェクト紹介・プレゼンテーションでは、坂村教授から「情報
通信技術を使った新しい道路、バリアフリー建築、まちづくりのために継続
的な活動が必要」と期待の言葉が述べられた。そして、国土交通省総合政
策局総務課政策企画官の松田和香氏、INIAD 教授の別所正博氏、日本大学
理工学部交通システム工学科教授の佐田達典氏から報告が行われた。

第 2 部は坂村教授がコーディネータを務め、『「持続可能」な移動支援サー
ビスの普及・展開に向けて』をテーマにパネルディスカッションが行われた。
パネリストには NPO 法人ウィーログ代表理事の織田友理子氏、渋谷区福祉
部障がい者福祉課主任の髙橋雄太氏、ソフトバンク株式会社テクノロジーユ
ニットCS 室 ROS-SI 推進課長の古谷智彦氏が加わった。「オープンデータ」 

「ロボット」「連携」という三つのキーワードを中心に、視聴者から寄せられ
た質問も交えながら幅広い視点で議論が繰り広げられた。

第1回 歩行空間DX研究会シンポジウム
2024 年1 月16 日

IN
IAD

 TO
PIC

S

129I N I A D 3.2



2023 年 5月に「 TRONリアルタイム OSファミリー」が IEEE によりIEEE マイルス
トーンとして認定された。

1984 年に東京大学の坂村健助手（当時）のもとで未来のコンピュータ応用の
分 野 向 けに ITRON、CTRON、BTRON、MTRON が 提 案され た。 その中でも
ITRON や T-Kernelといったリアルタイム OS 仕様を実装した OS が世界中で広く
使われており、これらは現在も改良され、進化し続けている。今回の IEEE マイル
ストーンが対象とするのは、これらのリアルタイム OS 群全体である。

2023 年 10 月14 日に記念式典として、授賞式と坂村教授による記念講演会、
除幕式が東京大学のダイワユビキタス学術研究館で開催された。式典には
IEEE、IEEE 東京支部、東京大学、トロンフォーラムなどの関係者が出席した。

「TRONリアルタイムOSファミリー」
IEEE マイルストーン記念式典
2023 年10 月14 日

2023 年 5 月に日本で開催された G7 広島サミットを前に、INIAD は「 G7 広島
サミットへの提言」を発表した。

坂村教授は生成 AI が与える影響に対する認識を整理し、G7 の場で討議す
べき国際協調の必要な課題として、ルールを決める範囲と素案を各国で持ち
寄り精査し、ルール作りの実務を開始することと、そのための体制作りまでを
合意すべきであるとして、具体的に以下を提言した。

○ �一般がアクセスできるAIサービスに対する規制における国際協調部分の 
見極め

○ 研究開発における倫理規定

G7広島サミットへの提言
2023 年 4月 24 日

坂村教授の基調講演では、生成 AI のベースとなる大規模言語モデル
（LLM）の概要が説明され、生成 AI により障碍者支援のパーソナル化が進

めばさまざまな場面できめ細かい支援が可能になると述べた。日本マイ
クロソフト株式会社の千葉慎二氏からはさまざまな困難を克服する支援
技術とAI の可能性について、筑波技術大学の松尾政輝氏からは生成 AI
による視覚障碍者支援の現状と期待について、概要と展望が語られた。
パネルセッションには全国高等学校長協会の高村明良氏も加わり、コー
ディネータの坂村教授の進行で闊達な意見が交わされた。

TRONイネーブルウェアシンポジウム TEPS 36th
「生成 AIが切り拓く新たな障碍者支援の可能性」

2023 年12 月 2 日

坂村教授の基調講演では、国土交通省が実施した自動走行ロボットの実証
実験、IOWN を応用したロボット遠隔操作の技術、障碍者が遠隔で操作する
分身ロボットの導入など、障碍者を助ける取り組みが紹介された。

国土交通省の松田和香氏からは歩行空間における移動支援の普及と高度化
に向けた DX の推進について、NTT 人間情報研究所の青野裕司氏からは IOWN
構想によって実現可能になる身体遠隔化技術による遠隔ロボット操作の技術
と遠隔看護の可能性について、NTT の池田円氏からは企業における障碍者活躍
推進と遠隔操作型分身ロボットの活用について、概要と展望が語られた。

パネルセッションでは、ロボットやネットワークの技術、法制度、会社での
障碍者支援の体制などが議論された。

TRONイネーブルウェアシンポジウム TEPS 35th
「ロボット技術×次世代光ネットワークで障碍者を支援する」

2022 年11 月 26 日

INIADでは、建築とコンピュータの関わりをテーマとした特別講義を INIAD
ホールとオンラインで開催した。

第 1 回は建築家の隈研吾氏が「メタバースの中の建築」と題した特別講義を
行った。坂村教授は現実空間では実現不可能な建築もメタバースでは実現可能
となると説き、建築の多様化に期待を寄せた。隈氏はコンピュータによる建築
デザインの変革を解説し、数々のプロジェクトを紹介した。対談では、バーチャル
な空間での建築の可能性について幅広い議論が行われた。

第 2 回は建築家の平野利樹氏がコロンビア大学の「ペーパーレススタジオ」
に始まるデジタルテクノロジーを活用した設計手法の歴史を紐解いた。

第 3 回は、古賀達雄氏（鹿島建設株式会社）が建築プロセスの各フェーズに
BIM や AI などのデジタル技術が活用されていることを紹介した。

INIAD特別講義　メタバースの中の建築
2022 年 3月 29 日、5月 25 日、6月 22 日

坂村教授が2023年度のIEEE Masaru Ibuka Consumer Technology Award
（IEEE 井深大コンシューマー・テクノロジー賞）を受賞した。本賞は SONY の
創業者の一人、井深大博士にちなんで命名されており、コンシューマー技術の
分野での卓越した貢献に対して贈られる。

坂村教授への今回の授賞の理由について、IEEE は「消費者向け家電製品に
使われる組込みコンピュータ用のオープンでフリーな OS の開発に果たした
リーダーシップに対して」と説明している。TRON プロジェクトの活動として、
組込み機器用リアルタイム OS の仕様の標準化やオープンソースによる実装を
進めてきた成果が評価されたものである。

坂村教授が IEEE Masaru Ibuka Consumer 
Technology Award を受賞
2023 年1 月 6 日

国土交通省が推進するバリアフリー・ナビプロジェクトでは、自動走行ロボッ
トの走行に必要不可欠な段差や急勾配等のバリア情報も「歩行空間ネットワーク
データ」が取り扱っていることに着目し、ロボットが自動走行する実証を行った。

6 月30日には INIAD のキャンパスがある赤羽駅周辺でプレ実証として、自動
走行ロボットの自己位置推定や障害物検知を行うために必要なデータ収集など
の試験走行が行われた。

11 月26日には、東洋大学赤羽台キャンパスで「歩行空間ネットワークデータ
を用いた自動走行ロボットの走行実証」のプレス発表が行われ、最新の走行実証
の様子が公開された。

バリアフリー・ナビプロジェクトにおける 
自動走行ロボット実証実験
2022 年 6月 30 日、11 月 26 日

「情報保障」とは、身体的なハンディキャップによって情報が得られない人に
対して、代替手段を使って情報を伝えることを保障することだ。

坂村教授の基調講演では、眼鏡型の AR デバイスが実用化すれば、手話の
自動翻訳等とあわせて、聴覚障碍者の情報取得をめぐる状況も改善されると
期待を述べた。

NHK 放送技術研究所の佐野雅規氏からは、手話 CG サービスの開発について
の課題と展望が語られた。NPO 法人日本聴覚障害者コンピュータ協会顧問の
長谷川洋氏は、選挙運動での情報保障の制限の問題を取り上げた。

後半のパネルセッションでは活発な議論が繰り広げられた。

TRONイネーブルウェアシンポジウム TEPS 34th
「デジタル技術を活用した聴覚障碍者への情報保障とその課題」

2021年12 月 4 日
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坂村教授の基調講演では、「非接触」や「三密対策」が求められるコロナ対策
はバリアフリー社会の実現にもつながると解説し、IoT 技術の連携によって状況
認識による環境制御の自動化が促進されることに期待を示した。

続く講演では、東京福祉大学社会福祉学部教授の立松英子氏、NPO 法人全
国文字通訳研究会理事長の長谷川洋氏、東京都立久我山星光学園主幹教諭の
三宅洋信氏が登壇し、発達障碍、聴覚障碍、視覚障碍を持つ当事者や支援者
としての立場から、コロナ禍で露見したさまざまな課題が提起された。

TRONイネーブルウェアシンポジウム TEPS 33rd 
「コロナ禍で障碍者を支援する」

2020 年12 月 5 日

災害医療において大きな役割を果たす災害拠点病院、また災害医療派遣チー
ムの赴く災害現場におけるIoT や AI の技術の役割や活かし方について、議論が
繰り広げられた。

坂村教授の基調講演では、医療分野にこそ DX が求められているとし、オー
プンな医療連携を実現するために技術と制度の両面から整えていく必要がある
ことが論じられた。

森村尚登 東京大学大学院教授の特別講演では、IoT や AI の技術は災害時
要援護者に関する情報共有や医療体制の効率化を助けるものであると期待を
もって語られた。

TRONイネーブルウェアシンポジウム TEPS 32nd 
「IoT＋AI時代の災害医療」

2019 年12 月7日

INIADでは 3 回にわたり、建築家の隈研吾氏と連携したオンライン講演会を
開催した。

第 1 回は、隈氏が「コロナ後の都市・自然・DX」と題して、集中から分散へ、
都市から自然へという流れに転換していく新しい建築デザインの可能性につい
て論じた。

第 2 回は坂村教授が「建築のニューノーマル」をテーマに、プラットフォーム
志向で効率よく都市全体を設計していく必要性を主張した。坂村教授と隈氏と
の対談では、ポストコロナ時代の建築の可能性や都市の将来像が語られた。

第 3 回は「 KKAA（隈研吾建築都市設計事務所）におけるDX」と題し、同事務
所メンバーがデジタルテクノロジーを活用した建築設計や空間プロジェクトの
可能性について、実例を交えながら解説した。

INIADレクチャー オンライン講演会
2021年 2 月 24 日、3月 3 日、3月10 日

UR 都市機構とINIAD cHUB は、UR 賃貸住宅の住環境向上のために INIAD が
IoTとAI技術を活用した技術協力を行うための覚書を2018年1月31日に締結した。

2019 年 6月にはそのコンセプトを検証するための「 Open Smart UR スタート
アップモデル 住 戸」を建 築。2020 年 に Open Smart UR 研 究 会を立ち上 げ、
2021 年には、研究会のメンバーがさまざまな接続試験やサービス連携研究を
行うための施設「 INIAD cHUBスマートハウス・テストルーム」を INIAD の中に
設置した。2022 年 10 月、旧赤羽台団地の板状住宅をリノベーションした「生活
モニタリング住戸」が完成。IoT や AI などのスマート技術を活用し、豊かな団地
のくらしを実現するための実証実験の場として活用している。

団地での IoTとAIの活用 
― INIADがUR都市機構に技術協力

2018 年1 月 31日

INIADでは、在日スイス大使館後援のもと、ベルン応用科学大学のステファン・
ハラー教授を招いてセミナーを開催した。ハラー教授は、2016 年から始まった
日欧共同研究開発プロジェクト「 C

シーパースドットアイオー

PaaS.io」のヨーロッパ側の代表として、日本
側の代表である坂村教授とともに、都市が直面する課題を IoT 技術で解決し、
スマートシティイノベーションによって都市の魅力を高めるための研究開発を
進めてきた。

本講演では CPaaS.io による2 年半の成果をふまえ、ヨーロッパの各都市の活動
を例に、オープンで市民参加型のスマートシティへの取り組みと課題について、
さまざまな視点に着目して解説が行われた。

INIAD特別講座
未来の都市：回復力のあるオープンで全員参加型の都市
2019 年7月19 日

「ピースマシン」とは「平和の機械」。フィンランドの人工知能と自然言語処理
の研究者であるヘルシンキ大学のティモ・ホンケラ教授が提唱している概念
で「人工知能技術を使って国際平和を達成しよう」という試みだ。

ホンケラ教授は 2014 年に脳腫瘍で手術や療養などで 1 年間過ごされ、その
経験からピースマシンのアイデアを 2017 年に思いついたという。私がフィンラ
ンドと縁が深いことから、INIAD ホールでのシンポジウムが実現したが、ホン
ケラ教授は残念ながら2020 年 5 月9日に逝去された。人工知能の応用として世
界平和というのがあるということを一人でも多くの人に知ってもらえたらと思う。

（坂村 健）

INIAD AI シンポジウム
「AIがもたらす世界平和  
　　～人工知能は世界平和につながるだろうか～」
2018 年 6月 20 日第 1 部の坂村教授の基調講演では、少子高齢化が進む日本では、IoT/ICT

利用を推進するためには社会的な意識改革が必要だと訴えた。橋本重厚 福島
県立医科大学会津医療センター教授は、遠隔医療や国家規模での PHR（個人の
医療・健康データ）の管理や運用が、地方の患者と医療機関に及ぼすメリット
を報告した。パネルセッションでは、地方での高齢者の増加や医療過疎という
課題に対するIoT/ICT 技術の役割について、活発な議論が繰り広げられた。

第2部では、INIADとTRONプロジェクトが共同で取り組んでいるバリアフリー
マップの成果が紹介された。

TRONイネーブルウェアシンポジウム TEPS 31st
「IoT/ICT技術で支える高齢者社会」

2018 年12 月1日

※所属・肩書きは当時のものです。
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情報連携学部・大学院 情報連携学研究科
https://www.iniad.org/

赤羽台キャンパス：
東京都北区赤羽台1-7-11 INIAD HUB-1

● JR赤羽駅西口 徒歩10分
● 東京メトロ南北線 赤羽岩淵駅（出入口2）徒歩12分
● 国際興業バス「法善寺交番」バス停下車
※  車椅子でお越しの場合、校舎が高台にあり傾斜の強い登り坂ですので、

エレベーターのある赤ルートをおすすめします。
※  バス（緑ルート）をご利用の場合「赤羽駅西口」バス停 ❶❸❹❺より乗車、

「法善寺交番」バス停降車。（降車後、正門まで約250m）。
※ お車のご利用はお控えください。

問い合わせ先：
学校法人東洋大学 赤羽台事務課
 〒115-8650  東京都北区赤羽台1-7-11 INIAD HUB-1
 TEL: 03-5924-2600　e-mail: contact@iniad.org

INIAD3.2
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裏表紙写真：記念石「無為」

INIADキャンパス南側の角地に設置されている記念石。

INIADの開設を記念し台湾都市開発の 邱
チョウ・フーシェン

復 生 会長（当

時）より2018年4月に寄贈された。

台湾東部、花蓮特産の玉石である「台湾墨玉」の大きさは

420×250×240cm、重量35トンにもなる自然石である。

彫られた銘文も、花蓮地方の客
ハ ッ カ

家（独自の文化を持つ民族

集団で、本土より移住して花蓮に多く暮らしている）の書家

の手になる揮毫。

「無為」は邱会長が選ばれた語で「不自然な行為をせず

に自然のままに任すことでおのずと善い方向に導かれる」

という道家が唱えた人間や統治の理想を示す。この言葉

は「無理をしないでもうまくいくように環境を整える」こと

を理想とするINIADの、まさに目指す姿でもある。
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